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野外のある地点lt:生息しているよ止虫類のなかには， r官[し、似体:tI::P 1卒:iI:立で 56ft していて等生l として問題とな

っているような汚ーもあろうが，はるかに多くの穫は努虫として全く問題とならないような緊l乞あるいは

そのつ二怠のほ認さ売も附黙なほど低い精度で発生しているのが常でまうる。人自宅をひくものは高い街13Eで発

Jト《じている長数の滋の淵体群であって，とれらについては応用的 lむあるいは!t!llt学的に滋々の観点から

の g~~ヂ「・研究が進められてきている。これにひきかえ，低い密度で発J:t している 有用横物

を食::'!.~i::'ましでも得点として注窓をひかれることも少なし応用的には全く問題とさ予れないことが多いc し

かし2 もし ζ 才れ1 三ら〉の{低氏い:絞宇軒!皮で 7玲と;川1: している干平滋i長五がFお高'd密 f皮主交~[にごなつたな Eら〉ば， すぐ iにこご之?答γ

なるものも;あちり，これらの桁のいくつかがi司i}与にEJい密度で発生するようなととがあれば， *，B長，あるい

は農業は壊滅、的な後:与をこうなるとともあろう() -1急設すれば》 ζ れらの多くの滋が人 [1 iこもっかなし、よう

な低い密度に保たれているからこそ 3 林?とや農業が経済的に成 \'r_ しているといっても滋乏ではない。した

がって含どのような機械によって良!なが11*詳の密度がそのように低く保たれているのか，あるいはそれら

の騒が答虫として問題となるようなお悦皮な発生をする可能性lふどの程度にあるのかなどの問題は応照

的にきわめて重要なものであるの

ととろで，向じような低い筏23;で発生している詫zkf面白Z売?であ')ても，その地，4~\，あるいは餌および3号

機工古墳条件の鎖似したその他の地点における， f['H本数の時間的な変化の綴点、からliUHまいくつかの恕があ

るように，lI\われる。もっとも代表的なものだけでもおよそ 3 っぱなるであろう。すなわち，第 1 はどの地

どのほf\; も低い夜fむと保たれていてョ:{，lì.!tz となるほどのおい浴皮の発生与を5'Uiい療についての低い密

おる o ;t!; 2 ば n寺としておし、特~~)皮で発生することもあるが， iflli常は低いI1i1交!と iiHこれている務に

ついての低い街疫の状態である。 との状態が滋伏死一生(latcncy) と Þfばれるものである。第 3 は環境条

件の類似した似の地点では， t怪豆宇常詰的;にご高い密皮で υのJ発f生t主:が観観』察

積が(低L氏Eい:街主到H!皮芝でゼ、存J抑{十占している i場詰合で dあうる O とのように， I司じような低H'fi Ei[で発生しているものではあっ

ても，例外A数の持潟(I'Jな変化のうえでは~iTIの異なる穫のイIW本15fißイ;:;(E しているものと店、われる。いうま

でもなく，とれらのうら日i守~;皮なヲモ 5とをすることのほとんどない第 1 のf~;!のような凝は，環境条約一ω激変

がない 1]民 :1) ~:誌 (CfJ な!万虫としてjf，'える必主要は、ほとんどないものである ο しかし，第 2， '5f~ 3 の TI;!(D穏はp

E詰境条件(こ著 Lい変化が!!詩くてもお~~;-J.Jrな発IJ となるととがあるもので，治在的な害虫としてきわめてm:

繋なものである。これらの援の似体Ji'f !J l低い也、皮に保たれている機構が!Ifìらかになれば， 1 つの新しい前

九:f; 11~;61開発されるTiJ険性;主主わめておいものとなるように思われる。その方法とは， i附U:fの訴j支.~、:長い

{fJJ にわたって{尽く似つうえで，ょI(~芸な環境:TU:JJ以ハjm!)くた ::/)0)諮条件を ir!/，jだすように ， Wii~誌の人為的な繁

践を行なうものである c 'iJ-なわ弘前lζ法べたような， f同体をえの待mJ:ぬな変化のうえでの第 2， あるいは

箔 3 のjVから， 5f!; 1 の BIへの滋君事・修正を玄関している。とうした防除法lむ人為lてよらない自然なイ!日{本

詳の密度~;rj 街i機檎を基本とするものであり，絞向性，あるい

うような筏点からも認ましいものであろうっ

による自然環境の汚染色~Itf~ い

以上のようにも民J訟のかif;~鮮の常度が{~t く保たれている機』誌の解明，すなわちそれは， it日体君干の密度が

どのようにして決定され，またそれがどのような主主因によって変化させられているかを切らかにするとと
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抗出を続1桁寸ることにより，士、j裂とする野外(í).G[，虫 fliil~j( P，lに短iJいている]荒波紋抗そ推測する )Tiムがある

(古 ITL 1968; F1ANDERS , 1971) 。

/日夜績による ó;ir~ü防|冷のための放貨店L あるいは干干潟昆:\:_;の放飢を徐外しでも，野外に fi" ，j~をつけが]えた

相I1ま少なくないc 人為的 :ζJj対~TI 1ノだい1i*併を使って懸のんjlï様式を研究する試みは~ jj~ifj 1:ょ lålについて571

られているぺとくに，アブラムシ務どはそうした研究例が多いが(伊務， 1953; ATwALandSBTHf, 1963; 

Dl1iON , 1963; BAN在 S~ 1ヲ68) ， アブラムシ'([1だけに阪らず，つけ加えられ 1，.，1泊体訴を対象として研究すると

iこよりヲ とげてきたもの L思われる。殿場限抗の解析を ó_'，悶レたものには， 1940イ{‘

;こ RIじHARDS がそンシロ千ョウ Pieris 叩β仰をほい皆皮で野外につけ加えて.， ;{f!:と自筆のt斤軌を観察した

先駆的伝研究がある。その後， CLARK (196，1)は Cardia沙問a a!bifeぇtu仰を{山ヰ:!主:な発生地?とつけ加え.

鳥による詐iì 食ノi二総書写し fμ また NEIL SON ilnd MORRIS (1 ヲ(4) ， TURN引H (1969)，あるいは MORRIS (1972) 

らはそれぞれ Diþríon hercyniae, Bupal削 þíniarius， Hy戸加nfri時間抑制安低いお度の?と!j今地につ I)!JU

し 11む食され?， f~ .� ;~> ~対t]きしているわっけ Jj[1えばそれそ"Üの滋について下れぞれの目的;芝公った万法で

:Lì' -r_よわれてき fこ〈しかしなカi ら， そ でつけ加えられた民会は特定の発子手段階3 あるいはiめのものに波ら

れでし、ふ ο つえlごにるごれらの刊は I'J f\'!~ まのの絞察 よる資料の不足を主主うものと

しての↑ Híヰがう主く， 日4{犬常生 lyJ にある jこう 。五い '，+U芝ごイG::i~ しているfIIM'Ìd)iの， t\)U必m:抗告総J.t く解好

L f 'is-;J~lお止の孫子ii"l'トとなる民幻tjt刀\)ç: iI!jらか/' I ,1: "ì と L;I，I..~ものではなかったのずr~H段階を;ß ってつけjm

rc_を汚íi♂ {列休 irfl二働く JY;kh~Hr::仇を 1 !1\:1\;応渇して ')~10(I!'J 作者?寸る試みは， 夜間(1968)

による? ''} fIレハ Dendrolì加代ゆectabì!ís を泣きととし?二ものが主主主J) であっ?ご。

実験の方法lふ対象とする穫の生活儀式やp 聖子外の条内によって奥なるものであろうが9 食史t'U::~8: ]1\苓J

例にく.~: ;{l{ま，おおよそ次のようなものとなろう c 長初に卵あるいは 1 齢幼虫会づけ加えて 1 ttt代にわたる

月17命表名二作製し，それを形成する死亡後;認を観察する。伊藤 (196のは生命表のうえ討を資初期』とおし a死

幼虫求WJの矧'14~~;次の減少が著し 深卵がi成虫;切の死亡

率がおけ ~HHlì食者が\':i:'(点的 lと iJlm夜されるべきであろう止指摘している h ご ζ どあげられた死亡守王国には

問題もあろうが~ ,':t. --6ft ;}ﾆ 0)作製過慢において， 片i点f(l:こぶi主主寸べき時期，グ己資段 i九 あるいはノ死亡\)j_i凶な

どはおのずから IVJ らかになってくるであろう(貯や 1 齢対立iをつけ加えて設おした料体若手ではp グ'88 とと

もに鈎イ本政が減少すふ止，発資のiえ Jtrj iご働く死亡婆[!J iとは宣告1なものつ了あヮども FZ黙とされるものがあろ

う υ このような安閑を見裕とすこんなく検出し?その怖さを限必ず心ためには~ :::iﾙ;f1f 1:之よれを治ってコけ力11

え長 ~ìj:t Æb!fずる J必嬰カ，;1ちるし 三うして， 11交の fι ri!l.:til t51うでは比ri与しきれがちな予F ヒ:繋 I"\;I も?容易[ど角1M!; さ

れぞ〕マあろう

ヰt点

主)， その喜空間だけそを働かせたり， それを除外することが護主しい。 ζ のために金総jJr ージなど寺;j:I!!l]し

て，いく「かの死亡主g i!Jのくみ fTせのなかから対象とレている要因だけのfl:iiJ Ii:' ，':り Jji す乙とがよい o 靡 

た死亡11' 1誌の情fjE依存fl'の検出[丸市L([を緊!としてつけえられ1:/1 、集 FJIUむの死亡浮くのよ凶交 e 枚討によう

て試みられるものである。

正とろで~ ?民 ff，に?と切におけるような1)\ 1，、疫の状jt~のg rJ;肉体!別立， J:JÞ，;jj~u)!1 、コ:"I:I]としてうTイiiJ してい

ると '!j えられる (II/ij情， ぬ71)" 吃認されている例ほ少ないが， ßIl塊として涼みつけらナこ ラザ') 1,[(l1} (C 

集合u を持っている路 rえではそうした例は広く存自しているであろう。ま 7h そのような3長引、性の強くな
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若いトトマツ ;J'， j林地守はtff'Jffii'ご見られ 1950 年代以後の拡大法林につかノて毎年 9 ， 000--15 ， 000 ha の防除

を必~，.gと lJている。 トドマツオオアブラの!~U[，;~\ なしには涜林のi丸山がおぼつかないといわれるほど，おい

~Jil交での継続した交~l j:_は治体 LcJ)'E大な締仇ーとなっている c しか l，.'~そのようなトドマツオオアプラも天

完投 :j;;j，内の成ネ;にはもちろん， ;tíJ:~ýjJ樹\'ともまれに らわれ 'Ht X)]tMが fえ林するうえでは会く

とはなっていない。記1 村、地における?ドマツオオアブラの発生は， i) íJ述の第 3 の型をとると，15、われるのに

反し，天然{本では第 1 のおであると /J;.、われるなど， liû-~の絡でありながら当!の黙なることがお:仰され(" 0 

このよう二発ll，:!]lの尽なると推測されるトドマツオオアブラとマイマイガの 2 様のi必

い ~&J~t工!こ保たれてし、る つけ加えられた災験間体訴につし sで試みたととろ比較

fノ]満足すべき結果が得られた。また， ζ う Li.ニ沼交法についても~ -J;t;:'の依然が 1]え、られた。こと!とその

れ15 JR を Hi 1ちする r

この研究は京都大~}:ÊきJ宇部?内 IJJ 佼lÏ!5教佼pρJ，f~-fr Y-:: 払j Jj;tJ教授のご指導のもとにフ:泊した。 j字く感謝の芳、

を表する J ま九林業 ~t !frfìtJ})1北海道Xl;)~rE; 虫研究家主ふ山口!専問技rrからは多大のめさ止ノjミ唆与を52 けた。

川、_， J:り識の志会jj(ずる〈

実験にあたって休業試験場北ぬiWL ~y~ l:� r~ ~:t~研究室 ii:iíJf'i五利 j支払?小泉 力校'1:， :fklll ;J三治技， t長i ILJ 

liJf 

1思iE;つ(，ゾl保示謎?支三J首部):!反疋 /余矢お;訴f召?;話込;請i 芝祭;fl氏、L歩 jい吋↑内可ij 前{似恥談郎i長七 上 i矧ur砂り川lト寸J技主幻'1百応:じ前問I円司iH隊辺じC\;i文滋i偽保札与示*;心i滋iを t自部:(1犯1巳íB長記 [山111出i口lJ貯yオ5!J匁J母引jμ;技上丈'Ë官Ë許守令

研究設反 小体二技官からは多大正〉使況と;双m名、いただいた。!字く感紛の13;をJえする。なおか.JJ i::iむよ童文

i;LL 総務支j-Hならびに本場保護郊の諸氏からはたえずイJ形舎対"\J彩のど援助をいただいた。また，試験i自の

?改定に|立j して札幌常

宣 マイマイガ (Ly肌αntria dispaγ) の環境抵抗

L はじめに

]-].はじめに

マイマイプ/[お北海iえにおけるもっこも代表[久!な森林窪~llの 1 つである。それは， ずイマイガの大)!]lt

が瀕繋にひき起こされて矢たためであり 9 またそのノ九発生が‘きわめてた);ÝHえなものであったためごもあ

る t マイマィガの大が， 大規校なものとなりがちなまmäiωl つは， 縦ねた IL\ O) i!ìWP~X!;1 400~，700 社 lこ

も IJ~ るように， J狩Yj(Ifì~ .J] ißんさいととであろうじまたp ニレ，イタ γ，エノキ，ハンノキ，カツラ， ヤナ

ギ，カンパなどのJ.L: Jf~主体J や/Jラマツなど)ζ祁な阪の1、仁木の葉をh.ét0 る犬め含釘となる植物がLU IT1千に m;~'ﾛJ; 

lこ f与え:しているととも J'll IJJ の l つであろうと以われる。しかしながら，それろの大5'(21) のほとんどは 2 ,'V 

3 tl三で終 !;1 しており，大プシJ， ,ç'I- c') 'q'. i c. iむ その11:忠告mじがするととも悶怒なほどの低い?何度に f必ずこれで

し、るのが常である。止とろむそのようなlHj;"キの刀:; -.?ツあるいはシラカンノ\に_~ 1!-!t t*f*J:m j+:ft にほとペ/

ど影響そ?チえ .rs. いと Llif 〕れど、た与さのほの~宮市司ケ，ージ Jをかけ、そのr:tJ /とマイマ J 力、の幼虫を放制した。 1業

にする 3 地J1μこおいて，それらの丸!AU立、r 、て 80%引 i の存ヰ:で ){;1討を続け，必然選;の 100

%近くを授会:することが似%7; されたつまり， γイ?イプガ'f、が{低L式心EぶLしいFパ、γr手街f非治争谷i'J皮J克主むlにと fね保4ぶ;ナた乙れてい〈る、弓初主合-でごもι， 1無投機t点滋2翠:土境免

条:けJjて iは土マイ 才イプガf じιのtつ〉発 f育r ,:: 1幣1松討M?主山f



7 -マイノゲと人ドマツオオアプうのなE&::lf1: 1í! ]1i手術 ω 二 r!hJ -:1~ \1)1-ツ(/， LU) 、

このように} tür~条件心らびに 1!針金f塁打L条 Y\ のY-r滋なとえろ乙マイ γ イノJ、の皮ÎJ日口、のjrliU!' ざえも r:~j

た兄皇 I，U ミL- WJ らかにするた ;Y)~、

ノli民なほど1.r;，;くた:れている J'1\ld (J:, ま1-: I 分ーに;立 t~ ， :fl ごしリ、C い

ノ<:ï-E-I;fi!{ {と 1ったるカラマア心人あるいは fhA:[\i;\ 引〉シラカンパとカァマツ」いつ A: う:こf\ii境条件ゃ

援のJ更なる J1以幻と， γイマイがそ人X)tfJiC コ i)J!I!え，そりうEr~~~>討のがí'fjí;;E'試み允。こうして，これらの

わたって似く似たれている機得手考察しイキ試験[廷における結3，(そもとに，マイマイ

,'. 

史普
M1 2 , 1:. 

(')法各 'j る(、 gp~主将J ト:r f似て，ササなどの lらあるいはおのくぼマイマイプ!f(つ発ま"té 1 [11\であり芳

会ム!や y 
1" ぷ"叫し '<d".，c~:" 

‘ j;.­
A、 il. ，みなどにバソうつけられる。ふ;じよ札幌付近ではふ")う;，/]i γ"I\'fiJでおりきトI.Jj!;玲 j九年

ているがp そ ω;丸 i玲 なり，糸そnl;いで司、;ご}J，J~ って分紋才一るものも少なくはそのJ0.j {ζ立与合化後し (l

I~' .;な iζur~Ytζ3 N~'0] 20 U すぎに 4 品(入6)j 10 i) JJ 下旬ご?'j ~、 21セß ，くないじま:くのJ]，}こおいて，

'i' )j .Lf立には 6 隙とな 0 ，、縦はり比;と》がは fj 討を主主治手るものが多く，ノ~:J~~~ した幼 ~J へは'7 Il ごろか
が!ト λ

~) iNW, 

'i~\ (:i 3!JJjli,<i: 111!;[)iÊ ドら蛸{じし ， r\lft] には片足以となるものがあゐリ.j.j 1とした JJX_ ~:Ü は去っ込去、グぐ;て liU YI日し，

すと"" í百t!!t'kO)ノ 1% しょうは火花~l 刊にはしばしば樹祭されているが，低徐行itなプ:ó(Lil-!j にはまオ I.fS ょう

;J;Jイじしたむ所Ci))";jjJíiで邸時11 五 Jえの亡はないか日立政|されて

JI~J'it t-~[:~Yl ぞ) 1{;f ~[JliJ l: 'L\ 17 ぬ，χWÖLHR (1972) は JlMiti:とおマイマイゾfそユ文挙す心火敵対:立多く

~H 1 手H<.2ノftげていと!(;その f訟に号、 r 1] 怒!のようなtlii 食住Urdl!>あ i) ， }[l '1;1.:\ゲi の /，f(! ，~ 誌には，、リガネムゾ

こ才l ムのyi;紋ナゴ1のう.jふ
らつにニ 'U~五日 (Gordioidea) ， Jtn食廷にはクニE: fイ!?あるし以上向効力~~l;t然されてL 、るし

j百i，J':必平副よってほ(-: j , その{"1ft()) )(_ f¥{Z: 'T! も T により，く〈余:rrL 19(2)J 

L1かく ::i fl L 、の(l:l;J:'}:E :-C ヶl: (~:~;~日 j と i て妥当記 lo~' も v_)(シi: ，jl !立 j 山然芯;れないものも h

IÌlノ.) 0;) 

大i蕗磁のカラマツ人工林における滋墳抵抗2. 

2 1。試験地および実験の級婆

ぬ
「
仰
い

一γ
ι

f
 

t
 

iぅ引 (I)Ï; Ifi 1*1 Iズ，". 、 て号
，土、試!自主 h!日立およそ 100 h<1 i.~ ï立ぷノJ(i'Ilj杭 iJ; 力ラマツ人 r". )l~.l'_++、(1(1，の

本 j;!iii 1194 外山に ~:r~JL じたっ lこのカラ r ツ人 l 川、は 1958~， 64 ノ之されたものに，情j見木の下れま J!4. Y}

Fig, 3 負 jメの概緊(まャ*)~古I~ 分\心ヨカラマツ J近付、

「了， そ、1) ]i';J !}lj tまエゾマツ， トトマアをとJ 持続木工二す

る. IとÆ~交のji氷林であ乙J

Map 01' t:he sbldy are品 of I:h日 larch plantャ

tion 乱t Enjuda叝a. '1'he plantat卲ll is sur嚇

rounded with natur孔1 forcst 宅
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Dat巴 of
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放飼 H

Date of 

下記.Iease
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] 97~ 首;ヘi3
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M
M
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H
M
M
M
4
M

1974. 6, 5 
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/1 

iI 
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〆f

1974 , 6.21 
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~J(馬会 じくも

Exp. No. 

ー
閉
山
V
H
w
w
n
u
H
W
机

101 
102 
10.3 

1 

J06 
107 

108 
]09 

である//"の泣休地は一 大森付 j也Jjjrの IjJ 央 1 \111、I ~i: 1と位置しており ， r'ﾒ I!!日立エゾマツ会トト "7 ツ司会上j潟水と

あるいはトドマツやすJ 7 7 、ソなどの人仁林である。ずる Jë.}主体、

マイ1974 {正に +rüi績ではあるこのゾ! .c;マ Y ノ\J 林から約 20km i維れた志LØiilf 1)'1 において，

この人一I 十本，あ z いは周辺の天然体や人 i 付、では， そのようなρ?イガの -1t!::l が品世められた υ しかし，

1973 !['. 10 月に枠内の約 100 本のカラマツ樹幹[とj法 F されているマイE芝な犯行ム(式見られなかった。 '3:. 1-:: ~ 

マイブ}'O) l) iJ沈を ~)j\1:~t し，その{交も析にふれて観主導を続けたが，卵線lま/行く先5もされていなし、。 γ イマイガ

の76~iマは全く燃えp コたかz あるいはきわめて低し 1樹皮であったものユ推支持 ιされる。

Fig.3 のよう 1ζ7 j)\lfrtD;J:J:検滋ろ二設工とした。試験ば内の供Jjt本はおよそ 2m の弓I(乙とのd;\包主泊1l(と，

切りそろえ， ネマガi)竹やド本:切れまン二全 iご刈:)仏コ fご〉まだ， UtじX;;fくと成号E・7主するカラマ y の校J j ち，設う

き 7X し、J:うにした οるいはせんÀlを行ないずイマイガのむI' l(が供 t:i\;;j;::J_;'(タのカラマツ

〉ミ験の社主主主 1:): TabJe 1 fこ示した 1974;f ()乃 5 11 iこ (iL悦 iii'c!i'W lメ， 林J;とおt験結ðj仁科号滋

カラマツ樹上につけがiえ， 実験l玄 lOI ，~j 1G6 と 107C' gi，j 'M してい:f，" -:;'イ 7 イ yザ 0) :2 齢幼虫をみ含二ピ J;ゑ tWi r}~) 

104へ 106 ばはを設定したの 101'.-103 (土名 500 日H? すはわらカラマツ 1 ノドに 100 羽ずつを 5 本lと放飼い

6 月 21 H には 4 齢ぷJ ~ll /â~ 試験l2<.II と IXlこ勺 iJhuすなわち 1 ノドに 10 iIi!ずつを 5 本にノ弘前i した。各 50 丘')i，

ほのたきさは壬 2. 1 とのうら 108 況 Jごは金約ケージ〈亀 rp 籾9それぞれ 108 iズと l的 Lx.と L ffo ;ζ ， 

1 週間ごとに'公認(前cn1~ [J~i 怪1. 6 cm) をかけてJ.当f;fÍiζ よる拍子zそ防止したハこれらの iYJ'Uについてp

交法lとより{担体1;fの拘査を f r 1';; い，長十:1':: 嬰国の!ÿJ らかなものはま:;fiy したのらうして~L {Jj}.:t之の.}，伝の作成本

行なった c よl占命表を打jt成

(t.二-し， Jnî食性f[:山あるいは'fjf主役fl，IJ'、の Î ，ldVJU Ý!iIJ Fl止されない)と妨げないj品

合との死亡経必:のj九絞によーよ:υ ふ Q)仰の死亡設問のうお羽生性心天敵類の綴広l と 'th~ Lt二 >fi( j:， ]!千タpζ ム

とれらをJ'ìr;JI守して務1081ベのがJ~hを終齢if寺 i と[t 1[J!又 :JF!..T~_~V]開放ii.守しておいた 107 [三(})幼 rl、会 3 出'iJ ，)kJW ~ご p

Jハー アリ的
、ハー。

2 2. 結楽と考察
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'{、able 2争 カラマツ人工林内の各実験E互のマイマイガ幼虫の 11'.命表

(2 総~終齢期間〉
Life tables of: the experimental sub-populatiollS ()f 
Lymantria dispar larvae in the 1品rch plantation 

(2 nd instar."full grown larvae) 

109 

dx qx' qx* 

x 
104 ハ.....' 106 

(J:j iヨ) i of I 1 

" n 。 *1 lx dョ q:r 

50.0 20.3 40.6 

6. 12r..6.22 1 9 1180.3 37.620.9 つ己G〆. 勺J 8.7 29.~3 

6.21 へJム 28 I � :142.7 72‘ o 50.5 21.0 9.0 42.9 

Ó. づ自八.7.81 10 70.7 68.797.2 12.0 7.7 64.2 

フz 免8 一日 勺門" 一一 一- 4.J 

108 

i 91.0 3目.2

301 ‘ o 97.4 
10.0 10.0 1.4 

0 0 0  

品芯 qx 

qx* は 1 H あたりよf亡率であるの
qx* means the percentage of mortal咜y per day. 

i副長 lとは鋭察されていないが， 切らかに存在したと捻泌される死亡主主滋は鳥類によ心 tilì食である。幼

虫がつけ飢えら才Lた供試木 Lに，持n世後あまり時閣の経過レCいないパ\X% (.i) 繁がみつかっている例は多

く， 6 月 12 H 0)調査で;ま l02 ， 105 lホ 6 n 28 H (/)縦査では 101 ， 102, 103, 104, 105 Ixにあった。 鳥

類がとれらの供試オえを鎖繁し:訪れていたことが?注測される。また， 103 [ベ (6 乃 21 日)と 106 [ぇ (7 月

8 jl) とに， I外らかlこ，鳥類によって殺されたと XO，われる幼虫体カザもつかっている。このほかにも， 102 区

長構成するら本のカラマツのうろの i 本につけ加えられた 100 頭の幼虫会お，あるいはもう 1 本の 100 滋

のうちの 951設が，放飼後の 1 週間以内にいなくなった例があ 4 た。鳥類による 1m食以外にp 短期間にど

のぷうな商卒必死亡をひき必こし伐るような~ltlは r考ヌられない。このように，鳥類による捕食の存殺を

後泌させる資本トは少なくはないが， J~溺による総i誌の持つ役割を 1111 らかにするつえ乙これだけでは十分

なものではないのどのため， 6 Jl 21 H ((試験:XII 0) 部分のカラマツ 1 本 iこケ ジをかけて， 4 齢幼虫

会放鈎 L... ，鳥類によるJ加えを lYj_ll_:した場合の死亡の綴過を観察し/こ。」の 108 Iぷとその他の実験iぎの生命

家安'1、able 2 '['J1:絞した。殺のなかで x (j"1I制fj ， lx {ì 綴重要 H のïin初における生仔倒体数， d♂はその句j

ii;jの死亡数 q;r はその溺問。コ死亡率;;t‘2z~-っし q"容は 1 11 あたりの死亡主宰をあらわしている (このロ命;え

では J引のは実験幼虫数で表示したコ以ト [í百株)。鳥類による捕食が[iJ:j LL された 108 ~互 iふ 多くの幼虫

が死亡した 102 [司と同じ豆肢に[討ぎしているに卒〉かかわらずァ;lよ験が打ち切られた 7 J� 8 H までの間に死

亡した間体はわずか 10 鎖(HX劣〉に d iぎない。しかし， 108 ばと!日]H1jにつけ加えらわJた 109 tぎの幼虫は，

lOj..l0G ~互の幼虫と制緩に列にレごいる。 10官隊:では 6 月 28 H ((鳥郊の議;が樹J.:C観察され， 鳥類によ

って殺されたと思われる幼虫体が 7 )3, 8 IHと供試み:1.1ζ認められていて》鳥類による Ìril食があった ζ とは

まちがいない ο

jミu 品のような点から初間;して， とのカラマツ人工林におけるマイマイガ幼J訟の死亡の大郎分 iむ鳥類に

よる捕食lこ主主づくものと推測される。立iJI女を主11食した鳥類の総名は確認されていないが，本十;内の試験E互に

はこの時期 l乙ウグイス Celtia diþhone， エソゃライチョワ Tetmstes bonos仰の飛米が在員終されているのそ

のほかにはカッコウ Cuculus canorus， ツツドリ C. sat却ratus， アオジ Emberiza sρodoccphala ， ヒ c3 tt 

リ Hysiρetes 耐naurotis， ムクドリ Sturnus cineraceus などがこの11寺j:gjにこの十七で観察されている。

jよl 上のように，今1"] の:に験lとおいて‘つけ加えられた 7イマイガの[的支を低く抑える死亡要国としてp
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Th杷 mortalìty of larvae of Ly抑antria

dispaグ in the larch plantat:ion. Th思

mortaHties were c乱used mainly 
p1'巴dati口11 by birds. 

ぺでおり，ある樗疫の f?~皮 (i)\f(Ì凶で i対i二亡ヰ〈が街皮依存

的 iこ iおく 'f.T る傾向が認められる (Flg , 6) 。 もっ f. も q

これが機鱗としてはぬ能川又1心 (functional response) 

によるものであるか， あるいはd鳥類が 1 II のぺち J乏し '11今

「記者 :.~~f) ~長持;皮の品いところで過すとし、うぶうな)彩のの

ιζæ;であるかは切らかではないリ しかしいずれにして

も，鳥類によさ 1)1:1むらとのカラマツ.);*において待度当

3%~こして発生じている?イマイガの小fl'ilTl ，ご s J_行皮依存

的 lこ í~)Ji" ，それらの;密度そ低く， 'JJ.: i ノたものに 1iIJえる

ことの、できる安広iであり，]毅境t財A えして漠援なもので

あると F がHf誤ú 芯れる。実数lぎのf自体1:&が:300 演を越え

た純 IltJで i土》死亡I!fil体数はほぼ…だしたものとなり~ L 

たが J て死亡ヰ~q j:-;2'! ;什氏下している c マイマイガがとの

ような潟fiの続四でた生していて》し，かも f~;食を交ける

NW'，Jがおil戸、 i説会にfj:，ト;;室(/)高い/(\集団ほど tlìl 食を免才L

で，伐さ残るfi;!i!{*.の :it:lj 台がおくなるとともあるものと官、

われる c このような似合には，烏矧による ')1社食は9 アイマイヌfを 111い滋!受 iと抑える線機l[lλ こして右 jJ)J.

ものとなるこはつぢ'えら ~Lない。

tllì食を交ける WHI\J の l三さは， :f記長主主 rZ: けた後 iと /j き残る(凶1*数ふ決定寸るうえで活祭なものである_l\1

7誠治ぬ5食しやすい土ノケ~kOJ大きさはも犯によっておよそ Jょしているようである-:?イマイガ、のÝ，J) ~1I j゙J rm は

お J: そ 2 か月刊であるが， オLイ〉、j い JUill\j i:t もっと )5いものと }~L\オ)1) る υ 没 ìi;するように，スズメ vわ

コムクドリは 3 おわ:ノ(役の )/I~誌を 111l念ずるこ土が多いが，概して 3 鮒以 l受0.コザj ~J~ tr):hli f~t さ才しやす いものと仮

ぷ:すれば，その期間はおよそ 1 Jj 1m;こすぎないο?イマイガのお皮がさわめて低い泌九あるいはおi とな

ィ也Hl:の!î!:l\の;全;N~がバ訪 if〉などには，マイマイグのふ.~トJIへの数の以 51:;、が弱く~ Wj'食モミ2ける fJj!1¥1 (ま

緩くなる c また，そういった場合には，復凌依芯(r'J ':と fiíì食されることのないままに終わるここもあろうと

l;1われるの現実;乙 とういった現象がこの人林の主主総に1\VI:するシラカンベ あるいは約 6km 前4Lた

ム:然ネi'P"J iζ楠えるまれたカ号マツ， 主たその ;H(縁 iこ l'&ijニずるタケカンパト;J l lじつけ加えられた γイマイ

ffについて泌察されてし、る(，!， III ・/]\払 1975) ハこのうち<1 -.f.えずつ 2 か所のカラマ Y科j上:こ 100 }jん

あるいは 50ìü'íづっつ:ナ加えられた yJ;Lll は， つけ加えられた総似体数がよかないために豹の反応が会〈なか

ったためか，潟獄にはほとんどイliì:í1主主れなかっ 7しこも C) と泣け)，j l る。シ号カンノ九 あるし '1;_江戸、、ケカンノて;と_')

けjmえられた騒なには~ .，8]溺によって lliì 食さニ体もあった七ω くニ j笠泌されている。それはそれぞれに

550 T辺 (500Jm 1. :，\;与竜 l及と 50 llillρ人:時金仏)のなJjJ，がつけ jJ日えらわてお , lìíj 記のノう弓マツの J1ùQよりは悩

i)" 紋 ix)yかゥたためではないかと)，IJわれる)しかしそれでも~ /1"、 I'J)こ験を行なっ 7こカラマツ人 i 休へつり

加えられ仕切合よりははるかに少ないためか， illi ミをJえけた J~ji iJj も)ûく 9 そ必)-;í七亡〉与も低く予官伎の)~~な

{;)ι-kJj会[メの死亡本Jこ去のないものをあ ， t，こ υX'h支uによる jlH食;ふ以上ft抵抗として反安江役';tr!Ji:ヰ(かしてい

るとは，~Uわれない。また r{%)Stiによる捕食 lと代わるような七亡裂凶?)矧ま与されず二つけ L;口えられた titf-tの 1回

i本数よりも，その次のU!:ftcí)間体放の方がま;くなるものと渋測されどいるのこれらの実験;ふっけ 11日えら
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ォーアブう以旬、洋のちi}1m:(こ ij?jずるi;l f先( , I , iI!) マメマパガ lん J、日マツ

マイ}ブイ fjd行ざ it (! 
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L�.fe tables of 1:h ，λexpeγim日ntal sLlb-popu]al ion芯 ()f

Lymimtria dispar in 1乱 Lor乱tOYy after w.ithdrawd 
fri)m the larch plant乳tiOTi

γable 3, 

lJらお上[tj!<J: 仙台弘才 Jめて弱!立fしした、なし、1，:'、(j: :b れた幼 ~U1T~I{本数江とに;ト分 lt H人昧tや ;<< ~ 

れど rIJiJiíiぇjピ i将 ;γ しずしゃ 1f イカツコ {1m!本及;土日ぺ，場印ごは，

で ú，.iJ(f ニÝ:)J ~l:( ()) :t,t. fip' ;j}が ~I、品 ble '.¥ カァマツぬjt!J(、外終約玄でぶ D :{lっ終浴時 i ヂ汗五へ {~i

108 くのえむから観察えれた ni_, i~ 本かpの 1 主 lぜよず、である o 万干のん

υ) j) 弓::?' .')林 l と正)'，、情ii与は fよし、よノで死亡、 Jl()l-" 106 [XJJ) 日J}

五が死亡 tlfl/¥l ::;_ ,'" <, ソ
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才l.i立ヰ了タトj、 〉て し f明イ本 、か，勺 'í !!え !I什芯討し土 10詰なお~ p:'j;収

i て t;口、将 fぷl 、(" I .. +~ 
、戸\、屯 g什j p! ~il ヘJ{ ザイ， JJρ~ G n 6 、 21 !心〆) !JIi ,,'; 
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時す jヰ|〆(ぇ 'U{i]， 1十、栄一;持者私下、片品均I!( -l;!、 ψ花片v

， tJ 、安J 'l ha 木\ド減校 j ，~.lg Ilni Ig (, " t，;.)ト1 河\350 むゎ以万三

づ子 (1 i:げよケ
.)..，ノ 3

，ノャレノ
F 手"、中、し.t ご， いア f "., 

r 

Jφ3 

必ィ!ぞれ1 竺) C') まゼ CJ (こ i !jぃ:三_h グ ι 、ゾ
ノ[. l....λJ 

lO' :iO にすっ 3 グ N，);ご予 行可 ï'ir; 1, S 、，2 ‘ Grn 0) シラ刀ンペυJ 三百五円必ム ν〉樹木立の

とのシラカ〉ノマが 2m 隔で二 υ) Bl r< こ B2B 1, B2, 5゚) j1Jど '1 えてし (Fi誌、 7、

二: ムジコ件、託!ズ J) ンラ(l971 りUP[、( 134) にい京:，;日 ?予丸 i13 ず-) 2 五 11 (B3) と，

(."¥ カラ-"，"ツ人 I ヰ"トJn í え。勺.-'，~7、カンノバンゾ Á イ ι

ゴ)主会会析すハアイァイ? 叩プ Ii;[ ~、内、 ザ i ナ
ーノ テ . .__ ~ .，前夜唆!な

ァ
、一日

I 定検!とおし s

てシラワ7 ン/'\川Iみミ|ベ、主的、才合) (> t，; 求人

じていヮシラカ/パジ、土b 十、も

と会』んらだ r とれ三の L九段1./.、 B1 、 135 手 J ドで

総~ーからがj 250m はなれた文j，J}ti'! ,); ,)) 11fJ: i#; ;乙
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て供試み子としたっ

:}こ験の概穫を T呂ble <1 1ζ )j~したの ます， B3 , B4 , B51'Z, あ

るいは交場構内rmiJ誌の:ノラカンパ樹 uこ卵そっけ)mス， シラカンパ

樹上におけるマイマイガの大まかな生命茨の作裂を，試みた〈:たん完成

日一仏川ラ川合町川袋(( 7\:1l, j;l~*川

Fig.7 シラカンバJょ切実 l忍f立
獄図〔斜線{立トドマツの樹
字書である〈この泌若手は1973
1f秋に伐倒されたものであ
る))
The map of the study 
area of thεbirch clumps 
in the tree garden (B 1 
~B5). T、he part of 

ablique lines are c1umps 
of todo~品工

i丘くの節分に Wi]訴で留めでつけ加えとした。

シラカンパ試験[えにおけるマイマイプf2;b.~ふの死亡要因として歩コ

ムクド 1) (Sturnus sturni抑制)による捕食がも.~_) (::も議惑なもので

あると jH;iJ~IJ されたので，ムく F: マイマイ刀、幼虫がいく勺かのノト薬汚l

ぞ形成してイF1E している場合;ι らの幼虫がコムクドリによっ

てどのような経過で椛食されるかを溺察し士。とのため 2 つの実験

を行なったが 1 つは Bl ほと B2 [乏のシラカンノ fにそれぞれ!百数

の 5 的幼虫をつけ加え ?Nf交の等しい 2 つの小笠&1'110)幼虫がどのよ

うに主IIjlたされるかを観察したものである (206 r混入もへ 1 つは災な

る側外:数の幼虫をつけ加え，務疫の .H~il. なる 2 つの小1í'.RtIO)幼虫が r

のように hli食されるかをみたものである (210 [R)。

マイ?イガを捕食することを経験 Lたコ i、クド!)I丸 N1ttOJ場をどのような経過によって弘大していく

か会推測するためp いえつかの実験在実施した。その第 1 は，乱)食されている 11自に fil} らかの到1.IlJ -C HJJ所日立

な常HVど差が/1: じよJ 場合に，その後の1;1\ 1交はこの iや[圧の廷にどのように反応するかを52たものである。と

のため， Bl 況と B21x につけ加えられた， 等しい筏[交の幼虫を掠[食したであろうと思われるコムクドリ

によって， 1'，吋じ場所 1':::11自体数を奥lとして， 追加レてづけがlえら才一レfこ幼虫が)llì食される終治手1日十、 fご (207

区〉。また，異なる(同体数の幼虫がつけ加えられていた， Bl ほと It2 氏。〕幼虫そ総食したコムクドリで

あろうと思われるものによ「て p 同!二要領マ;[}!Jrl してつけ加えられた幼虫;6Lj需ú:tされる終過を観察した

(208, 20吉区〉。

務 2 (土干 コムクドリが，ぞれまで捕食したことのないところの，街!交を異にするいくつかの小集問へと

捻食の場を拡大 1-./ていく場合\'()それらのノト族問のまJjlln密度 !J) /:にどのように反応するかを見たものでお

る。 すなわち 13占 l じ伊反主互:と 1混号 2 区のヤ令::ししい、寸1止々'，' 1:度長の ÝJ必幼しずカiJニ~t ををを3イ:ÎIむむt1食i し/たごで Jあちろうと}~引J』!、\)わコわれd るコ iム、力 ド lリ)iにζJよ、

133 [区又 B4125 ， あるいはB5 l'Z i、九日5E 再会 i}llt.(としてつけ1J11 ;i~られたえfJ IJ; ノ〉吋議会;される終;坊を'~l.w，妻美した (211

区九

第 3 は，ちる /J\J~IJlの?イマイプIfýJJ.J~をf立民食しえコムクド J i;ふそのプあ低い節度で分布ずる幼虫与をど

のように捕食するかをみるものである η すなわち Bl.'~ 臼，5認の密度i))~毛絞る幼虫長引1食したコムクト

リであろうとiなわれるものにより，キ夜、)) 5 、ずつのシラ力ンノミ{( t 1 本 1 ずっつけ加えられた幼虫が

捕食される経過を観察した (212 区〕。また，之湯tlYiIf'l [記場の 2 地点のシラカンパ月JliHJI~( 1';- 5 必ずづ\.: ~ 

それぞれ 1 ノド 1 頭ずつの幼虫ゃっけ)飢え~ 1'm 食による ;;;E亡を":'ffM察した (213 IX) a とくに 21:2民と 213 区の

比較から，どのような条件の幼虫が!lIJ tL{:t~l，れて，樹 f:V 残りやすし、かを lt土測することを試みたコ

1う H互の 1 :{えのシラカンパに j計事 4.5 C111 , 見i1モ 2.7cm のノ\きさ ωfl の金制うージ (205 1 IX) , もう

1*にそれぞれ 2 陪 1 cm , 1. 6 cm の大きさの自の企網ウージ (2052 区〉をかけ， それぞれに 11 践 10
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-)由工-2 ~-

温E市柑 ι有 明戸ー四ー '一

--前岨 o 

山一-6 一一司

幻2

時一一 一一+トー一一一己一一一一吋十一一一一 7 同一
momn 

Fîg, 8 シラカンパ樹上lと卵ÑJにつけ加えられ
アニマイマイ力、'cJ) 1 UI1Z にわたるノゴ:(rfltl 主主
The survivorship curves of Lymantria 
disρaJ' 口n birch cJ.umpち.

政しつ 2 訟[)1幼虫を)次長'r~ し fご c こうして， コムク

ドワによるJJfj食を初Jlニした場合の死亡の経過

を観察し含コムクド 1) による tfì食がない渇合

に幼虫がどのように死亡 ff るかを推測しだ。

32，結果と考察

3~2~ 1. 1 tll:f~;にわたる ':1 命表

卵拐につけ加えられたマイマイブfの!t二存出1

総が Fig ， 8 である。樹木;倒内のシラカンパ

試験ほ Bl，お 2 ， B3 区につけ加えられた 3

本のI1 存 !!l線の形はよく類似レている。すな

わち 2 附切羽までに f間体数は着るしく減少

し， 5 ，，， 6 約でほぼ4 色 j戒した。しかし歩 j( l弓

構内臨場のシラカンパにつけがjえら才 i た 204 区の1tJ;JWin'の Jj:浮rtJHJiH立 -;{;=:1 それらとは異なっ‘ていて，アl 総

幼虫拐の死亡がし、っそう犬舎い-i1r-j;技会 Nr っている υ シラ刀ンパ試験ほと文境構内 ulll l怒マ;丸治齢~!J.'t1‘の Jt

じ姿悶tζ 芥.E~if. カ ;jうるととか行iUl\IJ されるリ

!JfJ WJの死亡を ffめp ふ[らかの)111 I ね によるふ化不能卵の割合はそれほど 1!:rJ くはないっこれらの試験反につ

けがiえられた !fl~ と向 1 卵焼 lt~'iと属する卵は， 京内!とおいておよそ 82‘ 596 のふ fヒネ?あった。野外におい

℃も脅特 iと円だっ允死亡~悶 l主総君主されていたいので， I可!二穏度のふ化〉子、とあったと推測される。ふ iじし

た ýJI 仁弘のうち i1Jl:!といご) 2 14fî幼虫の個体卵から 2 鮒までの減少の;やjf? などを 1、泣bl05 (と示した。つ

け加えられた樹 Lにおける卵から 2 総初]J事j までの !i~~)Þ おはおよそ 80形瓜どであり， 201, 202 , 203 の

はほとんど去が認めらオしな t， " 0ζ れらの毛布告況では，ケモモdによる作)食に装づく 2 .'_, 3li況

の死亡ぞl: r~fJ(0 '\て，特に A(こっし Rた死亡はないο カラマツ佐川切における実験のJ.Ii で述べるよう l日 l 齢Ý;]];土、

iUJ iといなくなった ii!i} {;主のJc部分(丸氏にのコて分散し t~ ものと tít測される。日 )j， ，:Z境構内 ItlìJ，場における

204 (X，ゴ)減少率(;t， 99.45ちにも迷 iJ ~ごい心 υ 乙れらの実患者保:では， スズメ (Passm' monianus) が 1 齢幼

虫を li\ì会じているととろが観察されている n スズメによる捕食が働いていないと思われる 201 ， ..203 尽の

T且ble 5. シラカンパ 1遣す!.. に卵期につけ !JIIえられたマイマイガ、の安在 1:1ど

おける 2 1M，幼虫数含ならびに~"から 2 鮒初期まで(71減少ヰ三
The number 01' the 2 ncl înst乳r larvae of t:ho Lymantria di妙。γ

wh�h weτe pl乱ced Oll birch tree日 ìn egg stage, and the 
perc日ntag巴 of th 日 number decreased from egg to 2 nd .�nstar 
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1
 

マイマ J 力、とトドマゾオオアブフの低A:i" lft似体砕の勤にi到する研究 (;'1111)

204 l?: のいがをうi~、? とれを的りj#どドから，

200 紋のS[Jが政1lL 80 , 8匂 p 双山 95， 75ふ1 ， O(瓦)約のHドがハ (J Jif_lえられた結，[ ì二 ~C はえ!日 i 98. 6タム"'.-~-:( ;ん

人Ll ノノー〈

司、げを Jごよって乙\き↓」こ lされたも84. 1)6 の 7;\ じがス ;λ、メ)-，.-1:，で:士主主，nj 98 亀 996 ，っ tJJJIIえられ

ススメ {ζ J'~る tri!f;tù;}JIIわ2()4 iメ:._， ζ お lr;シ ;-nj>'1(. t__:; ì;)[占少 i土ドÜ~(C よるう}!\:{O) n か;こ，))九州ιlÛ ,:': t1 る" ")芝山，

200 料， 0)i! 非 i ノ、 .;r-t ノ十、;長， ), t ご j長，止J 州~.y --'1' 0. ~:.. 1 1 ， 000 粒の与ドがつけだ11 えlされ.，もので主'323v なお，勺，l...J-申、よ !f ア\~ Ll 
/._ l_ 日、)'べぇ

fjri カ i--:-) {-J カf!えられた l:tj{干のり出少;卒、;と LL がある.h;~i{í' もなし、滋fT もあり， iJl J殺と減少字との関係は明らか

{土 fi: し、~

マイマイブj' {)) 2 l0h F((及のげ;モさ l'L t:: 3fE-t:妥仰にはふ:のようはもりがある。Jf:験反 201 ，、 20:3の p

ι .rj [5 ]'j カュら 13 11 i と(:.:j; 2 >j>jç_) コ i クト、201 慌では 5 fJ 29 ri から G }j 20 Fiかに「て 10 支持のスズメ刀、

f ラソコサムフベてJ --7 ，~Jーパヰ Aþanleles iiþm'idis にぶ J5
宅、，

yへ主，また 7 __ }:j ~1 1) が JII1食してし、l.: ,:_, 

{てよるが:デミがあiミザ0[ (ドì1:1:Fl ì'三会主が 11\的あったの 202 ほとも 5 29 から Gn 13 IJ"とかけて，

〉 γ6/1 u から 20() ;)!] 7'J' ら 13 (ごカλ!?vご 101y( 立JO) スズメと:\ ，>1 0) コムゲ~，. 1) カら三?，_~ -!-',. 
.:)--. l-...) 

6 Jj 20 11 から 26 H iず均もげてコム Y ド 1) !ßiT[fì't:してし川和" 6 ri 20 日以後に。かけて?ほし了間数のスズメかp

26 H .~ご~-)で 313J1 カ込ふ介u二プ〉ζ29 民主自主宅 21 才した「、 203 i三で l江()ワスパヂ;三ファンつりムライ

2 汀以後ブラン J 什ムラ /1 コマユパラによる冗!とが 2 潟あったり'" f ;j~ (!)コ J ク 1" i) iζ よる i'ili['!:があれフ

朔 ~t. コて升!i J交;されずし、1 ヲ'1l .73 11'につけ加えられたγ イマイ方、.ýjJ ，~L (/));_ ''ß!5 うjム 4J P 後jili ずる I、うに p

i1f町家されていて予 スズメ ?C 乙，!ì1をるが，観察によればタそのような的災汚1(立コムク γ りだけであろう

このTWäl はよく;土井予らないはシラカンパ;tr\，I，後 [λ ャ (J 1974 Tに初めて観察されたものでああと }Llilれる。

シラカンパ，c\)泌氏々とりまくトドマツ()):t-iH-{~が 1973 'I "f大に 1X:itl! ざれ3が，

だめではないかと.\1.'われる(ト、ig ， 7 参照)〈〉

アイフイガ幼、ろの1974 〆;v ， ご {X. :~:~> ...:主宅もされプランコ叶ムライコマコノ《ヲ lと!: 7;, !/t l二は〉

j な木、九%以l三 Jこィミ Mft が~.;{ '-~んどなくなぺてからの 1ft 切にわしてい蝋!と It G)j :td:'JJþ)，、役，

この 4がてよ〉て死亡し子、.るのご 1)) t.ニ ':)3) X;:)ÆH に，L (:, 1夕食を災1才して例 uこ桟勺てし、 fご !JJ ~1l 0) .' i; ﾙ[¥ ))' (土，

7 )j 12 iI 'J:' ろで， 19'12 ':rV $:総ケ 4 ジをかけてつけ加えたマイマイ yゲ幼虫 C，~05 1, 205 2 Iズ〉は守

これら Ý}J ，~:k (.こも 7 )j 12 円以後v -t l の jl， l kiC 上"て死亡するも(ノ/.!、 L ノでには全くタEC しなかっ fこ。

1 土 f ランコサムァイ! ~.7;L ノイチヨなわれ~ 205---1. k<O)>;}Jiﾜ 1 }lffi\ ま'，1VI 外のハエによのがあった。

γ リは得/1 1'守がWi'Jとよ)て ~;tT、: j_j穴、 r~ !) !C.食われていたものが 39mあったが芳その後 rから判断して，

日1 われる、ぷのほかに f:j")T';-f、I!]íう A3uf!あ~ alm{むし介もの(土 2 とある G出したて。イアイガつにもの

1 
5、

ì-~ ! '、
去、‘ I 予gJÍ!の 1 :J自 lまヤドリノ i :r 1)) 1 .f<l, 1)) ，，';fノ j!とよ〕で7il;(~ し大" 20,3 2 1>( (!) jJA' /[のノ、工

". 
tり由 ti i[~ し t:-: もの ii 2 iまブランこ1 サムラ f コマ Lノイチ{とよって Ltこ 047 ，fj不「引のものは 4 \iJ!でち

f リ:ご ft~コるじとのうあ 1 nN:土ア 1) (C �;!) j していた) ;nj (.Xともに t .fj)} 手、1I!j J) 〆11，川代おの，!l~;!，u-\じ

オLたもので i立ない力、と才L る n

れていか 33 SUlの的.刊をあるいは ß2 ば{こ:3ノミらら齢iJF 空で (1 ')'71 刊， 6 )J S十、 29 rr) ßl18 , 

1 立ーの!日14又し} 24そ卜'j ご é;;{i/，\ F ;:Cr!， ilfI したのこの弓 t:， 1 :おはブランコサム斗イコマコ p ぐチにより p

ハ工 iζ よ日〉 γごをと1二 Lノ允。

1971 あるいは 1974 与には

ブろンコザム弓イコマユバチ)，_7"ぷるヰベi ま 197，1 年 iとはきわめて ì~:5 ~t，λ 

'Hr:l:i主ν〉ハ工による寄..本 J 土 1972 1!ムに:まふ-. ~Iどが，

ぞれほど;おいものではなかったο

!なとのようにp
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ったが， 1971 年あるいは 1972 Inとは高し、ものではなかった。乙れらの寄生住民生による寄~tは，勾によ

ってその強さに設があるように思われる。これは樹木閣のマイ?イガの自 きわめて低

いため?とれらの寄生新i昆虫は主としてマイマイガ以外の需主で IJt伐をぐり返していて，その街度がそれ

らの~N主の\?iOCと深く関係しているためではないかと捻泌される。また 7 月上旬r_rrÞ1Dに脱出する ζれ

らの寄生'!4町民虫も， 3 ，，~ 4 鮪時玄での土~ì}5k~ζ:;子生しているものが多しこれらの寄生性昆虫も野主で応る

マイマイガ幼虫とともに 9 兵

照 iにとわたつて{低忌く各拘抑]J;ええる望要芸E広殴SI と!しノて' 守I~ :t1の天í;~ま類 l立?重要なものではないと判断される。

ケ{ジぞかけた実験反 205 では，クモ努(，あるいは械金性n虫須の活動は自由なままにしておいたが，

捕食によって死亡した似体はない。ますこ，総語をによ才lli，その他の災，~主|ズでも烏領以外の111]食没。');!(般に

よって死亡した例は少なし」それらの捕食伎の天敵類が重要な役割を果士しているとは思われない。

以 iこのような点から，との試験区においてもカラマツ人工林と向織に，烏かえによる w食fJ~7イマイ j1'の

箔f交を低く抑える要因として索!裂な役割を果たしているものと推測される。 したがっーて，以下にその機構

の解析を行なった。

8~2-2. コムクドリ iとよる 111]食

1973 年 6 Jj 20 El iこ， 131 [又と 132IXの会 5 本ずつのシラカンパi乙 1 本 5口頭ずつ合計 250 jj支の 5 齢幼

虫をつけ加えた (206 区)。放飼潔 EI iとは 206~1 í.K 1と 1 羽， 206..2 況に 2 )[5Jのコムクドりが飛来していると

とろか観察されたの阿ほともにコムクドりに，1:.って総会:され允ことは:切らかである c 放昔日n~た 2 11 受 lび1

fj'叫していた志1) ~:g iWi (4;:数は 20611幻ご 3 政， 206 2 IXIと 5 ，i1&であり， この 2 日間で 500 îI買の放飼幼封、のおよ

そ的泌がコムクド:)によっゅて liiì食されたものと xnわれ 230 とれらの!日j実験区における なら

び!こ初期幼虫続度 J~ 1 H あたり被1111食惑との関係を Fig. 引に示した、〉放ili.iJ後のIi寺 111jの絡過にともなう緊
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lnii:ial (~ensIJ~y of !arvae 
相 fu1 i;!_I 也謹史

F刕. 9 131 区と 132 区 i乙各 50 耳l'iずつつ iナ
加えられたマイマイガの 5 鈴幻J rJ), (7)コム

クドリによる捕食lζ基づく死亡の絡;i~~
The mortalities 0[: the larvae of 

artHicially introduced sub-populations 

of Lym仰tria disβar. Same num1:er 
of 5 th in日tar larvae w日re placed on 
13 1 and 13 2 birch clumps, '1'h邑 mor明

talities were caused by predation of 

Sturnus s!umi河us.

乙れらの iili) 1ヌにおいてほとんど!汚ーなも

のとなっている c 大回線 lとねだるカラマツ人T，休!:: [I,'J 

4ネ，常度の守:し 1，寸'つ 0) ノJ\集聞の幼虫!ふほほ応じよ

うな綴:必ず、在日食されていることがば;泌される。 I河実験

反における初期幼虫桁度と， 1 H あたりの被1:有食ネと

の関係もほぼ a設していて，乙れらの幼虫がおよそ ['I~ìJ

数のコザヘク~. 1)1ζ よ〉てÎlf1をされたことが 111 測され

る。 1 11 あたりの波捕食〉与は幼~h'i必}立によってj尽なっ

ているようであるが，とれが放飼後 1 1ヨ以内にお\1交し

た捕食替の数が少ないためであるか，あるいは幼虫W~

Eまの })t(.とよるものかはわからない。なお，放かj後の:

HI尚 iこ1i!1食されたと推íWi されるイ|川本数は 206-1 区が

129i�i'L 206 2 [乏が 111 j詳し 240 践であり 1 r.  2 

れにかけてはそれぞれ 118 ilñ と 134 政の合計~ 252 践で

ある c 1 H あたりのお友情l%:fiJ'i数はおおよそ等しいもの

と，m、われる。

1311忍と 132 区 lこつけ加えられfご等しい節度の幼虫
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i', 3 日立を:):1汁三し
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iご♂、 Jイ)'( '. -) 

、ナョ!、
} 一一，'，

,;, ! 
、ノ♂、:. J'T' '..-' す υ ら式折、 i友 r一 l ノ y ノフ'!.::;g! Fl こは，

.jr~1:Fl~{ と芯 l.f 'm~ 利上が !Y'\ì" 勺従!ぎの令 LI. 、 2 つの小1J，=::， [":'flのマイマイガが行i1iうされてし Y，r了英 -C 1.オ

つムクド J:土手のような滋ノけと;下J;('，: !，ていくもの，l 店iわれごとが夜、 3 とも争生 ，\ "i %~，/，r: ナ法q:i子、]， -Ic 
一、 J ぜ 、，ふつ i '. 1-;; :_~;，;二}

ツ
，~，;、

B1 況とお2lノ<rC'，ペ j完を実しでつけ加えらf!?ニ 3144jj 以カ Q':11éH 〆よ、 r) てミされ1971 6 9 UIC , 

B21Xiご 25 Ut; (:208:2 iヌ)しづ 5 鈴{'JJ _Ch;'-2: つけ}Jn えた予G JI 2ヲ HV:Bl 伐に 100 ~)l'ï (20S 1 J;Zλ ?ご言、ミ二、

207 氏、，~: rd1 1..:~ !b~ 棈 ( (C 100斗く NYjなえ (Fî去二 11)υ この，b (~iど寸r. ~~~) (~、 :~lj .U:~ I 土記ごく と t.9 H ，ノコ支

た (209 r可〉、 このうち， ,;';,'j{'m0JJ: 20ヲ 1 出のえと!:J.¥ ;主役前没 1 日以内{ど 90売っ jjJ 。がで G iベ:1i);~-ヘぞむ つ

伊 (Fí必 1 1)" Jillrt した烏;'1

Ht測されて

f上ii引さな 209~2 区立〉え立が) 209(; /i~Jljjjを iI れたに

い /7 ト、i)つ"あろう

Ýi.li :rt主 3 才 l たが，
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才したゴムクトP リの的が 208 IX , 209 iX:の幼虫を継続して摘食したものであろうと♂、われる。 特に 2091

民と 209-2 区勺は初期i)J.::}{ 常!妻子 lζ奈川る 1 r: あたりの被捕食率が恋しく奥なっているものと息われ， fìf[j p互

の ýJJT，会主iìiをしたコムクド lJ の笥体数が呉なることが{l{:警察される。コムクドリは1'5 1 区の 208 1 ほしJ)幻

を.jf~J.1tし可とから B2 って， 20ふ2!玄のがJ虫をfl江主[ノ p その後 209 区の幼 'izがつけがiえられると Bl

区で 209-1 1;;(の i;)J ~j\そHì.í;.t:し，とれを捕食しつくしてから B2 区へ移って 2092 ほの幼虫を掠食したもの

ではないかと dU、われる。との際， 209-2 [玄の幼虫を否!ì食し ff ごl ムクドリの{肉体IfdJ.， 209-1 [Kよりも少な

か")たものと KU、われる。 I汀j様、に宿j主を .3'~にしてつけjJUえられた 207 ìXと比較してみると， l'i，'，J慌皮につけ加

えられた 209-1 区と 207-1 区の累積死亡率の変化のかたちは獄似しているが， f広告J皮につけ加えられた

209-2 区は 207--2 Iくよりもはるかに緩~1t\"と増加している。 2082 長互につい℃も 209-2 rえと同様である (Fìg.

10 参照)0 207 区の幼虫を捕食しはじめたとろ iとは 3 幼虫街j支の主i:':をほとんど識別しなかコたコムク v リ

であるが， 208 Gまあるいは 209 [乏の幼況を捕食する場ォ??には設初から識別しているごとが明らかである。

マイマイガの !t;!J .91. t半.n支のーたを E該自りすることを経験したこ」ムクドリは9 その後はきわめて谷誌に識別するこ

とがで亡きるものと考えられるつまた，とれらの一連の1it食の ;1針堅から p マイマイカ、の幼虫~&~ß芝 ~COO してコ

ムクドリ:とお(の反応があるものと推測されるの

コムクドリによるおi 食));fr守玄った添わjから，マイマイカ棋士 ']]lzが;何度の奥なるいくつかのノト集印lとわかれ

て分:rfï している場台tc ， それらの幼ょL~がどの J、うに捕食されるかそ観察した。すなわち， B1 1Xと B2 1X

とに密度奇異 lとしてつけ加えりれたマイマイガの 5 齢幼少、は， 6 r: Il~ lま低ネ (rC死亡したが，その後の 3 H 

n男児は高率な梢j訟を交じ了、て 100% 死亡した (Fig. 12)。コムクドリが飛来して純金した乙とは放が]後の 3

!]めに観察されており， おそくとも:) H め以後の死亡の::t[)Çjはコムクドリによる捕食であろうと忠われ

る。累積針』亡率のかたちからみれば， i高.311主:な 2101 [父の j;JJI弘がほとんど死亡してから 210-2 況の幼虫が

死亡しているようである。幼虫浴度と!日おたりの被様会率の関係は， 2101[5<;.と 210-2 区とで災なった

ものでおるとは思われない。し t- がって，コムクドリは 210…l lXあるいは 210-2 区の幼虫そ [xJlljせずlご:fi昔

食を開始したが，その後;ζ ゴムクド 1) 0)多くは幼虫読度の iHjい 210 1 [設の幼虫忍 fßiょが] tと捕食したものと

判断される。その後p ふたたび 210-2 区に移って幼虫を1il\食していると忠われる。とのイ!EO).@程 l立時間

1'1'、J にはかなりゆるやカ、にひき起とおれてはいるものの多本質的には 207 区 ~jえしたもの凶である c 街!支;ft:

異;こし，で分布しているノト集;郊のマイマイガ幼点令市食ずる場介 lこも J :h~r 食開始後 ~j含 j支の発を議B付』るこ

とができるようになるものであろう。

マイマイプf幼虫をillìtJ: Lfriìめたこ 1 ムクドリ lふ徐々に捕食のJ弘主1，0:，入、しなが ι 主!日食をお七げていくものと

忍われる。この p 新11注の i若手 j仏大していく陽台 lこ，幼虫笠の にどのように反応 j るかな絞殺し允。 q

なわち， Bll又と 132 況に.';，~\;しい浴 11)[でつけ !mえられだ[) W(~;JJ!Üをt~jit したと官、われるコムクドリが，

B3 区， 134 阪， あるいは 1日 E互 に密皮そ]廷にしてつけ ÎJilえられた幼虫をどのように捕食するかを観察し

た。 コムクドリは B5 [XIこ'コけ力11 7-.られた 250 長からなる 211 1 l>{の幼虫の 80デ6 以上を， 1 H J)，内 lと J!lî

食したが 25 去の幼虫がつけ加えられた 2113 ほの幼虫の 40おそhfìfl したにとどまり， 211-.2 I乏の幻'j .~長

会全く 1i11食しなかった ο 累積死亡率から判断 nLば， 211-1 [認の幼虫がほとんど死亡しvごから 211-21芯，

あるいは 211 3 ほの幼虫が死亡しているよっヴある (Fig. 13)0 *])1主総j支!こ jけする 1 日あ允りのと食ヰ、

は 2111 況と 21[ -2 [らあるいは 211-3 区とで突はっ六ものであるとは断定?できない。 Bl ほとお 2 [えの

等しい窃!交のマイマイガヰ.1J!えを捕食したコムクドリは 211 1 I>{ , 2112 Ix~，あるいは 211-3 rs:の幼虫がつ
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Fig. U 1ヨ 1 r;;くに: :)00 政 (201 戸L)} Jヨ 2 伐に 10

(210 2) -') iす!ル之られプイマイプ/(D 6 前 j'}j ~I'. (j) 

I ムクドつりjlii Y):: と)rE づくゲ心Lーの2予J!
-1.'11e mortιli Li.es ()f th日 larvae of Lymaniria 
dis�ar which ¥vere cau:;ed by SturJms sturninus. 
The l'eleas巴く1 numb日r v\/as ひOOon ﾟ dllmps 
(210 1), and 10 り1:1 13 三じlurnps (2iO 2). 

ドig. 14 'Jてなる皮(})γ{γ イ jj 土!、]Il( が一J 山ゲ

ドワ J二(てせされたあ l二に，あいは初め
てつ 1/111:えらコ二当わめてfES l 、交の，')

，))ヲヒピのパ

T11巴 IXl0r t:臼，Utj(、S o( む xtlι巴 Inely low density 

sulη)opula t1 ons uf L)仲的問tria d﨎�ar. 212-) , 
212 5 we]'e re1巴品sed on th巴 cl ¥1111 ps after 
ワ50 larw:e wcre pred�ed by Stunlu♂ 

stur針 inus. 212 2 wer巳 rc1巴é\f，ed af tcr :iO 
!日τvιe wefe predated (the :�0 Iarvae were 
releas巳d aftcr 250 1a rvac had b(、en plリedated)

213 1, 212-4 \1\(:了巴 T日1eased after 50 larvae 
W(ぅ re predated. ~2~:~...lj 213---2 ¥vere rele日sed

011 the trees oﾎ ';_rlother lX,:rt 01:' the ga:rdel1 
for the f�st tiLIC. 

出~r:烹

Fig. 11 131 [正 iC 100 Iif( (208-) ，っ09- 1)，

B2 [メ;と 25 (208-2, 209 2) --)ノリIiえら

れたマイマイ Jl i)) こl ムクドリによる沼会;こ

þ~--:J 死 iι自の 1，hMi (208 f2L!土日}] 29 文

官討された 5 訟?ポ以~， :::091ヌは 7 月 8 ~とつ
えられた弘治主j; ~i}，である)

T'he nlortalities of the larvae of 
Lymanfria dis�ar which were caus(うにi
bv StU1'JUJs stu夕刊inus. The re.l ea討対

number was 100 011 B 1 c1umps (208--1 , 
20ヲ n and 25 りは B 2 clumps (208 2, 
209 2) 也 After 1110日t of the 5 th inst日 1

larvae ()f 208-] , 208 -2 had b白日n predaw 

ted, 209-1 , 209 -2 were released 
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け加えられた 135.133，あるいは 134 ばへと Jï:l食の場を}ì，人大していっ 7こが歩そしり際，以下のような滋程てい

捕食したものであろうと12、われる。 すなわち，常食なまf:めた iW&のよじ絞slj持j:t， ìll与聞は舎 211-1 ばと 2113

1手‘の幼虫の密度:を識別せずに閉じように的食した。しかし. trtr食開始後iζ幼虫支のj去を識別すことの

切できるようになったこ1 ムクドリの多くば， 135 [廷につけよ!I!えられている筏疫のおい 2111 区の幼虫そ捕食

するようになり， とれをほとんど，h!l食しつくした。その 1ftは :{_;fJ ~主Lのほと λノどいなくなったお 5[三を去

り， 2Jl-2 [6:，あるいは 21l 3l廷の幼虫口八、る B3 ば1-3 4 区へ fjj '，'て捕食をっつけたものであろうゃあ

る小業げ!の幼虫を機会したこゴムク 1ごうが掠食の滋を拡大す}る!療には， Jnlなる密度:で分布するマイ可イガの

! J 、集聞の i忠度のえ:を識 ':;11 し，持:!交の高し't fJ\集団から HIQtC捕食するものとわれる。

以上の各完殺においじコムクドり[とよる捕jkをうけた滋 fjl;ζ も，捕食を免れた{古H本が少なからず綴妻美

さわ fごにそ才I らは 207 :2区， 20告す区， 211-2 [X, あるいは 211-3Ixのように p 少数の幻~ ~tzがつけ加えら

れた低{[?.I交な実験阪の ~jEi(であったc C. 6) ,X\l, (，こ隠して'才'fTO):J.乙験を行ない，介、のような条内 l::'~(}J 幼土L( iJ 5捕

食を免れて残りやすいか不明らかにすることを試みた。多数の幼虫がつけJJijえられた高W-?L変な実験段，あ

るいは少放の幼虫がつけJ]日えられた(民的支な実験阪の幼虫、j)i1!l1 1lt されたあとに，会試験区\<~ 5 U_員ずつの 5

齢幼虫そっけ ~mえ(シラカンパ 1 本に 1 頭ずつ)/女各<ì)， とれらがコムクトリ γ、よって11な食. ,\ 1lる経過を翻

然した (212 iZJ" また， 支込';\脅内[品IJおこも|司数の 5 鈴ýJJ 'J(をつけ加えた (2131;.{)" シラカンノヘυt験!メ lζ

とのようにしてつけ加えられたがj 寸、の大洋ç:. ~ふ i校長;;1後 2 H 以内花街J史 3 才1. 1ごくFiι14.L .コ ìJ加えられた

双!とたがもっとも単く絶滅したのは， 212-1 沼あるいは 2125 ぱのように 2f50 郊の幼虫がj}[J食された後につ

け加えられた幼虫である。つい~ご.北絞的 Éíl. J!JHC捕食されfこものは， 250 阪の幼虫がlí!î食され，その後に

迫力日してつけ加えられた 25 L~誌のがJ'l(も出lî1l芝された{去につけ加えられた 212ω2 iZß1ÝJJ2Üで rちる。 250J告のえ!J

~117j，捕食された後;と-~) '1力nえられた 212 3 IX , 212 4 ~正予〈ちるいはこの 11当初めてコけ加えられた 21:1 1 lX:, 

213 2 隠の幼虫はiはれて死亡'_-'ている。 すべての!J川tがすみやかに前食されたのは，

れたことのあるシラカンパ試験;ぎであり，ことではコムクト、l)は h'i極的に幼虫を限定したことがHl説u 之され

る。しかしながら 2 少数の幼虫がM~食されただけの試験滋につけりnえられ fz幼虫には，そ才Lほど総秘的な

tt燃は行なわれていないのではなれかと Xtlわれる。 同じように低い \'b'lえで([なしているお0~1(であっても p

以前にその場所で ffii 食 3れた幼虫の密度lこ応じて多 51! なってh1ì食されているもω と ιLわれる ο 初めて幼虫

がつけ力uえられた交場権内悩訪の 213 1 !X , 213 2 区では 2 fl めから :i U めにかけてポ千;な死亡があった

が3 これはスズメによる :}"iHfÆ~とぷづくもので，ここで l:t コムクドリによる flli 食は全くみられなかった。同

じような大きさのシラカンノであ}亡も，コムクドi)がほい街皮(D幼去を捕食するのは，以前lζ幼虫

を j!ij食したことのある場とそのj!i j立に i絞られているものと /&Lわ Zl る υ

樹木閣内9 カラマツ樹上における穣境抵抗

4- 1.試験地およ U3ミ君主の機婆

樹木鼠内のーは;分(こカラマツ(紛山j2 ハ 3 D'九ム111，際 u':I1モ 5 ~.. 7 cm) が]ヂIJIC 1 ，、 5 本ずつ 12 列 é守

口 l' 50 /ì立が 1 m !ilil備で総裁主れていら。とのカラマ :1&〆:試験 1>< ;;，役 :Jë: した。供 z式本 l主総お1if~] 2 1n {(.切りそ

ろえ‘上主張，) ，え数， :f:) ~コ l 、 l立主f 3t-.tft などがおおよそ/与しくなるようにか1えした。，!).T ， とれそカラマツ

試験!混と科、ずる u 樹木[~~の中で p ブJ 弓マツ長東区以外の[:S:H.Iこもそれぞれ 10 入、ほどずつのカブマツカら

およそ 4 かr'irに tコたって縞ぶされている。おi ぬ !J どがカラマツ試験店主のカラマツとおおよそ等しいものを
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:塑アに
六コ与、， , これらのカラマツもilÎ主 :g 供試フ|亡くこしたの

実験の概要は Table 6 Iじがした。

1~~ 279 .~~j 

予備的な生命表の1'1'%1のため卵そつけ加えたοCのうち 301[;;( ， 302 [訂正樹上のクモ去l1を自然なままに

校寂したが， 303 区はHjJ のタモ類を発J7， Lノだいに除去しp クを対による作li 食を可能な限りめししするよう

;ご努めた。

卵jjJjiこつけ加えられたマイマイガの悩[半数制究は，次のようにして行なったn すなわち， 301lえは 1 ， 000

ずつつ[寸加えたうちの<1 本， 200t:[ ずつのうちの 4 本，つけ加えていないカラマツ〈以 fら とオ V2:'}I'つ

けiJrJ え大とめ:する) 6 本を{下意に j}i ぴ， とのはみ;について継続的に全数量日HEを r:i'ïなったり 302 [廷はカラ

マツ試験、区の1'-: t宣Ui 木で全数調.Ætを， 303 肢はづけ加えの対象とした供試木のみを全数調おJ した ο ß!j 100 

rng はおまよそ与]J looNIζ樹、Ij寸るので，以 1<の二考察はすべて'\1:さを悩訟におさかえて悲める。

子l!Iij 的?と作成された生命表て， flIH* 数の]醤i'(~1ζ大きい減少が 1 齢と 3 m~幼虫尚にjiI，ら才した。 1 市iìiiMU!JJ

の il~l{本放の減少と さ，あるいはおニ3定震との)(まかな関係を見るため， ;ttlltlが r'dJ く校策が繁茂レて

いる廷に卵をつけ加え， 災;こふ fじした幼虫の減少とよ七絞したο すなわち， 校葉の;Yt; i交しているカラ 7 ツ

;ご~ ï~-Û ，fF秋から O"C でf(;'!I':主レていた卵をすランの袋;ζ入れで 1973 11'- 8 Fj 6 111こつけ加え(:304 rx:)，つづ

いて S 月初日 iご，努j:eして者築設を減少さ折、たカラマツ lζ|百1 t~~~似でつけ JJ[1ヌ士 (3051.55: )D

る齢ýJJ 5Lzの死亡婆践の1!Y析の Aっと νて，鳥海:による捕食のl時期と蚤そ明らかにするため， 3031X と [HJ

H介)/J (,c.., 1 ヱt:のカラマツに 1 ， 000 mg Qコ手IJをつけI:!nえ，亀甲車問([J ü)大きさはi毛篠 2内 1 cm、応促 L6cm)

ぞを張ったクージ設かげで応対による捕食を 1l}J I ヒした実験[;;(をつくった (312 I?()。

えつけしだいに伶去し，クモ主liによる主lì食もほとんど防lL した。

-J; μ 
;;-.1 い予 樹 I~のクモ工告を

3 る死亡主主凶としてスズメとムクドリによる1tìi食があった。とれらの鳥

実去による 1111 食の l時期と援を;ザ'泌するため，カラ?ツ試験区の剖端の 2 本のカラマツ lこ怠 ]20 j墳の 2 紛幼虫

会占土自トjL ， ケージをかけた。 14qζl立 i正後 4. 5 CIl1, J;lî.f:釜山 2 ‘ 7cm Qコノくきさの fê] c'λ ススメは通過できる

がムクドリやコムクドリの通過できない亀 q'l納のケージを (306 1 12.), もう 1 ~4えには災筏 2 ， lcm ， j;'J1i 

l 時 6 cm û) スズメもムクドりも通過できない亀収納のケ戸ジをかけた (306 ャ 2 !x)。

マイマイ fJ幼虫がスズメ lこ捕食される過程のWI好の i っとして，幼虫の体υコ大きさの浅いによって， Jill 

f設されプJ、fß異なるかどうかをJ必然した (307 12.:, 308 !R)。すなわち，恒温器ーで飼育していた:i "-5 &'0幼虫

を向日告につけ加えたが， 「の際， カラマツ試験ほのP可ミギリ}Iご l 本 10 íIfiずつ(低終;r史hiJ!)， 京半分J乙 1 卒、

100 演ず、つ( !f~j':託子!支j或〉つけ加えた。

幼虫が捕食から免れて秘J J.iと残る経過を見るため，つけ加えられた幼虫がM:Il主怠れたあとに追加してつ

fjlJfIえられた Ý&3合 (310IX) と， 樹木 1.';;] 内のカラ 7 ツ試験じま以外のカラ可ツにつけ加えられた湯合 (309

じく:)の死亡?手iJ首長官1，1 3\\，し/'ゥ

長いこよる捕食以外の死亡止さほ引で p 3 齢以 i交の幼虫の死亡 lこ関与する訴主住民虫の伐さIJを IJJj らかにするた

め， 卵JtíH乙 :)lJ加えられていて金紋泌査のされていない 44三のカラマツから 3 紛幼丘~ 79 l'決 1.;::liíl 収し，

然日長， '#5. i!"lFで鈎[守した (311 I又)。 if.tこち ウージをかけてしによる 1i#11:与を 10JIムしていた :306-2 rえの縦

を収じてひiH"Jで知育し) ~lftL!ごにる r比亡与じみた ν

42験結果と考察

4-2 L 1 t\1代にわたる生命表
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卵期;こコ LアJ、ífj えら 1 i 式， 301 ヘ ， 302 fλ江，イマイガの

:))ドのIjc. r子 Hi'会はな-q-~干子山械が Fí丸 lらである
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その初 liりはぶどぺ14 、) ~ 1も;fうる:;カ :Cf!:1反主れたもの

~J/えしてむ、るの r t，; わち?卵から 2 [f(;(i)fn場1 ま 'í:' I と!Í当

人l ラァツ3 '1!滋で総滅旬、jよればおしく減少し?

こ c.?) 3 イゲJこ lまー;;:}\~検[/<~点、るし('l(.土{: CDLIij J ，0 0) マイ

年間ほ 1，:.f'、 lìíi l ノ，J:_ 'Jなよ七 l二袋 L人lが働いていることカ ι芥í 子主

:3 れるい

ド;じ卵 l況から何らを，深:フ 'J 力n えら t L 1: 

ヰ) iC 80~.8fi?) た場合(!)ふ {Ctヰー!ふ f 「勾内で、点、

Q であった 2 つけ加えられた(，ふt:iK投あ忍いは十十ラ:ノ

Fig. lfi l)llIV] こ 1J ラマツぷ在宅[メ ?ζv ノけ力日

ふ記 117ご γ イマイ jj(J) 1 111:代;ご才コ 7こる ;.1 二

'J、h_e survi"\:アorshìp curves of artì!ìci品!時

ly released Lymantr�l1 dis�l1f io egg 
stage on larch dnmp日，

>f-S 争ト引戸ら H … 7 , ，て捕手ミ

されるようだこと七なく， (ま ;z;ど r'Jと[rl]終にふ(i~した

れていたために術三dめこ!d叩 -~r;: ~d‘叩A
!J~柄則、 c 円 n~

2 院初期立での減少は

ととして j 対照JI!\] の減少でよ〉ぷ，_L./与えられ

tこか η てpものと日1われる

ff{仁ぺい明[j Jl:ij につけ力II えられにお'}:[，I段以Jリザイマ

て， カァマツザU. lC l' る 2 佐治f.TJJ{ぶ

;{TiCぺ iJ!jil えらオした:ょ;総v では， 41 今日n むrY (.~~ ~げから 2 鈴えり~:lリI!j:t で占少ヰi予 Tab!e 7 ;C 'tl�!./ 

もこ())、?でに:jiiべ fこょっ シブカンバ ;j!\~!，~史筏の l知~;iJ tL札暗記宅されているピギ均 95鉱山 L心減少か

この J与しい泌〆以上?イマイガに特徴(1せなも(;')であ~~: ~，ィ、ス J~!以i!i'i!iC郎、間5t;の減少ががど42rしてお:) ~ 

つハ

みるいは低による政紀〈余;I29!孔による ~;j. n~~? 公刊誌には食払1Nや ;;}JLlz cノJ測体数l，~':~ 減少、1 せ

ふ i 乙 L 人r土とまで移行iJて、さずに餓tJíJ) しながら 91ヲ68) ，ウイ 1γ ス灼による死亡などが/与えられ

1[，]ドt)1!，J! 、f.í~:\ ら三市内でーんしたが， と今i二ずるようは低訪れふ との:3 '1'.11引にはなかった「、ま Tふ

記号、ぐれた死亡装IAI (i) 1 つは応対による ldì魚?よ才しらのとリ忠 i:: [l:ウイ Jレス ìとよ/，'.)ニイドよ{ま、かっ

ヰなわち、 jj -) _'::f~ ツ私コブIJ j ",7 j 可オアブラムシ正;inaγa laricico[a どと 1:hJミ f るために7段~としたっ?ぃ

。スズメによる hJß孔1 てし、303~2 ラくて非r イマイガ幼 !t 宏子治(食し vごいるのカ;30;H，!:i，., ~ア、キ
、ヤ J 九 ι、メJ バ p

n~ 三よるそ I;hti. して Llt � 式ノう 11ゴ J た 303:; iメ;の BiJ 初会、ら 2 九L'l与ま三 (D?A'主 ~J 、宇て 9496 であ

り|み LÍ おした:303 1 i ベでの減弘、ぷは目。 1 "100.05'1> (ィ~Lj ヲ8. 1 くる〕で主目;誌ヰ hJ!!!;; Z;. クt;:'JSfi ~~.よなし、カ

丸
、
J

f
Jやメ;ご SÚ1'j;に)~ 1l:'二法、J良川心，)減少ネノ、この úú(]: 支115開門iJ[!j J設のシプ i; ン F ごいとつけ iillic りれ‘ある、

ぐとされる亡ス;イメ iとよる 3民主主;と;)O;.H iZ L 3tH;) i式えに 1: (j'ヰiか';) ~，}亡めた，し有 !~ z-~_~:':'J，( ..-1 
~(; '"会、 t 一 、ゃく S 

30321メ vご i土iJJ'lよる :nH :f立の弘土 30+1 :正.).7、三ミノ'ヰ，.qまをおよそ 3J. � ..l�c;" C'ド均 68、 :3.%) な

"主主主らさ(j:， t\: 長302 f>く301 1>(, 切誌に iiJi 絞:.::~ ~! 1-，も{えくはな ν 、ものと

、d
ノ込げ〉れるハちi~.~ -t-~ .! .... . ~司、一/i ど hliÙ じな302 [j(゚) 1 '. 2 i誌の幼引をほすしてし、なし九l スズメば 301 メ'.'

うるíl[，fifi (/) 11' j、の乙: :/jy が 1 齢~~j] _~t， {:. Nj会才るかどかは， 7; ろマツオ 1γ ブラム -jしつような N:Ç とえよ

按な rM!係があるのだはないかとわオ L，必ずしも 1:ij-勾 1 ， ;j じような強 5 で 11日食ず Q ちのこは ?7 えられないυ

1 齢幼虫の少ないカラマ Y か1972 ifiと 3 や察六れだっグモ泌が 1 もiÍJ切 ~t、そ27 れ1:しつ:いることろは‘
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Exp. 
No. 1 .Max. 

~101 22 

302 89 ハ

:30.:3 41 

3¥2 

304 446 3:~8 

dハU内 ζ5 1 6" 

実験 lえ

Exp , No , 

304 

305 
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'fable 7. マイマイ力、の卵がつけ加えられたカラマツ，あるいは

)1'つけ加えつねといる 2 断、幼虫の{肉体数と， つけ加えら

れた樹 iニでの øwから 2 齢初期までの減少率
Th日 nl1mher of the 2nd instar larvae of Lyma珂lria dis�ar on a 1a1'ch 
tree, and th日 percentage of numb巳1・ d巴c 1'eas日d 1"1'on1 egg stage to 2 nd 
ﾍnstar larvae ou th配 tree O!1 which the eggs were placed 

供試ノに(づけが1 えたカラマツ)
Tr巴es on which the eggs were placed 

96.2 11 4、 自立 3

91 , 8 36 。 :Mlbl 92，ヲ| ヲ，"

93 ル 1ゐ 16 り 3 ゴ 4 98.5 

ヲ4 ‘()

も 2司も 55 12 34 土 13 自:七日

ごと 64 87A ヲ :Z() 4 12 :Lc 6 93 , 8 

']‘able 8 。 マイマイガそをつ :jJJIIえられたカラマツおよびその他のカ予マツ

校LUごいるクモ獄の悩体数 Jニマイマイグの 2 !1lfjPJlmの立!JEtJ 1 j[J� 
あたりの平均クモ型的ITlilí本数

The number of spiders on a larch tree，品nd the numhεr of 
spiders per :2 nd instar larva ()f Lymantria dis�ar on the tre巴

八ハ必

U , ;.,)/.[ 

20() 

0, 79 

0.38 

ら，多いカフマツへとクモ1fi7JS itとまうてくるかどうかそHifVJ.りするためp つけがlえらよいた ;111 î汝と ;fi，\，け • r]) クモ

殺の偶{半数乙の関係を 304 Vし 305 院についてみた CI、able 8) 。子グモが多数採集された 304 [えの 200 部

っ;〆J JJ[lえ例を除いて重品、tLのクーをお!の体主主はほぼ ""')L したものであるよう:二日、われる。クモ 7設の Jllj1ミtiむ

カなどには不明なjえが多いが， 301 区，あるいは 3031五の鋭察ごもクモ主えによる捕食似jは多いものではな

く，それほど!)iní?lと捕食されたものとは;，ぷわれない" ~lこ) .\毛織とあわせてクモ支店による JlfÌl主完了 IS!危な限

り iYJ 11:，した :30:+<) 1丈の減少ヰ〈ば， :301 ほ， 302 L託(これらのV~験 1>(でも烏殺による州食倒はほとんどなか

ったものと忠われるが，クモ泌はザ11せしたものと ItÍii}t!J され)のらi合と )U~. I;;. らない。したがって司クモ類

による捕食は 1 締幼虫郊に主J!.去ささ iltこような大量の減少そ説明できるものとはなりえないように忠われ
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f ノí ./イこ (J ，ii[\\:'と点、一日こうノ~t-:)ωが守二" i 

め 70八日O'<~ (J) 減少がぅ Z 三， Viif'._':n 〆 (CA\lFHELL ，

1961 ; lÆONA1<D, 1971)" と!ラ γ ヴ ~;lJ0.J~ [，\Çで ι，ト !jilえ

られて(/ \}'Jし、!..、 u 加え仁〉にう幼、が制察されてい

<~:' ぐfa!-.，k 7) ,.. カラ ~7、ノの惨 l'りが ô) よ自に~土

ら ご y);ム > 一主 .>, )' '(; :Hi; こよ斗 Jliií主力、 iL ~.~; 4-t) 

J,j ;l~iI，~'どの治j 災認によ〆点ザIj:b 号店什 Vζい広い J08.. ;i 

も， 少初日n!こよよそ 94 ゆ， ，仁()) ~'， 

究:こ ι!Hi ノj， lj? 幼 !.U，(}) 1:多 の 、司 T 、!、
し 'à，

J うに瓜 1コるぺ t!!i て，ふくれ‘によ て?多重 L 亡しるろそl

労ごされノていはいのじ 上 てよ:'Ì' -i\\~1. L，よそ)に捻i!i.りさ 1川

_(..つよう iこ令 l 保以!j~IUlJl!i1l())深志少の);-nl:<>j tj: ﾜit tc. J るシト

校仁;ドろうか=分fち(を， F/: 浮jrl:)j(/)以:!>，r はお:l"6 、そ

9(YhJ:J，ぞ" 加えふれ!:約Fとは Wt関係なようで;:J!;，

1, ()üi)干，tcD~riij が♂止)!!IIえりれたギ、心ヴバノL キqì々の

ふと;(D')L ，~金氏よりも fE~ く，議i( ザ)\，ゾえらす1 よりも"!;~

t校i山 2 鈴必 {七む灼iすηTり! ん

よ;!トよふ γJ イ マ イ プカj、、:ジ仏一 '1'，ドLυのノ〉去分ト n<: \.立ふ、 1 以齢令イ4必i令十';j え叫幼(bj打，!:rがJふ、 jれに1じ)'リ込J山ytl村所1サ好|可riかf

i悦 t ハ〈な任たご dた {ζ叶|ド:以i民t ら才 L るよコあるい i:'ìづでは

訟/})_出 L 、ほど?と Þ~i t"j! く雪 Ì.ノ犬が" て火、放の tiñJtJj ， ずな才、

1 阪剥)\j{，);，くなる L この f二い" 争点 !kiYJ も

、放せヂピ主主七のではな!日、沿と二、れれるハ校主5の3人J主して

いる:-104 !>(，))減少Pやが防犯後の:305 r.X より 1はい玄;-，'-カヲ

γy のお災総!又(.!)減少f判士山íjj在、 LJ7こ乙ラ力ンパ己奈川校区の

ll~i~ 少斗くよ\-)も!っj t-.¥ ("，rab1c， υ;25政)0 千n ゃ努;J'(tの lk惨なと

♂より分散の :0:t さがなるものと店、われるく

i下町;支店主ド~I (i) Jl. ") えドγいお幼 ~Ü (;;~， て持政し亡き

，仁も (Dで;今うる、 て U 人五つ ふ 2 刊行ノ〉間体訟は，

3 "~10 iÏJ'\であるころ;ぷ sy. く，支/、 c も 30 必;、- }:)1;'たなしら。1.ノプこがム 13 '; ~7 ツ以絵 x:t これ C:(L らの七1 ，

子主不必寸あろうと

'll(J)似体訟は，おとそ 120 'ωo ïjYI とされる《ふ化 !i対 i から!}'散してい /.1 え

三 1<1t車交し:二 可 ())J;: 汁;に少なし、らt+K しごしん、大のに司、分、プ1 弓

ワツ試;~fij~ r足以外、引;心したものとX}}.1，コれるの しか!匂歩 JJ 、，ふれ℃主主 L 穴ご;、こんご J ゴヤ p( こ&3:

マオずイ jf i~.)J !J~ L;t Sもつか ~~J 亡し、なし、 ο 、れらのぅ〉は?ゃにの \I}' 、ラ:勺やしてい、たかp ふ与し、:エ飢どな

ふ .WI:'{~J とうまく日Jj杢すどr と，しが行設す:こ死 i二 I~，句ものこ:ぷ.l1 イ》、
;,1 : ;i'. t， のや

ぜC{I: 'I{ L-'j'，Tj して +LTこーとして Jj): り倣っこ〈二と Tる。

J)j'I}切につけ\りえら才Lた実験区のうち、 .~! .~L泌を~，j';:J~--9 るごと 1
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I..~ふ均四 ち一一今やー-6-…争〈 ι 
川町T ~l 

F刕. 16 !i:J}切につけ加えられ，潟要員あるし、;エクモ縞 lとよる

;言食が|豹 j上されたマイマイガ幼.'ü U主総)とクモ滋による
irtl食はノf(部分防 i仁されたが，鳥績によるがi食;立会く制限さ
れていない主総[えの与総!のえりと!( (実線)の生布 tlfl~~i~
The survivorship curves of 託rtifidally releas巴d

Lymantria dis)うay in εgg stage on larch trees. '1、he

1arvae of dottα:1 lin巴 were prot巴cted from predation 
by birds and spiders，乱nd ot)淀川~ we印 protected from 
predatiol1 by spiders。

100口

Fig. 17 自の:たきさの異なる 2 俸のケージの中でのマ
イマイブJOの幼虫の主[::.lfIIH:k

お 100
>

説話

306-2 

The survivorship curves of arti6daHy r日 le辻5日d

larvae of Lymantri日 disþar 011 larch trees. :30:3-3, 
:106-2 were prot巴cted from predation by a11 kinds 
of birds, 306.1 were p:rotected from predatﾍol1 by 
large birds 118 Stur河us sturn�us. 

ドユ

四ちì(J

~ 

" 号
コ

]06 • 1 

ー』ー.......b一一一占一目、'""----ゐー

→十一一一一一 6 一一一一→+一一 7

fl~!iÏ;\数は， 21始時以後も附 1mの綴過とともに減少してい\ 0 しか ν 鳥類とクモ類による 1!1\1誌を|苅Liした

30:3 <3 ほ(tこだし，その他の 1i1l食tt民 ~H) あるいは得I1二十tt?::虫の活動はドj EIJ なままにまかせている〉 の 1:m

イ本数は，ほとんど減少していない (Fig. 16) () 2 約以後の川Lの死亡~t翠として，鳥羽による捕食は滋袋

1S: 1交官fiJをJf~たしていると止が推測される。この試験ばにおいては，スズメとムクドリがこの時期のがìJ .'Íl往

jrlj食ずるととろが説話さLまれてしもる。 スズメは 1971 , .74 "ì三の出]は iij 河村i食Jをして(. ，たが。 ムクト、リによる

iRÎl金は 1972 ifにのみ樹祭された。 すなわちヲ Jj[S>>)jiこつけ加えられた 302 訟の幼虫ば9 6 }Jヒ有i] ~ごムクド

リによって掠食され、ていると ζ ろが認められているが3 ムクト 'Hl:ケ p ジをかけたカラマツ樹 1:.1こ放~~j ::さ

れた幼::I:!.を自n 食することができないため， これらの樹 Lú)幼虫はこのtJJjn誌にはほとんど死亡していない

(Fig. 17 , 306 1 Z ‘ 306-2 I亙〉。ま 7こ， 6 fJ上1~(] (とは p スズメのぷ:JJ換できる 306--1 !x~-，ともクE亡したがl体は

少なく， この時ぷjの死亡がムクドリによるじ1食にYJJづいているここが推測される υ

スズメは 1971 if., 1972 とト l と ì，;士 6n kjJ fむから争 ぬ71 年:こは 5)J T1iJからこのカラマツ試験以へTt~来!ノ

て予幼虫令捕食するととろが長ゑ'されている。 302 ほでは‘ 1972 6 ノ J 14 日にとと息していた幼虫の 93.9

あが 2:3日までの 9 U iごいくなコ Jょこが， 判じH与局Hと， スズメQ) j!TIれる大きさの!]のケ戸山ジの LfJ の;VJ .'i!、

(306..1 1X)の 9996 が死亡しだっしかし， スズメ 0)人れないケージの rfl にいる 306.2 ぽの幼~J~ !"ま 2.5% し

かVClこしていないc 6 n 14 H 以後の 302 ほどおける間体政ω減少はスズイによる1ril食によるものと 12イコ

れる。 1 齢社きからスズメ lと 2旧 i支された 303 !><, ムクドリとスズメ心 2 絞の，('，1);ü 1と d: る Jili j交を:三 た 3021x

では， 'み EH似体数は 6 Jl..L勾から高率な減少を/]、している。しかし， 3 !Îil\\ 1I寺 jι後 lごスズ、メによる主主食をて乏

i! た 301 ばて:' \'立， 6n l l' úJからの以JJが大きい、 このように .1副主によるわ1食を交:ト始めた il年 J\JJ と p マイ

マイ:ゲの 1民体数 lζ 主事な減少がひき )!L とされたIi糾0:1 とはおおよそ 攻守るイl台 IÍI.] が J認められた。

鳥主fiによる梢主主そ完全に lむよとした 306-2 区で IJ ， 2 命令!!与につ:ナ !J日えられたえ!J'b.の 70.896 すずよわ!) 85 

L治(itllf 46 ~fL Ui 59 ぬ)， 50CHl 区ゼ (j 2 位をの 73.3%，すたわち 44 目白(雌 20 頭，ば 24 取)のマイマイ
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こ r こ〆，~: b: なし、ブf が〆ÞJ (I~;しだっ烏による Nìúi:/Yj-のシt:(~)1f iEí r (土，う>!j~ 'í1~: �) j)} <I~h (.戸内;+:{た l二〆〉

九のと店、われる n

G Ij T も子、 7 )j Hl]iCブ予ン d ザム斗~，与 17'二 ?9 ynO) ç，;)_J~!~ (3121パ j3 iiúìff}J';亡ぶ !'\j-'

'1' f ýi, ﾇ) ;;jJ '1\カブァン?サムライコマコ/f! I :I '1υ〉ハ工〉引によー]死亡白し大 J'3 イコヴー工ハチ(~よ

る li l' :ttがないだj たにも》こススメし，/'こf チ:こ J 九て?jEC: L i.てI!'i)!!j {), コ/，，1:1 !:ぉ u. と) :?iJl，終日たふj J 

J心とされる長引はあった，'，とはよる 16J ヰ1なタヒこミィ :-_-J - ア?ノ<'!-の Fだ~3t iべではブテソ J '~ーム

作刊していたプラン ι サ Jぺその死CII'jJ!JJよりムスズメに上るが]没者ァ交けた;冷ぷj U〉 jj/:λ1ド" ，本 )1

で lこ :dS"でたコヨ f ヲ3 し iこ ιυ)(:， ;'~ fL アイ J マュ'f ν) ~t くも> :，;;:tについた主主スズメにJ市会

ザムヲイコマ 7 パチは?を!!;}なつァンづけか J乙られたえではタょう tc ~ノγ …ジ 7;: か 1L fでトドマソ

ザーえいおれー)，7' ザ住 i ,( nli!ず丸
一心グ日♂ :r~\ 二人 'V ，- 叫す〉、千百ノ九封/ム守寸ごノユノf子r~i(と r:/' ::.~ンコい州市マ~ I 十イ .-h..， r" ."f~ 

い芸人い-"_' ~，ホ 1 ，)..;レ パ w つ

な笠間としての~~~ {よ 'n~江主';fーした討、その 1t包山ノ {f1 !. 〆ヘ
、，ぉ\ド d?イマイグの渋;ぞ iミい!日:山〆 p、ノ含

の試!\i!i Jtl1の JÆ:j ('ì'~:日しこのカラマツバ絞 l1iJにおいてf も J';-~jJI に):，る iiij :ftが，そのぷう?ぷ死亡望書おとして可l

〈こ w 京IJ れr~h' l'鴨糸 r!、いんよ，プ
ジふ、Jυ) と") I'r;' 

4,') .')スズメ fごよる Nií~1モ

マイ?/[ :;りのあ'y !:t~が，スズメ iご上 J でどのように tn合されるかを.~J~~L ::VJする試みの 1 っとして33 総， 4 !k(j') ~ 

あるいは 5 齢の芥が幼虫ノむカラマツ試験[正;ご 1，ポ

jIí 半分 fとは L本 J七 100 ずつのf千住詩文1] ， 1' がつけ jJnえられた供試本があ

ljlJ 弐りれた伝i~試{(がある (1上i\'i'í'jl'J:ーし見)c 307 ほの幼 ~t-!.J) うれ芳 Hい分の浴j?L域じっとw縦士hii 10 PJ1 ，.j"つつ

31k;3JJ [)約幼虫(307::; [;0 の令庁;5 ，1]続、;ノ})以 (307 :l :2<:) ホはほ去んどがJ1設な椛';Nbで -9E-C: L，ていで，
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li むなる S);rhのススメによ z

;，üf~iC)，\，'づく3!E 仁川〉統治

1'hεmortalities of d.ifferent 
匤star larvae of Lymanlｭ
ria dis�ar 01.1 larch trees , 

fhe mort乱Htìes were 
caused rnainly by Pa汗Sれ'
甘lOlIhm:社主巴

以内に合之された (Fì認 18)c 問、t'分の 1'li 釘 fえL誌のえの大t五分') J(O) ンr::.'!.jl~::r十 (307 1 1て〉

ん(jr ! I , 
11 , 

奇刈 ~1
c I !il 
:l' I j:fl(!l 
ヒ 1 , '1(月日

oLb_…ー」… ん~一一」ーームー…~..._-------4
2び) 400 600 

Indl;:t! den~， ii-/ Of i a. ~-V f:lp. (J!、 I each day 
般車 h 竹 fif~ ;丹主培

Fí必1.9 の ~t~~ なるーァイゥイ;庁、主主 51"1，の

ふ]幼とスズ J によ 1 ib t: デ:
l' 〆N ())以現 i_:;i
一 じべι 問、

The daily percentag日S 01' mortallty 
of different inslar larvae of Lymantria 
どiísþur. 'l'he Inorta!�ies were caused 
111品inly prι，datìon bv Passer montanus. 
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Fig. 20 主{)の蒸すよる γ イマイブr，~)J

ヨ1.の，スズメによる liH食!こ htづく
死亡の経過
The mortalitie日 of differ巴nt inｭ
star larvae of Ly持wnlria dispar 
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iま，山;j 1~全日変域の幼!Ì\よりも:i[f:つれて 1m 食されたものと xu、われるの ここでは 5 齢幼虫 (307-6 Q主)だけが放制

後 3 日以門 lと 10096 補殺されている c í-~4J'1宇ia芝域ではp ヂれよりも体の;)\ ð い 41約幼虫も 5 齢幼 '1; (1 IPJ じよ

うに繍食されており， 11口J\::. 大きちの幼虫でも浴1:\Cによって，表刊誌なヮでj南f之されるととがあると芯、われ

る。ところで，幼虫-\*:-1交に土、j する与総幼虫の被tílì交;，y;((む高密度域と とでど宅なった傾向があるよ

うである (Fig. 19) 。 とれらのi;!ij)或のマイヴイ tli)]~1-i， は， 異なる似体数のスズメによって t!~J it されたも

の」思われる。 つ主{/)) ょう;;をかむぷの 3 齢幼，t; (;l07-] 区)， {J民総j皇、*ltZの 3 紛幼虫 007 2 1;;:::) c:: -1 i歯科h.~t

(:307--3 ~>O は，渓:が低下ず忍 jニ ，~I~i数 1;(--j:F~ -tm'食〉不 1!'-i~l，; F しており~ ~;;f} J.芝が低下するとスメメのイ間体数が

少なくなっているものと推泌される。スズメははじめに高松皮域の幼虫を捕食し，それらの太郎分がぷ;1な

され亡しまってから， スズメの-_.応分の側イキが低1中J目立ん~Vー移っ寸::Jtlì食したものと JUわれるの

同様の災験を 1974 íドにも交じ\~i.しノ l:. (308 [幻む ;ま 5 お~ ýJl'lzがその仰の昔話、の 5;)] !J人よりも平切に

100労の;-m食を受けたが1 ifJjt宇j笈域で:立 4 齢Ý，)] 5t\ も同じころに 100%の jl主食を5:けている。と rの)1惚悩母叫il正i白i]μiは主， :3初07

↓区ベ山;にと主お.}，'ηづナF るゴ災」験私結t号孔，ど 牟切T糸丈(ら rム る ハ 日片釘削iリ}皮交 L減主丸， i低活山1慌町皮}域玄(にこ;おIUfγけT るク死日[ヒ2 白の t係茎返滋i 〆ペ必t主，紫4守禁引~;訴:~:f干右獄i武try沙ヲ列死Eゲi亡ι }ネキ彩{の妥戎:イ化七l:. iにこ

fたニ (Fi淑g忠‘ 20の)つ JiX fi-:~j 汲 5 !~-1 却の総筏化仁川和の期 1)[1のし )jiふ 1:::j\{'i!変域と{)1;\引皇 i弐とでおおよそ労しいもの

である。放鈎投 5 11 めごろからは度主えでのト界があるが，低'&;')}[域ではそれほどの l二-f-11 がなく 7

トl );')，交には;主将九死亡J不の{二寺i' はほとんどなし、ょうである。 ρ'; ~A1 J:f:[ ~!~ (7) 4 総幼虫t 5/-昔'5ýJJ~h(J 7 日めまでに

100タb 7E亡した。 Jr~fli:J {:交の 5 日聞は，お常l\tr!Ï抵の ~JJ0)( ~'l ül，;筏 J史'*或のか)5ミもほぼ!i1]じように捕食さオLでいる

が2 その後はおtf;度i或の幼虫が-:'t <. til ~食されたものと位、われるコ 1 fJ jちたりの波捕食おも 5 H め以後にお

くなっているため，初JiJjý)J 2:1，\キiI史:との切りような関係;丸、認めら 1 しなし~ しかし~ i(.tj \キ:;: IÇJ~t:& に隠する 308~3

[K, 308 5 区で l士， 1七絞的多数の士M;が 1，、るfI守点で 100;-'';; の 1出会合:三けている (Fi広島 21)" ~'ií惚 j支i長と iJE

???!支域の幼虫宅会長tì食したスズ d る可能れが 1" 仏、ハ

以卜今のような点から、 308 ばにおける捕食の終j!öは次のようなものであろうと批測されるのすなわら

捕食開始後の数日間{ふ幼虫の大ささや密伎を全く識別十j ずに作i食したものと思われる。とうして低持活~
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も 308 (7J!1, 
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r..y)も

捕食i どノI，l， .j (キ設死亡ヰくは， 307 [>正ヶ;土 Iú:引決 2 :1 'iiJでおおよそ同党;

》でもおおよそ 70句にナ zFない。 1川J ほともに)))!:1 ~ (立[;ij主主な分布のしか十

立íJ.'1¥ 1t j'H 1;γY る議十‘カサ1\:: したものとだヌ ,7:./ 1 ;J;j あたりの丘iうな明，j.lf:りはなし~ したがマ〉て7¥ 

, ; IjjJijft L. tこススメ:107 よりも九08 ブJ が多かずたか~ ;J5 ;み予とよわ~;)マイマイ

，が1~~1~! 、'i:/lﾝ)J 51J 1))外、 :1ムころ:3071;くよりも:o，08IxO) 子f刀、少なか勺たものと才、オ i(})京ぷ均九

た{)J !J~ 1， γ て，七ら縦士 706m廷であ「た。229 訂19 ，íil1ì 土Ij 'li.がが) 27 rng~ 

ii'jì l>互の幼，[(イ:1:Ji~'ご;まかなりcダ〉3081叉 !J( 530, 000 rng 議;は 307 がおよそ 320 ， 000 :rn.g 、

;ぅ v よ 308 r(z 二む:アイ! 1 i1 t.乙があっ f了。派対1./ :� H j渋どは :j08IXCJ) 幻J ，~:k ()) :fJ:t JJl (J 206 、 OO(J m詰
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はλ111Jnしてつけ加えられた幼虫，実線は初めてつけ加えられたが}虫の~I:ff!jll線である。追加してつけが]え

られた幼虫は， i七絞trJ短期限] Iと μJネの捕食を受けて死亡した。 L ;6i し，カラマツ試験区以外のカラマツに

つけ加えられた幼虫i丸ほとんど死亡していない。スズメの飛来が観察されている場所K，同じように低

い筏皮でつけ加えられた幼虫であっても，スズメが?イマイガ幼虫を捕食したことのある場所とない l易月rr

とでは， jf日食され:Jjが異なるものと民われる。シラカンパ試験区における実験と i問機， 1~ 齢のとろからき

わめて低い密度で生息している幼虫は， 1 ，n食そmれて樹1:-.1こ残りやすい ζ とが考えられる。

5. II の考察

熊条件含あるいは無機]索境条{!jが?イマイガの生j'1 ~こ好主主な林地において，その~tJ立さえもほとんど目安

認できないほどの低い筏夜でしか7モリしていないととがあるわこのような休地に人為的につけ力I! えられた

数千演のマイマイガのほとんど全却は，幼5L，時13 あるいは蝋J切に死亡してしまいp 岐点まで発脊を車j!じけて

産卵した間体はきわめて少ない。とのため，多くの続行においては9 次 Ilt代の受江戸 は全く~~，られないか，

あるいはつけ加えられた似体数よりも，はるかに少なし、似体伎でしか発生しえないものと非主測された。そ

の政älの 1 つは 9 1 Wrr� �JJ ;J~ 1tfj に ji{iょによる分散があり， とのために， ふ化した幼 l訟のノ\:， f\TS分 (9096 以上)

が，ふ{七した樹j からいなくな勺てしまうことであるつこうして分散した似体の大部分は，適な寄 t植

物へ定着できないか，定器できたとしても何らかのrmlll で死亡するものが多いと思われるのもっとも，マ

イマイガ刀〕産卵数は 400-，，700 粒にもなるので， 分散後 :ζ残 '0 tと幼虫の死亡%(が{氏い場 2ì?こは í町本数 iま

急減、 lと j曽 }mずるものと二月一えられる。現実に，そのようなや1'1訟においても，金約ケ ジをかけて天敵績の活

動を妨げた条件下 lこっ iJ 加えられたマイマイガの各齢土))51\は 8096 以上の !j 仔ヰ::;<.で売脊を絞 l九 大発生時

と|口j じ;J"J.ß'rの食f占:をひきおとし，沼化個体数ち多かった o 5゙J {じした成虫は i正常 tcgti卵しているので，次i立

代の偶体数はつけ加えられた1itJ体数よりもはるかに多くなるものと Jttðl.1j されたりとのような点、かふとれ

らの林地で lふマイマイがはいつでも大発生のような街皮にまでi許照ときる能力を持っているにもかiJ，わ

らず) jill常は線境抵抗が大きいためにきわめて低い摂皮でしか花王t しえないものとすきえられる。

マイマイブ';"(1)環境祇til!，立がぷ 守EJ+t の天敵競歩 あるいは拭ir::t性の火敵すぎiの:3つ!と )(.5]リできるであろ

う。 jt発生時の11m体mとでは病気はしばしぼ死亡率のうえで大き 741河合与を，ljめているが，イK'lfil受:な発生状終

において採集された卵からふ fヒし土幼土んあるいはそれら安羽化後交足させて得た'~ßからふ化した土lJ!1uご

U: ，権1F村 {r司{みはほとんど観察されなし\， f1iい守洛仁子'Îr/t しているマイマイ 1/li自体育主の f知覚抵抗としてき病

気が需要なi長:割を采たしているとは考えられないο

{者i't tt の火i&泣 lとは良忠実ti，クモ;出，鳥績?あるいは I1 、裂の哨動物などがあるがp アリ郊による少数のタIJ

を除いて， fS!;Ü'~n'-\> lJ ffj乳動物による出食はほとんど観察されていなし、 o 11il台、者による死亡のなかで E量的に

去をも多いものは，鳥類による !rlì食であった白鳥測による 定期間のおfj食の後には含給食を交ける前 lとは)t~

なる:キWtであった 2 つの小柴111はほぼ等しく依し されfこっ もっとも，樹木[言語はわずか数 h乱の

狭い 1)!:11男ではあったが，カラマツ試験以とシラカンパ試絞|廷の *)J Lk1:了術会し士烏の純子よ(まー士えしていず，

カラマツ試験区の幼虫はスズメ{く二シラカンパ試験rx0) :�JJ S:t l立コムクドリによってIIIì食されるととが多か

~) t: 0 ζ れは含 カラマツ試験iX がiぐ'i&((とえく 9 ゴムクトリが響戒しでさげたためではなし、かとれt泌され

る。しかしながら予いずれにしても応紛による拙食を IUIl Iムした i易会，あるいは{mÝt1:.~Ø:けないような滋fT

(古rH'小泉， 1975) において，マイマイガの浴皮 l土翠i しく増加するのではないかと Jff'測された。鳥類に
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むし、， ト下{_!}t~t'1i~~ < lfpえる然よるすill1ki士カラマツ人 i ，林，あるいは樹木 IVIのよう) ~r.， Y\1， な

制 iilll~[えとして近震な役人iiJ岳民たしてい<)ことが".1ジ1 して判明J 1 ノた n

するよ;ι 亡、‘ 0' ， l!(心ノにさ忙のものなiFA って tíJft.t る!はれがあろ J いう。人!キ ~fii丸あ.-:;)合I{

し\心1.. '、う (γlNBERGENき]9(0) � d:' 初日 d，l ,x , j~H ('. J. :.ア
'V _'，'u_'，'，ーは一九一ilj1fどされる iH:/J\の大きと〈じ〉つまり，

烏;こよるお!J 食会二2;ナずトウヒノシントメハマ十 Choristoneura fumife吋仰は 4 月;}三
、守寸--司?、 } 
ι υj .{_に: よノ F

(MOR1HS d a!. , 1%8) ， アメリカシ口ヒト i) Hyρhantriは cunea \'立 5 鈴!ごf:'\♂て，スi~~tにこよる抗会そ"三け

ている (h6 aηて1 M ,YAc))HTA , 1%8)。樹木関，あおいは「慌て抜 fるえ i詩情 r'q Iこ也人為的につけ l川えられたマイ

f、HLi さ才しゐ在ゴ:けたタも観察::.~; ,1 i_" スズメ iとぶって 60 '~100 ，9b にのぼる7' -1 )/ぴ) 1 !M� i:Jdu-'.: í ぐし

1 r :2 よ itíi ，二がり]らかにな〔たっ L. かし，初去をズメは l … 611令のお、ゾトfhヅミずる

ア ;/79;:F〉るし、 i正防長 j主してih'i)之されてし、るトト、t;伐 ll乙 L 、る jJ づずツ cjのちJ; rJl を防食し，たススメ;土手

~L りのそ柿どよからヨオ1， 1 ，-(， スズメはプラ，~;，i IIi ,f\t していたr 

〆4マッtI1L! の 1 1 マ y

ずイマイガもあ;j)付 Cj，;Ì食しているにうである〉マイマイ jj'/Jy'りこれらの Iのへ飛来しと 3ふ fもこめ lご z

9 昨日会議が急 ζ z くなる口)(;t ~ 1.ま:1飴 vノ!i去のわ日食するんJ13? であると };'1，わ，1'、だけぞ械 tt してい

お上つであ， !そυ3 指との将、の !~)J 久よそ 3クド:) i立会Jjj ,1 れる。

ーしiJ .~t~， i主主おおよそ l'iJ じような終過で J:jj されてい手が，ふく lilJ '九:絞滋，:'t;!江い υ たとえば，対({) 5!i~，な

い幼 'hよりも， ìI土d人竺んだjくさいのウカモ見つけら，1'l_やすいためがいる場イむ

!:'SJ.!.'れよりもず品、ヤj トL， ìこみい。また，{司九きさのも，ljLt か守 主主友会 jt~して去る

l009� Illíù されるものが，日;(J~~が低いと主i{ 食を'l;\'， i 1.て対)， 1こ冷る体がある f，;γ'Ìl，十j浸い

手、)，)ろん、とれば乙の災数 [X (.Jバごο) よものと印、わ:れる tヰ叶わなされど小さいえむi号皮が!~奇い

きもの戸 Jろづ ~C} 大向/:lのよう ;c 広し、[民治にわコピ i勾行?と，低し、 i邑えでお守:し寸?いる場合、 iζ

{j~ ~、うまでも fJ し、。し、 :{t<J主:で捻してしもる iLi/?:ζ ち êt-~)てはまるもので iま1.;し\

Jt れ p 命〔の ì';~j

なることを伐さしている"成立 iJ なったカヲワツ人じ

味。ある(.:叶占キ]iこおいてもこの】にうむ傾向が山父、みられるようである。 すなヰ"い丸が幼点f弘、皮の ，lt(

G!Hn ('J 告58) I~t) 尽による総長':/Ji ， .[本分のなかでのなよこ

る i+，Clft 均 :;lt くて ';ﾎ: L!、も U:1こ g 件、う}にあ

止もにぎしく》fよるマイ字 1 JIDノバTI，シラ ャ <LIJJ[:'r];こわ土っ T{I日食した{るには， útJ:約五日 lJ ~ョ

SOLOMOM (1949) ふのjλ ，Lt:/rt機江)iズ rf:;、こむ~~O) 反応の 2だ〆， ''C L 、:~仁、ム t， ,7-)-(---::-:. 
~ 一一

δ/、て 11 止し、もの

HOLUNG (19fi9) (ふ制す{!tfCD変化ピペれて市災者'のかが変化するケつの{創出lそ持っこ J 令指摘し穴 t、

れて i'!i1'tよされどが多使;持，')交の変 q~:と」もなて変 iじサることぞ機lliHあたりのにそt: 'j，'Jの火花"

丸まメ〉，ゎJ、Jヲ!幾液のjノべがれと(めふれるこ般の l之，[-0:ふとたL- /:~つ，);: ，jl{向付\況のや:n占~: lノ)[ )'?iごト[て，

f J品件
/ふ 1 七フ〆:、 v ごと;ご上ろを?のじよ::jι:久におが京、得点:千;皮の l/.~:ノ Jと qとカ:あるとfN13才υ る c

ある円、むたCEK ， 1950; (止す Bß.HASSELL (l 966ì のいう behavioral numcr�al response の作ilJ 多い (j.~. -

ある、対、マ +~I{:I 可シァカンノイj定数 [5{lζ}l 弓才、"J /、 γμ、
/ヘ一、" ，、 J刊 γ ，1':1:')8, 1966; 'flNRFRGEN , 1960; 九:To P. RIS , ] 9(3) 。

、 ヤザ 一一、
、;7 ブて'γP]C乃プ1 ラ、ァツおし 17 ， J;いとお以;と:があて?たものとノ円、われるわそしてま f

から HtLW.! ちれる J、

刀ァ γ ‘:; 'J:民主 1'( の幻，ホ奈川会:したスズメ;とも数しつふ:があ「たもの止 1，汁われる J しか[ながよ、そ

Uj ような数{ノDfミ FL~ミ"ノT~ L: /.:: X~:~ !@I 1;ふ ?イマ f ;l/がつり加えられる以流力、ら、その:二:淡弓 1 ]なっプヱ試験 i~立て:、

iむきわめてjrおじみ店主寸つ :J 江~~) ~t'L /.:.ょゴ(1 ゑ:\ :l i，苅 f本が:まとんど

う r~ ，

f:~1之r守刊誌で終7}了見~')ていた;\~)j;J '， 10数おの烏vさある c つけ加え♂ ;ζ よらない q なi也市、l1W本正ffで 65 ，1"(ば， Et 
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虫が鳥類の鎖としての条件を i前 51する以前の発湾段階，あるいは齢iと主主ずる以前からいた鳥類である。数

の反応iふこれらの烏績がマイマイガの筏度の正1)い試験区に集まって給食した ζ と，あるいは餓の探索 ì:::

向 11 る時間のうらの多くの部分をマイマイガに|向けたことによるものであ〉でp 鳥類の没rJ1分1ちの変化を

ともなうと推測されるような数の反応と(;l.，異なるものであろう o Ji，;)J:iの空間分布の変化，あるいはlji. も?

lliît貫あたりの鳥滋の1肉体'kX IC変化がなくてもラ換点ーすればそのような変化をひき起こせないほど昆虫の慌

疫が低い;場合であっても，ぬ~l~ tヰ7度の J問所{んな違いに応じて数の災応があるものと推測される亡ーノ(iV 烏

績のÎiÌì食lこは， sigmoid 裂の機能の反EG、をとるものがあるという〔柄本・ rjl 筋， 1973)0 T1NBERGEN (196Cり

は， LL虫の発~U切皮の低いところでは，鳥のHU反した斜の rjl ~こ点めるその様のj毛虫のわjイ下は f尽く， 1、 L}~ヰi

皮が ri'{Jくなる 2 ぞの害IJùtγ;'..1数!とよ押するが2 よりお密度になるとか又って低ド d るとと会主312笑してい

る。乙れは，そうした険1mの反応1どよるものではないかと，担、われる。 MOOK et at. (1960) はこれそ~'ll~{~lVJ

して， !ii密度なブと生の場合;と としての段!Ll，に十分な経験を持つごとがなく f i設に高密度で l立艇の

メニューに変化を持たせ一ょうとレているためであるという。しかし，この ;ir.;~り]，とりわけ低密度な場合の

説明は， iE しくはいように思われる。その別出を説明するためには，鳥がどのように捕食するかというと

とを考える必要がある。

いうまでもなく，込がある稀の;昔、虫を捕食するということは9 飯となる昆;1\を偶然に発見し，それを在日

食することから開始される o J'M}，が釘I としての条件をト分!と満たしているならば，鳥;ま ζ の葎の~.<Rがも

う少しみつかるかどうかJtjj立をさがすものと問、われる。しかし，これが倒としての条手Þ:と欠ける 2 とろが

あったり， i也市毛の昆!包の方がより満足l交の r~ljv 、ものならばp あるいは少しさがしただけ vでは続けて発見す

るととが関維な状怒であるならば，鳥のj指食行車00)対象は E として{l~ti}\の昆 EL!.\，と向かわざるを得ないであ

ろう。1， 2 紛幼虫，あるし、はカラマツ実験l'K以外の，カラ T ツ Lt;:にUlJiずっといつような少ない倒体業主

でつけ加えられた幼虫が， t\l食されにくかったのはそのような潔 1\1 によるものであるとえLわれる。 しか

し，条件を ii，'tùtごし，少しの探索でもつづけて捕食ができるようであれば，鳥はこの昆虫そつづけて捕食寸

るものと忠われる。この際，毘~hが密度の í(;jl ';J、集 DI与を形成じごいるならば捕食:土谷島て、あり，際空長する

ために重bきまわらなくてもよい。しかし，それが密度の低いノj 、集団であるならすぐに幼虫は捕食されてし

まい， ，~~~ま男 1]の繁簡をさが Lにいかねばならなくなる。こうして幼虫の残っている高密度ーな小築関 iこ，烏

が集まってf寿食するものであろう。とれが，密接;そ異iとして 1mえられたマイマイガが，コムクドりに初めてA

捕食された場合の反応の内容である。 コムクドリによって 100悠捕食され

っくすと g コムクドリはふたたびマイマイガをさがしまúめ，一部分のものは以前に捕食し残していた倒件、

のいる倍治ミj支な小集問へと f;( ってくる。また， iJIJのものは， {tlJlの小集団の幼虫を採索しにいくものと思わ

れる。マイマイガ幼!11. の J市長主にト分経験を積んだ，(\!，;!む 幼虫密度の援を識別する ζ とができるようにな

り，シラカン'ノ\実験反，あるいはカラマツ実験区で明らかになったように} ii:f{.jお皮な小策聞をえらんでい

くものと怠われる ο 追加レてつけ加えられた幼虫?は， r寝}密 j交につけ加えられた幼虫が捕食されてから F

低筏度につけ加えられたがJ虫が給食されているのは，とのためである。同数の幼虫がいくつかの小集団に

分fpれて存在レている場合には，それらのうちでも、とも多くの幼虫のいそうなところから，捕食される

ようである。すなわち，以前に捕食した ζ とのある場所であるかどうかがこの場合の行動そ決定する聖書関

である。!司じように3 低い密度であって，烏がかなり入念にさがさなくては捕食できないような低い密j夜

の場合にはp 以前に多くの幼虫が的
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-4 マイマぅガ J.. 、 i" --:;.>ツすすアづ?の{l1;'，ドL長約七十 itの勤務iと[空l-t る ur究 (iinu)

SE:1 ノれる有 n: O)終験のなし、 J)A- {~JT !.こっ也 J JJliえられ 1こえ1j .~h(むほとんどi布食されていなしh しかし~ :_t-;a ft江〕

将、検のない滋ごち，パ: {:"モノfl f;η}ir十段な/j\祭 [J] 、してぺ ij\り!i X りれたものでちれ:巳f ， j{f :ft されている

'1', .') ~Z~ 主 ~-:_. I 門下人 h, ."句、tコヲ ベ V~) d、ノ! <~-行仁 i命ヂヰに γ イ γイたした止主~5[~ 0_) 65 スァノや二1 ム々トか

の n~余 J l'ry ウゐ(ようとんど汗ら 3LMてし、えれ、 4 、び)..'は h 〆 1，コどiJ:cf)ような 11ntt!ふ 1，、 ~;1~;rft cノJ幼 ~1!， ;%.-lilJ ft-~f" 

うに fHí'tしているものであろうと結論さλ 〉

同':::"" _......，:〆~

~tx '_> {j) T-U~. '-.-!:'こ"1'""j-YtD;必要約すれば， 見知l土絞ノジジ〕労刀 ν 九

-1: ,(, 

総察された 2 ふ?の X:-~~fJiであそ 1X メ λ コムクド 1) (ま，来 {r ちした幼鳥と Nx応とからなる玄付Lの状較で，

r イマイカ本的?乏し1 ごし\ ;-ふと L がある u とのよらむ IJ合!'. i;t , ip.{れなP<j あたりの如上訂正?i )J 1.Y()< きいっ鳥が

hfれと íX 、て{f， IJ1，"公約l't していて，それがw;; い呼:;JSt t/) fﾊ. ~二，Íllilf今、 "!-j f. (})}i:t~皮口、決:仁じにぐ7夜行 ft，c[iij 1;'-~~:kたしてい

心よ今 iと， 111111丈君主アCardiαψina albi!e正tura V もゴノピ、わる (じLAHK ， 1954)ι る守 iJは iージ) ~ 1 

九ヵ ;íriJ lt 普く) rr;1;);(ま， )'f; r)( (1) fiii )，:1担Çli'J: ''::し γ~1}:!.:&fなものであふ J1~~.{tがわ心:とれかかわらグt fJ 、f うのため

オL よご ~t験なさらし tがある〉しかしy へì.':~i j'(、Hと〆) {}}Jf1えのtIIi食ではない l" 路 ~t てきたよ

いは糸約ラージたとえと 1点勺た f~il来安 i 滋(1) ;1川t提言苦渋 i託手 あ1)~+Ff) テJオ刀メうなど

のす!)1~0) こし(いる i交官I!(Jν っそu、ず v 、寸川叶/，-. -1-ｭ
/j  ，'j-、} Ij, 以'1ねながii な bれたならば予オ〉せら"(，

ゥ切ら刀、 Jこら:どもの i 店、わる ο

マイサイ名実験lメにつけ !Jn えら才[た九1) '1 日;， iまルんど 1005V ;rï: く主立たされることが多かてた。しか

ブ/がM~~i戒することほ; !lõE~、安続けて~¥ < /'ごめには，いくら j)，の wn'l料主計Hft長良:，~ 1.-C仕方政ると 2 が必安 7:;;

おるのカラマツ試験 1:< てノジラ jy ンノ ;::;:J:験反 κi3:{I交を喫;ごしてのコ(十 jJ!] えられたマイマイガ~]J ，:j1，のうち， 少数

また 9 b ラマツ》ζ1)，.\'1卒; [1えj ,H t'tを免れたものがあ) ，1、YJJIiえら日)1間半ドカュ(

T' めでÚ\I，、設{皮で I1今fご。/のよ.) 1S) レ:J t 1 十九.1 1:川とは， J，[(:Û:手たもの;士 l式三 λ どなかiこっが

ごいるも:乃去五!.IJ;才しる。 IUUjl(;'[l:ì)毛つ!主力な↑ 1;:1:) ;J I げイワイJ/(li，1体 lr(:iß:(/絞，!Jl1ーしてし、るんド iとよザ ; , 

KL\ :f-)才}る
_-- ，~...，. -, 

てfに/) ''Y Y うしのかたらでののよ統合 i可能にダるもののfr/ 子
ノ』也<:1-_，

らの rtlV(:工し、ヰt 存みるもりそ、ノt> なくない) c れり心y){験'i!fjl:J!1 の:κ 紋た'H士そ 0){4\ぞii も多く，

ブア -:J +J ムアイコマスペチややγ 【!のノ\工建設などのようにそ才しf勺?で 100;ぢ j]1ぃ0: ジ)7.r マ寸ブ~"\と ι ，

のよう心、1'1VI 幻仁川ζよる :;'(1: は〉終!治、，_~: }J 、知iの段階 c. あら\Jμ 二すむの治;あるひしかもタEl':土

司 );l L る f とが三/ " ，必[ヒ成，~:L， O) 問J本、ノトU~}ょJ 、ラえで没裂なむ'1入j となごJ 亡とが:b ろうと i了、がれるのしか

しなが V.:.. ， ぬ k.H:ご:ギぷ J ， i， l::r ìil; 訟が25 んな J;j\ η:と{九，fbtこげでも;.1:•'1(0) 桁E'i'ij; IJiCjJ 安 i人:! 1: J"T !分なiIIì殺をザ

うこと 7)i 手" ,!] も!と )t~ ;三 ft われてしど Y-~ え，平れらの 1~H ‘，[.li.'Ji~;J~ 恥 /f'J:. 三点〆";' -fマイノと

マ寸マイガア れらの計の)~~ t~/~ .1m ())多く U. ，，".ア­
\;)υ 

モ)..J- ,1-...;'-' 
U 仏 ν んj、 v ‘号0~ な-f)þ;乃)'!:.県たして t'\0

?イアイブ}'0) ~ikh: l:IJ~ カイlJ.~ l. 、以('， iJ，ぞれらの/人0i%%'1(/) 府民Jま子r/タLの見 h\IHこもど子生.Jとj もし.)と );j-t j

めような絡の!，}r.1‘の渋皮土僚級な約{ふがあるもの J 推測され心 l ア のためか， Fd'し引め〉γ三 tf; ..)ても議f

生キペま"F(とより放しく呉なっていて，あるいこは (f)J 心夫総 L しで観察(~ ~lたものでJ:'勺でも，その jÛl

て，、をほ" 1J1Jえる寝間 rレしでしバí'ノリ : :.'.~ i-') た

~ )荻ぢ?な役割ノ7〆f，fL /~~ 1 ていなし、ものと守、十Jわる e

はない"" ;L.与い〆(.I)j廿 it'戸 LトEtl.i 王':~'干 r )_)なちの

lL 主〉
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]f トドマ Y オオアブラ (Cinwrα tor1ocola)

はじめに

1-1. (まじめに

トドマツ;1!î*，t;地において， トドマツオオアブラによる高密度な苦手f主任受けたトドマツは，渓弱・約死す

もるものが多いのとりわけ楠栽後 3&1"'-ほどの fHl lむ寄生を受けた造林水の大半が翌年には村死するなど (dJ

[1 , 1973a) , トドマツオオアフラ a，北海iぎにおけるトドマツ造林地の答:抵のなかでもっとも 1主要なもの

である。

トドマツオオγ ブラの 1 tJt代の lVll111 はkがしまた 1 1，F;ζ絡i践するlIt代数も 6~" ，'7IJtíにと多い。そのうえ

容からよむこは胎生の単，1(:ij(:l:_目立によって培帰Aするが， f，まよ子数が III滋あたり 30へ.100 にのぼるほど増積率が高

い。とのためp 短いjþjimで(自体数i主主、激に増加する。このようにレじ機主主 l直後の渇林 l也 lこ佼入したトド

?ツオオアブラは，数年のうちに 30'.70% の造!本木上;ど広がり?およそ 10 々はどにわたってお街皮な発

生存ム続ける ζ とが多し、。しかし，その後(ま街疫が低下し， ま fご:寺会会52けても枯死し l;fいトドマツの )i}IJ0

が多くなる。このため「ドγツオオアプラによる Mt~il子地は，総裁後 10 l，iご以内の造林治Jと :121笠されており，

トドマツオオアブラはとのような治し ìJ.ff~*加の害!訟であるといわt1 ている。

力日等年数がこのように限定されているため，組)，;~後何年めにトドマツオオアブヲが足践に侵入して 11éí

般を開始するかにより F 寄生i:~<けるトドマツの割合や枯死する*数，あるいは枯死水の?にMl的な分布が

3夜、なるものと考えられる。一般に，逸材;の際の減裁本数はよIx.Ji金時の期待本数の 2 倍以上であり，その間，

何回]かの|冷， fi\J lえによって本数のみl慾号、行なうものであるつとのため，寄 'Uの寄生による少数の逃林水の

枯死自体 lふそれほど問題 lこされていない。しかし， j[奇抜後数f十以内に， 1096以 i二:こものぼる枯死7てがで

たり， 上 1造成 l誌の{氏 f した被'斉木;がノ川和、1]，あるいは火薬I\ll状にで、る混合にはp その部分lc:穴があくとと

になり，玄た樹元まの!'!!鋭が遅れて ;H;分の成 \L， 成長雪量 lこ大きな影響を与えるととになる(>1 1 口， 1973心。

IU 1: (l973a) はトドマ y オオアプうによる被安心コ解析から， 繍淡路後から 2{ト1うまでにトドマツオオア

ブラが侵入して場加を始もする場合lこは s その後の体分の成立に疑問があるが 3 年め以後の侵入の場企

lこは彼主 i立大 II'M?ι軽減されるものとみている。 したがって，造林地に佼入した H日放， 諸あうるい Jばまそ才れL らがt階首

箔を H開持始した l箆宣後 lにζ受(けナる E環葉 i境詰京初!;{，ιi

る;場場i合子;にこ{は立被t!rIはま軽1減1吠議あるい iは山まおi江卯引引1司lよ巡澄されれ〆ること;にどなる O とうした環境抵抗の解析は会態欲的 lとみて関味深

いだけではなし林業経'J~~' J~からもきわめで重要な問題であると思われる。人為的につけjmえられた実験

偲体群によってその解析を'試みた.0

ところで，とのように j主体地において問綴となるトドマツオオアブうも，天然林、の 1'ti ýJJ樹!二にはほとん

ど発注が見られず，天然体では;!t;:mとして全く問題とならない。天然林においてトドマツオオアブラの発

生在、抑制している嬰lf:ÇJがどのようなものであるか争解析し p それらの要凶のうち，どれがjJ:jti休地ifょにけて

いるものである jþそ披測ずることは符おなことではないがp 一応， トトヘァツ樹 I と佼入したほ後のトドマ

ツオオアブラの潔tM~HL，とりわけや;命的安凶!~ íp;と lノマ法林Jせ!との比較ラ怜汁d今行な r') iごっ

1 2 、 !L ~"?:i !:l:: 

トドマツオオアブラの!t:.15~史はり;のとおりであるの路冬卵のふ{七 l土 4 月下イ{1から 5 月 1- イョ7にみられる



作fnベ
υL ドマソヰオアプラのほラiJ~ 休HT CJ) 5D] ;Jl~ (rζi習する iiJ[ jt Url1l) ?イマイガ

C]L虫色Htカ)。ふイといた文/J ~t~ ~1 'J べて Jw:: ，t立のホツ主的，['であるっとの幼虫 t :J: 3 去主主 ìJ'i，\したのち 5 )J Fíijiと l点

となる。その拾およそろ" 6 Lt fí:!'<::経過するか"公{もには勾‘辺町!の!!え':1.\が筑わるととがあり，手f

9 )j とやろから有が手話く，C')A~ :2 lif代:こ ~ilJ デる:r; :3ド主;之世CD Hfì!t;:; 、おる ζ湖沼 C:> ノ\~P$5} ，~'ミ

九世代ι 入る οi己村、JiI J . "の七三入;ーよ有ノì;.-よるものと尽jノれるが，林ÌljJIすの涜い;本の序列rj{~t~y

とされてし、るも{乃あり，また (TLI.U ハ;ω ょにど十、 tっさ;;f]，了夕、 _}j'(ノytl(t r潟、 ，こょっゲ

トドマツの伐先行おごJ トJ古すると，f&t;b ，tÎ_，る υ 幹日jjnlZjもする;れ 1 Ul引」歩 白山口上代である;え終 ilt f\:のの ~~t ~ 

n ，-.::_.ーを J巴'])4して !t?Zi多 t/ � /)\~その Jむののものは幹んあるいはぷの，f]i )Gの郊~jf にf 

月;;:2 !JIイ\_;J;:よ ff;.;~'亡、 :10ρ401 る; 1 ïiYí江) IU.it たえ::1'からぬ去二れる :JJ，~対日主な条{九V!、の完J; 1 I立代 νι100

下旬ごろまでj栄併合つゴが~ f.)0C 以下のjfi; ilじではグJ き jないためH，q をある n ギを!以虫;土 11

もさ;し、 r1.0 ρ〉こ1, I~mb) ， J}{i 1 される州主主

トドマツオオアプラ tこも住総0) アリが!JiJ、フといり心)~ j) ヤマアリ For問lI;a円以)アブラム

sangUlnC{/ ， クr.J ヤヴアリ F fusca ， ムネナ !J 河対アリ Camf;ollo!us herculeanus ， トヒイ r.1ケアワ Lasius

ク γ ヤ γ リテJ'! 1l1yrmica sp. などが抜立ってい ZL っ一れ己dD アリグJ1) L. fulginosus~ niger} ク Cf ク→，

}" k'- イロゲプ iji 工\:1 (~んど例外なく本: ,'f'l:: ~つ，そののにトドマツオオアプヲを l託J 込め℃いる。コち，

れである υ j:，?}(はトピイロケア')日与の tL;X['j: の 35ぶから fi: られるそのに災(ノノ vいに天敵総を f;~f.るととは

アツオオ γy ラや、米1氏 'i!iÍ， あるいはJm機J鋭校ゑ刊の;R，\いかる f社主主 J/;.，劾も持ってものであろうが，

イ n ケアりも|ドマツノ「ヰアブラのイ[こは安ほとんど Jjì<いるものと rt1\;f);t 1 る仁なお9

Yマツオオ f プうをどの犯;主 lζ{ぷ殺しと〈もあるがきぞれぬらないっそのjI;ú)アリ(J íご ωL)~~~，t- "n

か I ，t-~-f~明であ心 ο

に十 f ぐ?ノfff アフラ/--::."子ドト(守、ソオオ γy ラの夫総‘減免↑ j 米紙(isnは少な\ない ζ

じ:ススメ [}asserま人モ "1 ノ1 アプ 7 .{+ p , momic町oía などがあPaucsia inouyeí, 

十t D冝ea イ'，!.I I う、にけ(;t lli 'L( ~iíなとがあ
,. 
(¥') ノ/、-c 1bI ，mmda抑制のよう江応灯リ

メカメ /::1 7' :/1 ツ Proρylaea .ﾎa�unica 1，; ど 21怖がY下けり j してし 1 るが (Iill i , 1幻2) ，ぷパョ!日〕alneti ペミ

;f;験でモ E のう、たりしりむしりえちされた。

(;t乙とで;立引くのよう iι 'iI:'.E;;0l:'.J. Fにおいて二干'4;{ ， ヰ日LJ;，あるいは放J交という /X ~lXÿ .:L' '~L }+J したじ ζ

ド数の )1;iJアプァ ω/!. 匂 ν うられドマツ忠夫氏 o'J iJt以紅白) ~7) 三〉):[ノf!， c る η ヲ({);ノら，

てし 1 る!ト、γ ツ 1人めよ、ばí!l三点十三のど) (ij ドト州主主i予〉ムjli1十，'i!耳切と;立がiι〈本 L1にあ

Î三ト、マツ，1 i ア/;; Ci)f1山本数;むノ、1 民主

'fable 9‘ }γ/' /1"γ ブノの :áf~~tL立石つれ|本殺 (If ， , 1968) 

The me註n num ber of (';no1'O lodocolι 1n 巴品〈、 11 degree 
ぱ礼hunda!)(、記 (YAMAG{JCl干上 19品目)

i ドワットふ二引tb たりのーヤグ
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lこ塙力j1する。このため恋し、遊休地では~g-;立を浸けたトド 7 ツには枯援するものが多く，応用的 iこは努I:tï容

が被容の程度の指繰となるほどru姿なものである。

樹 Lの生息澗体数の測定にあたっては9 白羽.Ù による蕊接観察にJたづくさな~~~{ l~品資と ;WI!.ト再度;による調子正を実

施した。とのうち，若手生皮による i1Jlil.J1:t訟は WJIJ ，ミ宇佐，筒井 (1964) によず、て lj司発されたもので，核LL\ζ

るるトドマツオオアプラのコロニ- ，---~主主と， そのおよその大きさをもとにして

る。なお， ζ(IJ ;ヴi1~ による絞;笠と必要保本1iki;J: Table 9 のとおりである(rLI 仁]， 1968) 。

るものであ

2. 人工造林地における環境抵抗 (1)

JHj状長年{文人い仁造林地

2 L 試験地および実験の概要

~1臼総数実験{州立札幌市南区に{立鐙し，主 1111:丈営林選管内 iこ隠する。エソ、、マツ， トドマツを i 潟水とす

る天然林で !kj積約 120 1la であるが， 周辺の人[;古林地， 天然林などぞ含めてh ヅ'(jま付、 itl1キi干の Cl11こf\l:wi: し

ている ο この実験林のほぼ仁!J.'k1l1\ O)際 i:1í 500 m の地点i乙天然体会総 50111 ， j返さ 600m の，問状iζ十?伐し

ていドマツそ jí奇抜しfた ~'i) :3 ha のj立体より;がある(1969年秋1 自殺〕。との造林地に試験地1:- {l似としたり 19n~ 

1973{t去の 3 か年にわた-~)て， このi遊休岐におけるトドマツオオアブラの自然tsfl店!体:訴の~{:~ t~ を訴生皮:によ

って調査したと ζ ろ p 各年ともに子i'/Lはきわめて軽微々ものであ〉たりすなわちp ト|、 r ツオオ「プうの

Table 10. セ沼託宣:誌実験ii' f仏，j;; 状皆伐人工J11林丸JJ) と :t~ i-jる

Surnmary of the procedurc of the experim日nts O!1 

todocola � the todo.fir plantatioIl at Soranuma 

1m, 

Substance of experiment Outlin日 01 m巴thod

実験!玄

Exp. 
No , 

E 裂な実験図的 実験内ぷ

。ー [j然な個体若手の密度変動 !潟 市 皮
Fluctuat�n 01 dens咜y of natural Degr配e of abundauc日
populat卲ll 
i脅猶開始時の死亡!，\J!l[、J 熊ケ，ージ，
Mortaliti巴S 乱t the begﾎnning of r巴produc- I Natural 
tion 

102 

103 1 nr丸ケμ ージによる天敵除去
Exclus�n ()f nal:ural enemies by cage for 
1 n日mth

fI う ジ佼!??，米海U，丹動
Inc1usion of naturalεnernies with匤 cage 

仁繋凶 fm 今， ジラ
。 f oviparae females Natural ! 

か 1 月日ô，ケ←ジによる R数除玄
Exclusiol1 of natural enemi巴s by cage for 
J. month 

ケ…ジ使il]，
of rep rodllc崎 Il1dusion of nal:ural enemi.es with.in cage 

1c、4
、ノ

106 

107 

ハ
U1

 
1
 by cage for 

108 有ä tJl 代のク'l::r'.J嬰閃
M.ortal咜福s of ov綠arae females 

1 month 

120 高密度なHlu体黙の死!こ ど-! tt L~~ 
Moytalit�s of h刕b density populat�n Degree of abUl1dal1c日
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r イ γ イチf 、しトドマツオオアブラの低W:iJJt ü自体主:1: の%I;lillvI潟ヲる研ヲ己 (i!im> 

~&1生して G ')るト 1" ずツのぐ.:.];(1~{J守叉にはいく分くなるが守そ 1Lヘf も :/FI)キtが 89;::; 号=r: i波える ζ とはなく，街

度も hd;ノにダ 2HwにすぎなぜこのJiif 民法代人 c ，/d札Ù1治、ら天然体ユをはさんてv 兵ノ! 300m 南12れたととろにあ

ト l マツオオアブラ(1)(';;持nriながit忍;人 11\1絞後flt ノ、 l..J占体 itt~ (1966 :fl:~w.ri松，績がJ 10011乱)で lt ，

?トマツオ:寸アブラのぷ江ü ，lW 人← r~jlL 体 J巡の 200 耳、;のト1" -7 ソ;こ~~-) C.γて，めらでいた。 197 11'1: 8 )j :ご，

の /L.-\乱状況を";ffirををもとに州J在し士と ζ ろ~ 70. 5:76 (í~)トト、 r ツに:旬、 '1二 )/5認められ，え(J 100, 2 jiß.iC 述

々 iこ低 ι るおN [Í.lj(ζあるが?そ i-Lでも 1973し「いた。 (.(D/二林;.tl(主総裁後日化そ終)[0レており P

可 7 lj \ ご[よ 57St，心|、!，'? '') iC';"f生があり，自決も 52 ， 2 ØJi であった υ ぷ検J:tIJ，ぞ会設え ω し犬侍jメー f.~r{にATj主体

G) ノ'; IfrI1'~i人十主流ti数日立にえ.f:<'，松 fUJ も lおま浮しく， Lし〆カか久 4もJバjい!円PJ ，

:は」主:伐を紛抗引{以 Lしノ ν℃ご Lγい巴/心;υ し7'こがって j j('JillJ也υJ 気象主主 Pt: ~土 i ドブツオ河アアラ丘)LLJ@.1こ好ii\ì ii;も 0) ，.~:. )Jl.1'J 才しるの

11!J 

FJJ均売の紙芝J は Tabk、 10 k: ， j え した F

この試験J{IJY二おけるトドマツオオ γ ッラ心) (1 然 r，;1[引{ふi!? のや;JJt ，~~'if.t九:し‘その @I~i， fzの変動のおおよそ

iJ V 11主:ずつ(:13よそ名1971r 1973 Lドまでの 3 .~'Fri \J (j) E! 、 10 11 に，h た"')て，る f乙め，ジ')/07を ilJlらかい;

うのみをx:?~.ご 1P1211 夜し d七(101 1/).) 本(土 '3111:L盟;200 紅白i) 1 ド守、ノ'I&J J.υJ トトマツ;t:;t- T )j (D!jJLU)~ 

によて捻'よしず υ 七 U〉:制一夜から， ，U: '&(;zj111 では斡ほの百年 lL あるいは千 i 出向f:.Wと 0.\のう}!孜 JVI ， ならび iこ秋 (j)

とれらの iFi 坊の死亡に関与する袋閃が，イ治体11\の，Lifj総会IJU:ナるうえ七l'rllU'f\ωr) flHi体総が手川!と、なく，

lニ?ではこのような II!j， j\i ìi叶動fE:'i.ご江役'!f!.1そァ来たしていると捻説;.1::"れだ 3 じたが勺て，

タt: C1Nよj の f折qri" iごi1I.[>\/~f: おいて，弐

F のブミ験そ災施したの
実!換の械設、

Ci即日乱

JIUぇ:こよ刊でトドすツ td L j. 移

人して会たれ ~jjlli! l)~ 1]; ，あとう L 、 LlJ<

け lこよ じ i多 !flü してきた村選のj能 !JY

'1\に持'}I く兇恕凶ィレ角，(析、i るため?

ィfì ;iJHlíiil，i):~Í'， J)務 1{，~!> 'J}'!i~z:IJj r，ζあたる

f.11 i こト i 町 7 ツオオ 7 ソ、ラモ，\、

!ァ t日えて~ JWi硝江)主主;明会主り

トト、マツ持LL''-T2;三ざし た とし/)際 q

1 f?"!4 , '7竜 16n児二H
Adult 

? 16 ，'~.~8. 29 

ニ ~S，:~') 才しる {:J 秘 ilif 足立;人 c:: , 入してき

'! 'i 

虫;と.ßJh く ÝE 亡繋悶の Hi恕pλF If u 

i'r Jtlと?と i:t ill{ しい活発がなし、ものと略。f:L'/ 、Jff 

店、われるので，滋(l'~j ~ζ椛 {*'J~ ること

心〉 ω誌な 1)民主[lrLJj rlX: 211そ m し、亡、j、:松在

8 , 7" ，守. J 4 fi 1c� " fJ 

行なったり移入にてきたトドγ 、ツオ7.16. 、 J日ヲ19/4. ? 16 H、F
A l' 

オアアラカ-;~足礼子J，t: Ugþ{Jしてコロニ

~ーるl:1'fj"iらあるし刈ま;泊始 fl
呂、 J へl ヲ ?J. 8. / 1 ('¥ 

ゐ.~
λF 

ふt (il /j、コロニ ())[1γ;ζ{むく hiì
?噌 i 三へ--3. 1 1972町了。.~.. 

メ;指{の!?書1]長日J] らえバとするためき

トトマヅ -;J- ...J- アゾ F を 4つ:-} )JDえてそ
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天敵績を除去したあとにつけ加えて-，それにケ戸時ジをかけて大敵綴立)のまま放l試した滋合 (102 !x) と，

ケ戸山ジ;;!;かけた上品合の天敵類の制御による影響明主手小
d-.!"'J ?~.勤務出!上した;場合 (10:3 Ix) の比較を行なった。

と~ 51徒機環境条件の$~イむなどによる影饗を区fJJj Iノて考えるため，天敵対安除去しはいトドマツにつけ加え

てケージをかけた実験ばを設:}jごした (101 !X)。移入してきたトドマツオオアブラの似体数とその後の;増

織の関係会見るため，放街頭数などの条件与を異にした同様の実験を実施した (1出版， 106 区，および 107

区)。

あるいはケージの rjrで商105 区， 109 ß , 伏広jの，千j 性世代の1I~li本数の減少に関与するlMi l刃の慰J きは，

ケージを、かけたままにしてした族、の iT<白|体数の変化むno 阪のケーせ)~J1J[ ~，ご WYY[r:K レていた 10612(，

いる 108 区をよ七絞p 検討し、てJf察 L た。

2-2。絡果と考察

u然な jl!i[体君?の 1tifii;22 L 

m~ti~ 皆伐人 r主主体地におりるトドマツオオアブラの自然な似体群の密度と，寄生率の季節的な変化のZf)

孔ドマツオオアブラは樹lま 2 名年ともおおよそ類{以していた (Fig‘ 23)。斡母の時期にあたる 6 凡には，

rJ Vと近いものと思われる。 6PJT 合i]~.7 ノ 1 上旬のJわ主目的{成 ~!lとのころによ。lζ全く観察されず句

7 )j ト !I 全jの寄':1二千くはそれj::J rîíj よりも君主;:f:í;'G くなり。数皮もいく分増加じている。こによる分数wJを終て，

の時刻 iご，千j 溺iばflぷ dLによる移入と，そのうちのいくらかの似体がJ:WlJüiを開始していることは鋭察きれて

とれらの有:li!IltffJl~ 'Ìlの移入によるととろが大きいことはいうまでもなし、 Q 7 刀かいる。 2守-仁4\の上昇;が，

ζれはとのとろに先日足並Ilj{i成虫による分散があり sら S }j J:Þ tワにかけて得生率ω 上昇が認められてし、るがp

そのうちのいくらかの個体がi尚武を開始したためと ÆJわれノる。寄生;年は各年ともに 8)] がもっとも高心

;お悦 u上 ft::になる 9 .10JJ Iと急激1ê::1ffi'もじごいる。しかし，密皮や数度:はこの lìをぷj よりも Æx:'r'JJiS れて> 10月

γ 〆7、

L.. '.Ij 9 )Jごろからはコロニゐーを単位こするような死亡があり，J2.Z1;乏に大きくiJòk ドしている。したがコて，

くなったものと，I;!}.)，コオ1 る。 10)] になると t1EfJが停止し，ため樹 i二のアブラムシカ;絶滅ずるよう江 ζ)--

日合住雌If~虫の !t .B長 (1せな死亡もあるため，数!支は必然的;こ低下ナるものであるが，そのほかにも L記のよう

勺そう'&しくなγ 

‘--
なコロニーを単位とするような死亡によ「て 'i~f3::;本数が減少し 3

したがって，事iE

F刕. 23 空沼3設業実験林内，
手!?決済fit人工i在沖地における
トドマツオオアブラの自然な
イ自体鮮の寄生率~ ~aもある
いは数度 (1971什'10月> 1972 
3手 7 月， 1973+ìム l0n Iとは全数

初恋法主 ül却した。)
Flt1ctuations of the popnl乱W
t卲n density of Cinara 

!odoco!a in the plantation 
of todo-nr at Soranuma. 

るものこ ~Hわれる。ギ子↑ゴJlt代の溜体;数が少ない場合:こ l立政卵ちれる{間体数も少なくなり，
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マイマイブfこドドワツ:j~オアアむの1l去守口ゑも?:主主の京 ζ[兜寸る J詰 (i'i 111) 11 

ド ig ， 24 {'Ii 々な条 Vi でザサ;ナ ijふふF られた}-， F ~:"'~'~ツ d ぇ r プブの，

j\YNû後 1m主([_1-'rmfrhするあるし、 JI士 IYJÞúü![ 1えまマの込Ht'i3iEl
本 1 H あたり死亡率 (\VU、 102 :x 0)1討 Iビ制緩 3 れた(JI"IJltff 
11)\山;こつい(0)1院である。〉

'1、he mortaJ�y ()f 乱rtifi 正 íal1 y rcle乱sed C�ara !odocola � 

tod(トfir plantation, v九T means Lhe mortality of natural 

popu!at�n ()f alatae females wh�h weγe observ己ιj on the 

trcむG of exper�ent N口、 102，

六 80r * o! 

iz:60 訓告畑氏
ぷノ 1.01 ~，." 幽

20~ !JY ノm
1 Jý!品一品川_"

zorr-J一一九一叫…

包 J心「ヘ

、総 η~ ，なと--___ 

円以コき
、lyS a付 er ミd:;， i r1Q

長司法 C) 約

!0、の îえも少なくなる(， ~E:主干の liI:代の;子主そ i).じんするうえで， ffftUL(\:O) !E亡卒、 ití 裂なものら去ととが

iむらかて、 ;b ノ。

'iff~~tの忍められマ:いる紛仁斗ぶ 立なわら数ltt(ふれ史 jむ j:こは Jむの!主将、:i.1Eiこょ炉車交してもけっし ζ 少な

いものではないようであり p λ らの去を村、ノヘ点、 トト吋マツーナオアブラ心DJf~l州立;とノ?ム滋 'í なものであるとi:J、足

われない J し六がつじ移動す分院してきた?河辺F おるいりJrr~組雌ぷ~!:~がよt:VÝütf~より始ずるまで，あるいは

j:í:';~持型 !l:i; i友 U) ， 少数十ごコロニ を)f; ，1おしているようなι; 三の死 Iご雲、{おと， ポft'l !Jt{\':の死亡怒沼と

が、 トトマツ 1 オノアのよね前と分布のtJLノ白けーるう I も V') よれもお迩なものであろうと !ζ る。

2.2.2. 治 . !t :'j1dVi (�) f~WHl~ j;C 

イ'(~lJ， あ/"い必'1'- がトド γ/ 造ti+: ~γ\何人じでくる Jt[i だにはき!日令 O，))_ごヰふ、 lζrt' リ 11'干に:ゴ iL~

ぷ fhlil{本り:は，そんだに多いものむはなし土とえば 102 ばには 6 郊の判組出立以1('が12メこ γ いたのが綴

者Æ /5 れているが?それちは 1-， V" -7 、 i J に 1 ずつでめっ C G) j'"::. :，y~') ~ 1 小" ~こ1;的-，Y:: ":J 、ドマツオオ

アアラ 45 勺 ìJ)jl i え， -f主人してさえアブアムンが卜!.'?ツ ，Ui' 1:, lr(:'l}liiそ IHHナずるまど，イF いは K'''I Yíú を[jrj

じたお後 どの」、うは死亡~~~l誌の 1ぬきそれj て死亡ずるからかに:1 ':とをちた。つけ加え(~)れ

たトドマツ子1 オムアブラ 0:) 1~{ lil (Y'L [ご〉ド， 1 '1)')1: O)y~Cヰ主?と Fig. 24, iと ;1ミしょっ ν十なわら c! ~\::なま玄

のトドマツにつけ加えられた 102 ぽと，ヌ;討v.紛/;:1添 j:i 〆たトドマツ;こトロγ ツオオア f ラそっ力n叉，そ

O) l:ü 交:とケ日ジd かけど j、必{対的

fちるれしかし，叉~{{~'h~ をl;í~Jょ，て l 'ない:、、 γ:ノ IC !JU え‘ )(1*]υ 十 '1' に人、〆l iノ Jし J�-
ノ

f 山 .f .... 

HH 肢のそ，i: ろの話誌は。 ノ7 ジのない H波長{よそ.:1はしたものであ己ハ L. jこがコて， 102 と 103 況のf孔

じの続三での ケ…ジをかけるとしにふ ，二三どる ι さH 除去に tにるもの

でおろ三と推測 3 れる〈 成長長 1 内心シビ亡率;士、 ノl、敵た【 'rジ 1: 103 ;><が~コ {fE

く，う ジのない 102 :xがも v とも!日い、 103 ，仁ける校制U'!， j語、の Yl-〆ば， ヒ三 I_J て

:ぺ ßÎll (ノアムシ νiJßi弘 ト 1" マ、/ (/)後によ〈、ヤニ ;-11{ :， l ¥ i こ 1 もな λγ./ ~J ヘンりなと j によるもの

とあ乃う 104 1.;{にお?とタt九二はそのうえに ~k..級生長!こに己 じが \たろうとやれる。こ

うした短い:tJj["rF.1に死亡々もひき k~ こしうる米紋は， Jliìi主主ソノマi であろうと るがタ ト Fγ ツ +IdJ::. 1 こ

:まクモ以外人~\Ú!;iÍ. i と少ない たとえば， 1021てf♂ばテント巧ムシ獄、ハザミムシ初予あるいは叶シ
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このような死にはクモ悠iをミヒとブ，//郊の幼虫各 l 頭が 41DJの謝査で観察されたにすぎないσ したがって?

する天敵対iによってひき紹とされたものであろうと忠われる。 1日j じように天敵主互によぺて tliì:設を:交ける突

この実験ケージのない 1021?ぎの死亡率幻立ケル叩ジのある 104 1'6よりも fJJい。したがって，験i玄であっても，

E互のアブラムシ lとは，つけ加えられたトドマツ樹上から鰍散した1I，t[体があったものと考えられる〈以!の

ような各実験における死 L二率をもとに，各死亡婆国による主主制後 1 Ufiりのおおよその死亡率を数九三したc

技術的な欠陥のような潔 rlJによるものはlO:;h (103 rx.の死じヰ'0，対i:f't 

離散によるものは紛失づ (104 と 107 反より推定〉である Gと 104 区の It;{:j'.ヰ:より推定)，

2 11 めまでとはお千t~なるものと }J}、われる c すなわふ観察によれ汝釘役 2 H めからの死亡霊害関は，

トドマツ樹とでi汲汁を開始 lノたトドマツオオアブラには帯Wf\k していくものは少ないぶろである。 2 日ば含

め以後 lこは経 Jitによる死亡は少なく，主として生波i'J'jな死亡，あるいはjlli1注目，守f生N，の天敵郊による)it

cが多くなるであろう。住所i(/jな死亡はノ&'!(殺ほともに問機な'，1fI1合で現われるものに般iJl!J され，どj'i{三 (10)

103 rx とその(むの';t:%次長tので放飼後 2 H めから 6 n 天放による死亡は[文飼後すぐには現われとエいので，

めにかけて認められる 1 fIあたりの死亡率の設は，捕食性の天敵によるものと巧、えられる。このタE

j 、 fi'~の放飼 iíミ 1 CI r:u O)J[ じi宇t6 H めまででおよそ 43-~27Jó である。 1 [-1 あたおよそ 4'-，， 75ぢとなり，

これ以外にも仔 Itが !Iil食さ tれている{)の Jニ忠われるため，ぉ実に;まほほ閉じわu皮，あるいよりも íE，いがs

きれているのではないかと推測、される cはそれより

4 仁11021認のトドマツには 7 凡 18 IJ に 4;裂の 1'{W泌氏]む与が飛来レ亡いるのを ~L ているが，ところで，

めにおたる 22 illこは 2 jl立がいなくな~:)ていた。主主考のためこの鏑そ Fíg. 24 !こ挿入してし、るが?二て験 12:

10:) [;{, 104 阪には生息しているト i マツオオアフラ ω フ E~ t それぞれ 66名 7

あ l 、は 62.591'; の(肉体か.;ち{子忍防止h レ亡し、(_ ~ モれら 1 !現あたり 2.511良， 3.4Jjft, 

と大きなたはない。

放印後 6 H めには 102 阪

ぬるし、 iまヲ記i ， 509,;5) 

つけ加え主Q~k止ともにコロニ〆 J を J[:')I見じていく口2.61世'!(Ï)千子 5Hがいた。↑子 !:_k~ま線上Lのそばから縦れず，

られたγ ゾアム手は)j:i.: ~iil 段、 1:;;) 2 日間ほどはjEにする @]j，l; が多く，

1社L江〉間体主立は fJ:~ ドするが， その伎はitfi.Hそ 1)11始するために死亡

;'.~i皮 l土1:: lfl-~ る樹 i 、の安攻、j丸よりも，~H::J~似体の与がま:くなり，

んCFi誌、 2;í\- 102, 103，あるいは 1例区における滋疫にはほ

どキがなし、。捕食宅t-!~号、れた成虫が産主千子安鴻9Úすれば含その後iと受

げる f詩Ll主性天殺のfrÆ1 はそれほど〆人きいものとは足!、われない。 1[1!
____,_-"'103 

同粧謀長二去二:::::::.::g~
食性の天般による死亡がなかった 103 :Xは，その他の実験[g より

このため街度は f 右いものとなっているハなお，も記子J七、.*;:1J ~ i'\~'fi く 9
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」アブラムシが1可制官そ開始した以後iと私;芳生率の低ドがあるが，o 2 4 6 
Days aHer rele己主S \ng

?良宮司法の EJ 'Ij" れにつし γどは後で湾.，察する ο

づけ加えられた 1 月後 lと;機織の;ぷめられるトドマツのみ;数，寄

i[: 千，ç~あるいは数度を Table 11 '(7r~ しだο1 本 lこ 1;弘あるい

は 5;j(jの成 11;を放飼いた場合も，ゥ， ジによって天敵主任会除ぷし

昔、た，天敵者立を除去しなし sでウージを

ケム A ジをかけてい15 し、災験ぼとぼかりているブヨ淡:X(;;) ;i之江主fキqJ~

ドh王、 25 泌々の条H九、つ (_f )J!] 

えられたトドマツオオアブラ

の2写生本， "釘皮，あるいはをた
!支の時間J'iJ変化
1'.h色 ch呂nge in artificially 
introduced population 口f
C匤ara todocola in proce日s
of 1:imζ九



43 マイマイガ J トト♂ツ寸寸アブ?のイ山総，[iJ:.(L¥j H' in~ (!)動殺に i釘 eJ る fi.rf:1~ (日 tHI)

;:;;:;lK 'Hd主人 L'. ，ì，;:!{村、勾、約セな主主{14 でつげ加えられた

!、ドマツ;干オア:/ ~Î の放飢 1 }Jこ'!:将ノ"忍めら司し

といる 441台，だ 11'.来、電あるし '1(土政!望、

'1'1le numbe:r of the t:rees 01' the p(ぅrc巴ntage ()f the tr日明
白日 which C匤ara todo，ιoia w百re 01部位 rved after 1 Illonth of 

1'e1ea5e，社nd the abundance ()f C, lodocola 

Table 11. 
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!磁波まpJの ft'}if験阪でおぶそ 50tilì .RiJtk徽却を士びJ と寸 ω 校長荷役 1 Ij I[',I !Í) 'h/Iつ卒、の !IfF(J ，)ードん、) ~ 、
ミ -j- (、〆 v -( 

トトスツ/: I とよ 、 ~C , Jぺ ;~k ，rriの織1ìfé (l日さ ~n るリ5 財政かj (/) )~ Ij?ilX:で 61;ヲ;であろぺd 
"O~ 

トピマツオあるに〉 としつ J;j処状 J主;t~j 九 I ú~>iUVJ，におし、(j，]:;立 IUj らかf ラ O)':/{弘、千、点、!ぬくな〆十

クモ tDì ;;;::J二、;ずるノ久治、法ぐわる!思われど、内"、 3m ill の l ペカ，アうし丹、;シ;デ九 }(h~f_[1lえ:三才 i;寸

.k_' 
-1-,; グ干潟のがi体 biL111守幼少 ごんの t1~]-f干 i立以J総 1 1 .1

J 
200 

Jι059 .z -L60 � 150 
「

記長世
件 E

到に 100
[F 、5

‘.' 
Q; 

" :::: 50 
つ
z 

1 !J後(ì_)戸、げる二に殺の~~ütζ おいてノてる c、

108 1えがそ Jれぞれ 901031メの記fiJA，;(立 400i ， H泌氏、

し γども1O(y?()とはな、でし、郊であり，夫総そ [VJ.[ .l~

日妥当の..-
; こ d....:) C仁.. f中も、-) J ないりつ

I;x;~kえてYlじ l二;:~仁うな ζl.t立 ~J J:. A! どJうえらえし

なし\. 'J 允，枠制[~t'lll掛け J 'C'l 吋、:: ~ともかかわジヂ 1 Ij 

のよう没{こはいなくなっていた「ド℃ツちおるが，

4∞￡ 100 200 300 

Num�r of e司自S

即戦

,Fig. 26 ﾎ' F _~.o ツ十 0) しドマツオオア

プブの :0i'~ 2~~.と，その初|にまi :J る HÚ土b
制件数

The reh1�otJship hctween thc number 

of eggs ()f Cinaru todocola on a tre担

and the number of :2 nd in且tar ﾎmｭ

matures on tho t1'eo in the todo-i�.r 

plantation at Soranuma, 

.(悉宮良jなものはつけ加え i}今の欠治による':: ~土;\)えられない〈
。

。

したが~.)て.つけられた!ぷ;1'，予あるいは，ffiみつけ

ィ二;UIT>~'j はトドマツもあるのではむれた fF~h の!J二 l守;こ，

pf,: ~多つ

ず': I 、/1.'"〆L }.~_] :.h::i� /、
.~噌，.~ '--~. ，'~;，'.'，也、".. .~ 

1ヲ73 、 j )in スられた件、!J験 U:';%3 し、て

「られ売担ドを 1974 ;jé!と{ま 120 Iベ，と称、し， f;'t ~ζ っし、

:乙 i :t 40 4;: 0) ト lご?ツのうち 17 本 ;ζ;ン:11519 間?、i乙jさ]

5 Jj 11 !J てふ{i:， i友の jé資終;&.1与を縦察し ï工。ずなわら
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とおお~---~一
時;" ill t..¥! 

201 J 
ーノー-一

。~ーム」ームーー;.........u..__ームー比一一一

---::;-→←-6-→十一 7 ー吋←刈 lιL 
了 lo!t in

Fiι27 1973 年;亡設資された名実験況に一段みつけられたトド

マツオオアブラの卵そもととする 1974年のf[lii休t子 (120IX)
の'!，f i: 1二本，丸 あるいば数j長(点千~~(ま幹 Eょのみのf官さあ
る。)
Th巴 change in high dens�y population of Cinara 
todoco/a (No. 120). The populat卲n was hased on t11e 
eggs which were deposited by f日males of artifìdポly

inrroduced population � t11e previous year. Dott巴d

line shows th巴 nUlllbers of the 1st g色n忠ratioll 旦nd not 
�.ncludes the immatures of 2nd generatioロー

:30.5 土74. 1 倒 c完常務;誕の l 本をく〉の卵があった。 5 )j 28 日には， このうち 12 :f，:に合 ffl278 政の 2

総幼虫? G n 18 H fとは 150 践のn\t.d;がいた。成虫1肉体放(;1 JjfJ数の 28.95':;，である G この flliUま北海ifrlF~ 茂jj lJ

おいて観察 è~ れてし 1 る， 19G8"1ム 5 月 14 況の卵数と 6 Jj 17 H の足立点数の割合 42.9;彰 C í1 IU ， 1973b) 

と著しく奨なるものでははし、。邦数と 2 紛幼虫紋 (5n 28 H) の関係を閃ぶしたところ 1 :]11，常落葉のあっ

た l ノ私を除外すれば， 1良泌rrl!イサがあてはめられる (Fìg. 26)0 01'，放が 2. 7 以 Fで 2 齢幼:k数はゼ、 n となる

ことになる。観察によれば，成熟卵が 5 Jt!;]J.)J:{刊Fする場合 lこしì，すべてのトド7 ツ樹 Liご 2 ~ri;幼虫が認

められたが， 4 悶rrFの場ムーには 8 本のうち 3 ノドにしかiカ公は 311.られていなし、。 iFJtj 2φ2 士1. 1 í闘の卵し

か渓みつけられていないような少数の 111;[体の場 には，絶滅した例が多いc l)j:lから卒 '1l.J:)!X; 'Jょにかけての~i~f

生率の低 F' ~ま， このようなものであろう (Fig. 27) ,, 7 J] 2 誌に 1 ~fì ， 17 H iζ10 l111 の:l'-f ).)}の雌成虫食ある

いは 6 pv!の出!~丹!九文 L}(カ t主r しくトドマツ uこいで iJt， H を im始しているところが観察されているリとのよう

なギJ包li，あるし、はM;mのíUUえよ{によるトドマツーはの移動によって 7 )J一L1l] iこ 1 __1.__伊ふ A

v! ，~.{! ~ /;し

斡 lv:の産仔 ß社始とともに街f交わ数肢も i 訴したくFig. 27) 0 120 [Xのょっ iC 邦 ~:f'~皮が i向くなった場合に

は， トドマツオオアブラは岩手から良にかけて向性友 I:~JG~主を続けるものと xtJ、われる。この試験l{!îfとおける

自然な個体Hf~どは， I!j刊: ~')1主計LI 日、 ftの成虫1)1いても幹fまの生息がほとんと認められない7史 111 のつは，そ

才L~ 、ため (Fiι23)，産みつけられる卵数が少なく， したがって斡母が成虫

となる以前iこ1;[ l~ーすることであろっ。

2 ♂2<1，千j"t'tUJ: f¥: 0)滋l~~fjl_~jJL

CJ 然な1I!;H本語1の奴1i~iとおいて， トドブツオオアブ弓の~:}!I 'Jれ;十il弘あるいはおu交の減少は特iこ，秋の

ギrti:は:1\;;と著しし叶え fiiJがあった。とのような減少ぞひき起こす擦問安解析するため，律令な条件でつけ 1m

えられていたトトマツオオアプラの，伏期における/札亡の絡.iJ%;;t，観察 l ノ f;: (Fig. 28) ひfI Ý~\ なま\まのトド

マツにつけ加えられた 105 lXのトドマツオオアブラの 11 乃の竹1ゾヰ! (主 9n B~もの ::)891ム数度は 24%に üì.: F

して 9 ま"よそ F 1.g ， Z:3 の [1;然干の場合と防総 f工経滋だ減少した。 ところで， Jdit組会会よ、したケ

ージの rlJ (とーっ:ァ方11 えられてし、る 108 i え())， トドマツオオ γ プ?のどれL;:):3 は 9 )j ihÏの 8f) 5b~ 注文 j支は 32%

ヤ押さ三宮
、 ιY) ';') () ケージの '1.1とは &f !l'ネ， fu'!l 1*ぷともに低ドば少なし、ο イ]、tJiltitを主体とする 10 月下旬。〕悩i本数

は， 1~)1[~の 105 jぎでは平三J6二土- 4 ¥jJ1 iこ 9 ぎないが， 108 [廷で lま 391 36 Ü.W 心;わりヲ ケージの有総によって

明らかに終はる。



wァイ~.~ A' -,!--{ 1... F -:7 、、-;{"ーやマ日
~イ/ /~ /~ 

刊誌の 28 !れ|烈々ままをあるいはメ? ジをかけてノ仁I孔万円二

ヒしたトドマツ iとつと+ )111えられたトドマ、γ オオアブヲ

のJ役員以(l06 [;{は 9)j 14 H I ごメγ ージ与を限り依 t/ � l:: も

ωである，，)
'fhe chang;es � art��ally .ì ntro([uc(、d populatio口出

。f Cinara todocola � the t�o-!1r plantat卲n <11: c,,, 
Sor札口 uma. No. 10C püpul乱tiOll was cxcluded from 苦心
τwJural enem ies t匀l 14 th of Sep, uóミì l1l主 cag'es ， and 附 c BO 
since then t11c j)opu1aJJOI¥ was eX j)o討!d tC} n乱tHr孔!

日nel11les.

t_jf .. .t,'".t ( 1.，、、 4と
1日 f JT \, Lj;;_) 

9 汀;tで 108 ほと 1" 刊誌な糸件[どにあっ十 10(; jX:，ぞるしF 、し 10:3刀-:: y~-; ).r ジ五した J とろ二

本iよといい

~t: 1 ノγ ジ去かけてい土 104 [払あるいば 107 f7 からケ p ジを広三たし円入には歩行i/I イ~1YZ l'立減少してい

ない r ケ p ジぐと治夫司ることに主って? ト 7 りえオアアラ〆シとりまく去となどのv条約が宥しく 12:イ

LJp 乙 (D~.r-... : う rγマツ;rオアフラトh，ぷ到して 10(; のすJiL 主;泊、 H王子しょy もので乙 104 [苛わ

107 Iズピ tP1KQな杭D~f:-&少ノウミむげればなムないの l.泊、l_..， ;:: v)ょっ家!土観察;九刊

が、て1(泌氏における円y，~ の宇L ト、の!ふフ…ジ去づるごとに、司mの攻中~をJ: :j る!、うに

?乱bhλ12、 クソミ険料、 14，悦代人一仁凶作i也におけるトト、マツ jJt紋〆十釘

j ソトドマツ)，-'，:1'γ ブ:;の二人敵 H\())O~(*!、士、 2oA<(}) トドマツからだ

たき務としょyλ 郊の j、ドマソ 1 三あたり ωJ肉体れいれJ~jLプ山守交

197ワ; 1.973 ; 1974J:.~) fド裂〉
I'h日 me札口 llurnber of natural enern冾s 01' Cけza少。 lodυ'cola on ~'l 

trcc 匤 !odo-五r phnl:ation at Soranum乱 Labora­

tory, 1まokkaído .Branch) Gcnr. Foで Exp. 5t札ヲ 1972: 1973; 1974) 
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なったととであろうと忠われるひととろで， この遺体j也の 20 ，4.:の卜卜、マツ法林木の樹JJζ:1:怠する jrn食

'[11:の天敵績の 1肉体数年全， 3 t，n出にわたって調査しているが 'ra1コle 12 (こ示したようにクモ煩以外には俗

体数の多い天敵はない(川、戸:北海滋支:域主主!ÜÍI仇 1972， 1973, 19U) υ しかしクモ'f;j'jが若手!j二不の低下を起

こしたものであったならば， 104l認や 107 区セも低 F がなくてはならな t \)そのような低ドが観察されで

いないので，そのぬの Mlft 者のうち，とりわけ 106 [玄において観察されるものが翠裂な役割を泉fごしてい

るものと忍われる。 106 ほのトド?ツ樹!この夫総選'í~~鋭祭日 lごみたととろマは， 百月 29 H;C 11 JiJ\のヘ

リヒラタアブの幼虫， 10 n 11 H に 3 滋のへりヒ予告アブの幼虫と 1 I?-只のサシガメ績がいた。とくに，ヘ

リヒラタ 7 プの似体数 l丸とのid林j;j)1 のなかでも 106 区に特に多いように撚測されてし1 、るのま f二何事Eな

<() 110 [玄でも， 10 n 13 f]に l 践のヘリヒラ担アブの幼虫を見ている υ ヘリヒラタアブ

は，ザシガ、メ類やハサミムシ溜のような:天敵手兵とは巽なり， トドマツオオアブラのコロニーのヰ1，あるい

はj司縁!といてアブラムシを総食している。アプラムシのコロヱーが小さい場合にはそのコ Iコニ戸を形成し

ている全保i体J!2NìJなしつくしてし主行ことが多く》その後:まýjリのコロニーへと移って主1ì1訟をつづけるよう

Table 13. トドマツオオアブラの生息しているトドマツ格U:_fζヘ 1) 1:.ラタアブの幼虫の

いる場合といない場合との 'dl~I:4~Jix，数度の変化のJ土t絞 005 ， 106 IX) 
The change of th巴 abundance 品nd the number of the tr巴es， on which 
Cinara todoω旬、，vere observed, withln a period of tirne with or without 
Didea allleti 

9.29 

ヘリヒラタアブロコ有無向
け
れ
戸

r
i
 

咋
d

vrry 

P記riod of 

the 正lays

Tr・ees on wh兤h Didea 

al悶eti was ])1'εsent or 

absent 

1973. 札 14 3ヲ.2

61. 8 

ヲ .29 9.2 

凸6 ‘ 7

l ペ 1 、V. 品 i :3 6 ‘() 

1
 

1
 

ハUl
 

39白白

10. つ7 3ヲ， 8

,35.6 



47 ?イ 7 イブ L_ トドマ、リオオアプラのlJS汚 j{lz' I 'iil!.1;燃の動燃((f宅手る i，J\)\: (,1, [11') 
には絶滅してザ())試験Jザ;立，ヘリヒァ々アプ/)<総務がれた樹 i のアフ弓ムシ J:t ， J;て 1 1'1] の紛争完めい〆

があるものと芯オ )4! ろのいうまトオオ γJ、うそ Ji!1" í~. して来店l?IJQ さけ rもし、 ."::r.- ""-, lJ トラタアつ :Z ，

与し i，:~ Yi 外()) I1 :こむへ 1) L，斗タア/Jj ~l'-\ なか〉vノ 0) 1，，1， っす I 、トト、「ツ手，九，〆、 1) 1-~ ''':1 ヲ

いな:なーパごいるも念í!<';[休、が';Ii 6 れ勺てし/，，:_J諸行
" 

た'. kt.t，、!、!:，1 J;'f' LtJ: (, 'ì 什 l~

上治に;士事前!UL'?;;;ヘ亡， ヘリ t二ラタアブヵ， ，、!- I、?っノ /j' '1"ア;/子が後 )し x
p
 

l
 

(j)止るわし

て?ヘリ仁ブタ T '，:/し!) ¥th l~) A 1 なし， I ドマツ ;ζf. 
~. 

i土 /~>fX (,- '1 も υ)ι 、ノ f
4 、 vアツヂi者H;

とれら》~H::li: (1.") な弘 ωマゴう_"; '/::と a花、以いb 担アプJ立 L 、なか')士)か， ιiうるしリ H 、/ふ:〆tれ1ト
店、).~

の変化ヘ i) 弓点アダレ，)いら以介らの Hl 十でのトト、?ツオオア/、:;の計千れ 立の品、去しイ)..-

二十:しわ (1、able ]3)っ

安，; 1 lVj(土台 n 14-" そ') JJI i} た。"戸1、』え 1 :1 1 ノアジi~ fill 勺日 Jj.j !~-/ ~.}ご 10 n [ζ合;ノご入 、

tlj、 ~')1Ti の11<'4体数(土汽Um傾向!とあろも(，'_)2ヲ 11 (/)!J合 !t何 ζ ，1: (J 'rrr!: '!'がflú .lj されて L 、る ß )i !1;，I-にあり，

る o 2 jJ)!iJ 9 }J 2宮沢〆 10ノ J 1] :1 の， hfì!tÓ拡点力:タET:.-.~ L ~C ~ ì く…方3 却しくf!汗![♂活れる悩{本数も少なくな

げ)， jj{:; !I <ilijj!II<: ， 1れが ~2j がよ[て :91') I゙I fま 10n 1 J 〆27E会!引におろがïJDJ-;: ，似体数;土減少傾向にわ、内 j戸

丸ヂカ"lと i主主与 [;rぇ減/よ/'j 之}カ1)っ fJ;法(: t_， -(μ し、?て，王とんどギrtt ':l ;i})みからなおで .J:)

ブソオオ 7 プラしひし E るト F'7イノはとのあJ Ji( (~) fi;1 体れいご:;.!iG 、ものと;(，;.:) 1 の'別主JJi-C(，ふ

ツでヘリヒラタアブ(l) "、るものはなかっ /J が， J�j;idC(j 6 本にへ lJ t:弓タアヅがいた c にの 6 ぷの店、日jの

ラム手の平:ノ休校〈ば) 76 ， 5 ム 23‘ 7 siR'~C あザ、 f、が，その1[1，グJf!Jマツでは 3 1， 5 :1 20 時限 lと 3 ぎな匂了

~ ，守、

」品川ノケージの;! I()) ]08 では，'ノ_，'-.. ~'.- 島、】._t_. .J__ 
、ノ"与に v '/ ~、合、'K Î ，い，かった、しかし 1 Jtrl 述、 lとばfJ，j お(}){防i1\:.]設はほ

間UUiこ{肉体欽が r!t!JI!している φ とのぺ 1 (/)]1月 ~~:':A, すなわ1?; ~治 2 却の泊り)i:: ヘリヒァタアつ 3丸、だトト、才

ツ長(，とヲアづアムシば，立ボ +:-('1〆総体~!ノた f、 2 JiJl C') Yi1i初] !プ Li，へ!ヒラ引アアのいなかづ 1， I、マツ

16. 1 ::c 8 ， 持日長γ つフム、ンの'1fltij {本数 /β72.0 土1. 4 3M) 2 斗にと出京(.(ヘ'1ヒラタゥ fがし、 t:，のつら，

の 7 ;Þ:iと lえし 1なン 7、 N" IJ ヒラ♂アプとアプラムジ;ノ) IXH)~ ::t ~r; 1 と灼似している" 仏ケージをか

l肉体数 l 立げている 108 lR C)Y'jjjfn の似体訟は，ヘリヒァタ r つt がみられ悦!と似し允ちの\了点，.) f.てが、

i)) 0 、 t: 十旬、 Iγ ブラム人

'1二ible 14. 105 lx , lOG I乏のトト 7 ツ樹上のトトマツオオアイラロ')1[(i) f* ~~}{二予
そのうちへ1) 1.:.:. ラノ7 r ブ、幼'.1' (i)いご次数の;知f7

The lll1D1 ber of Cinara todoco1a on a tre日 and the p日rce‘nta1ミe
of thと trees on which D�ea all!etj was observed 

内".. lJ fニァタ fr:，汗，; :l 1ij の QGï 切に、2 明/ぶ -916'1; 0)ふやか l 柿守 f言、 7KL 、 F

UO , 

、

J
U
r
v

41ι() 

ιl ヘりり

8l 

lCi 八ノ
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シは絶滅した。 ζ の第 3 郊にはヘリヒァタアプの矧体数は少なくなっているが，日fi生依i体;の死亡が多くな

ってアブラムシも大きく減少し，ケー白ジの内外の死で二滋はおおよそう7 しい。以}二のようにへ 1) ヒラタアブ

による捕食によ勺てぜ'EI'.率が{Jt r した現象ば Fig. 23 "ご認められたような自然な(肉体Wßの秋取における

許':E淑?あるいは密)(の低下をよく説明す一るものと忠われる。

ととろで，樹jこのトドマツオオアブラの偶体粉、思 iJ にヘリヒラタアブのいる本数の割合奈見ると， Table 

13 からも捻測されるようにへリヒラタアブはアブラムシのf間体数の多い樹上に認められる倣向がある

くTable 14)。天倣うまiを除去している 108 R互の宮月中旬から 10 月ド勾までの1fI;)体数の変化率は 0 ， 75 であ

るが，ヘリヒラタアブのいる各宍験l廷では 0.051ご );1ししている(変化J主主主

とれば，ヘリヒラタアブが樹 iーにいる 1湾体数の多し、トドマツオオアブラを 100% 近く il!ìlきして絶滅させる

ためであろうと瓜われる。

1it生世代の成虫は 10 月下旬どろから産卵を開始する c 1973 年 11)]5 日の WI\むをでは 105 [えには 19 郊の

凶f.n~~t と 17 僚の卵， ケージを:かけていた 108 iまには 105línの姥!炎上!{と 6:32 iitì の卵があ -，1，こ。 1974 ff'. 5 月

11 R に澗宝ましたととろ， 105 rおごは 35J活;の成熟ßf' が， 108 区には 551 個の成熟1mがあヮ 7こ。 との試験地

において p 平均 2 {Ii，!以上の卵が jli; みつ u.. られている。 Þï'fiH節目立とilの路手;Jを前日するような要因がf]':{i砕しpで

いるとは忠われない。

との試験111日lLおいてはへ iJ iニラタアプによ「で1ihl体数が減少しないならば千j性世代の個体数の顕著な減

少はないc したがヮてャその場合にはlm[立十分 lL;pぞみつけられるものとよ~I、われ，クモ績などによる幹母の

死亡も少なく， トドマツオオアプラば IiVJ い i?j笈で IJt.f\::をくりかえすものと 11毛泌されるむすなわち，へ 1) ヒ

ラタアフ、存立:とする長iif主役の天敵類に J、ってトドマツオオアブラの'dE!=.'れ あるいは街皮が Fi必 23 の

ように仏L く{来たれているものと JiLJJiつれる u

3 句 人工造林地における議議抵抗 (2)

ド、J

:)-1 ，試験地および実験の概要警

林業試験場北街道交場樹木閣には， あわせて 0.5 ha ほどのトドマツの若し、法林地があるの このうち (Jη

-----;，~~-~分 F::tcJよそ :)a の造林地 (1971 q白容桜はりがある。 頭初;こは， トドマツがおよそ 1m 間隔に 3007仕

組 iえされていたが， 1971 年， 1972 干にば会く F 入れがなく放l守されてしにじ とりオナ ~+l)j iと l 土庁!丈 2m

のギクイそがイlIT lと繁茂 LJS との被換点.~;~;it: t)で村1タけれ るものが多均し l f40 とのため 1973{五にはおにそ 1 :l 1

がとな〉でい売門 1973 年に r の治守本j也 0) トドマツ lζfiA蕊ずるトドマツオオγブラの自然なf肉体若干の RPrl夜

を1Tなったとごろ，およそ 4.696 にあたる 6 点、 iと奇再度な海主ヰA受けていたcζ のifl林地におけるトドマ、ソ

オオアブラはきわめて低いう存度:にほたれているものと思わ才i る。このえν付加と試験IX をう交:ょした c 試験iX

は 1973 tf. fJí実'ÌJ: iま iま 3 illiJ rVrj ごとにひ:刈りを定!唱した。

桧jノ問の l:t1 iどはトドマツ UlJ造林地が数かげdζ分かれて夜行してし、る〈 とのぺ ι 試験ヌーから約 20 III 離

れた造林ヱIQ (法行、11Q 1 )はよそ 0.2 ha の> 10 欲作Aよ1: ，i) シラカンパとカラ 7'/ OJ キ[11よ子 j状地主Utl!. V

経j ト1前)&されたものであり，ここに;まトドマツオオアプラの荷主i~lずは免告が認められているため~ ~首ïOi

AHk主 l して使y! j したりこのほカペこちも.\ 1 かJiJi Cì;υ本 l也 ll) 一， トドマツオオアプうのf1キq

息状況の持基 t(lな羽交安打、なぺた J これらの給栄は Table 15 iこ -'f;r，した。 この樹木l必においてはs ト F
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林業試験場 IL海道支湯布専向 6 Jtl~)尽におけるトドマツオオアブラ
の主目立i1;{ ， 校 l丸あ忍いは主主j交(lヲ73 "\臼 n 27 fl iJ，~1U 

Density , abu l1da l1Ce, or the pcrcentage ()f trees infested by 
CiJZa/'a todoι ola a�: 6 places in Hokl五aÎ.do Br乱nch of Gov. 1よりr.
Exp. Sta. (Survey on Sep , 24, 1978) 

T、able 1.5, 

日
川

1
y
p
 Jti 

Place 

HjJ, 

ι 

，り

S‘。

j
 

t
t
t
 
、

、

i，
r
 

0.0 

S_D 

p本
、J 、， u 

、
j

,: 
CJ 

j
ι
 

ι
 

メ.，
ノ

fミ

f、

'../ 

)
 

F
Mペ

ー
ー

N 

/! 

100 

"ハ
t 、j

2つ

*: 

マツオ 1 アブラ;三部分的にはバ!ざ;1:([な発生殺し亡いるが2 試験はにおいては?とオ;めでイtI~&'i:fえな免状訟で

あるといえる c

ζ の試験[えにおける実験のほかに，ぞれらの実験な hô .ft~ ずる験を樹木間lこド見i 技する

あふいは約 7 今Pあわせて約 o.;:! h_a ほどの t'rüH:rにわたってトト‘ 7 、ソの rl\ 一九災liiIT， L!:o 之湯構内滋i主Hど

ぷj ドジ)~tj: ~I 川、ド7 ツが総 1& ~\れている。周主誌には]， 1，'マツオオアブうの込 t(; ft8iょizitれ;U三とんどんゼ、めら lL

,>" 7" ?_}必 f
'-_ '-'， cJ-. i コないようであど、が子のん(:fシ~'_f町 C!ili! J.tjffi) iこ Lt -lj~~ �" "l tr'} JJ~~での )(>!L がみられている('1'品ble lli)) 

1966ハ 1969 1f. iと 20 crn 隔で;:~. ~l Jこトドマツ机1O't会決ノLL (i)1a の小泌総な昆虫自，~rHi本であり，

乙ラカンパ守!トドマツの rCff設のしている。被jì~ :7~.1殺のノに m5分は Iml!;%'i HI '(ブミ腕したが，… tj5j} は 11m場 1 iご

才て :MEIJI した作

おけ。 出Hi託可決定忠実 f;j:]f'j，:ぞ験のi!i裂は Table lfj G:) ニおりであ

この試験 l乏におし、ても，定fí L くト./ 、、! i!+LUζ移っあるいはト F マツ γf 才アブァ (i)it治:とから JU~却して〉

~ ;U(ç)~fJ-t~t'i.~_t -f(のん亡 Jご隙 J、!する嬰VJが，似体îf( のうトV':::<; 士会トドマツオーオアブうが治部長1)仏71するころ

1 るりし f工がっ守C 守 ととでも校な lrバを 54たしているとおのがs ベ ?f;J咜 ()) 1:\'1.キ.t{Jjけるつえて〉

ルiC~í~え尽にれサみ付、 lÛJ， 1 ;こ民点>d::ftN' いた文)5*ぐと，)としたのと f' らのfi寺ご f!ft '、手:; C~ ¥&!: IIJ Ci) Y]ﾏ( IUJ 

1\句評'i)皇 iC "6':J していると止から， !たち?のギj)'J j!限立1(;えが移動p 分散しているノいものとねわれる ο

どのため，名 i司 Fγ ツドjt11こつり ]ju えら t しず.'土iJ!kfl!!¥iﾍ'].u i:t, I忠良!J :~して l 卒、に:3 ~(jJ!ょした c

どのような嬰阪がえ1擦な役制そみよしている 1.1必淵ぺトドマツオ対アブラが:li方的考会日始 .• r る r ろに，

i の夫免~J~t11é~ 1 E時的J する又自による 111i1誌をゑ点的に;ノたμ 日すなわち 3ク不安1ぞ長命 L ノ �7' / '-.. (; ，~-、 v、，

そ Lりようなトドマツ iとケぃジ本ffClEZ 10， 1，、 t.: r ト、ずツ iとつ付加えられたトドゥツオオアプラ (207 lX入

Jヌ).~ Cf;)るし‘(，:;)(欣;~(jをにたしない JJÏrÙ (20:3 ほ〉などかげで天敵怒i本:lCと郊にわたってとjζi ノ 7ニ i易イ7

?と J、る j?&， ~~{f と，災ir{;:~iふによる

ケージをかけた実験区 (206 lメ〉における矯J}t>~翌日岳民活iI して考えるため2 jf，店長績予ユ rjJiと入才1ノナJ ままで，

のヲF.r.どの終 j誌を'，'l:L \t支. .f.;í):討し?と。とくに，ヴ…ジによる



- 50 林業試験場研究桜台第 279 号

Table 16‘ オゴ~}るトド守ツオオアブラ

Summary of the procedure of tb忠告xperiments on C匤ara lodocola 
.in the fi巴1d of Hokkaido Branch, Gov, For. Exp. Sta. 

実験反| 実験内容

E文p. No.! Snbstance of exp配riment I Place 

201 無ケージ， ofntd務i訪ti日o:421 
Natural conditiou 

202 Ii 1/ /! 5 

?O:3 fl 試p験a 五 i玄 N /1 10 
Exn. field 

204 1I N開urser場v 
IJ 20 

205 ノァーグ/が ヲず以r ~'.，:r~前 11 " 
1 .--...' ') I,!;r;\ rt:r 1/ 

206 ノ/ I -,-;"ir ，!~ri'ì N ! f侔 /1 ノJ

20 〆 ドつ"1'1111 ズ 11 元日) .九 kW{凶‘む ノ/ ノ'1 υ λ' 

203 ノ I hW 怯幸 l !I 'ノ 11 

209 Il 10 2 

210 Ii 3 。内 I! 

1 H 5 10 8. 

212 11 会干署告 !マ r.jお rl:~ ! 1) 11 も‘

21 ? 1I 11指I令lS 虫 10 ノ4工

151; instar 
21 <I- /1 !/ 3 3 ま，

22D EロAマl [を (¥3¥) 
Degγ記巴 abundanc;う

2つ l 1I ( 36)* 

t卲n 1 
222 !I I r志i tる (108) 

Nurserv 
一一一一一円

生 1974 今には 20 本について支出量。 ln 1974, 20 trees were observed恥
料 1 IIß分のみ除去。 Partly removed on Sep. ]4. 

S ‘ 8'~， 

8.15ハJ

8. 8..J 

呂、 15へノ

*ネ
\+.~.守.14

/1 

Ji!川λ滋のlt ，i絞そ行なったり同様の実験i土問J，j}lITあるいはIilll場 1 でも支施した。 なお含 1973 ifにつけ加え

られた 2121:>((己 主主みつけられた卵数は 3 ， 500 枚以とにのぼ勺 t:c 1974 年にはとれらの卵からふ化した

ト F '7ツオオアブラの鋭まきを行ない， う疋阪知のぞ(たしている役訟を封!:測した (220 iX)。 また， 51ft機縁境

条件全とりわけ降溺による影響を 202 ほ， 203 [K，あるいは 207 区において観察したc

守主役 llt代の， @!体13;の減少:ζ関与する愛~ë~のむ1祭 (r:]二百己の {í-)ピ験阪において実施 L" !ご(.と(， tこ，ヘリヒ

ラタアプがどのようなトトー?ツに多く観察されるか骨あるいはまたヘリヒラタアブカ丸、る場合といない場

必とで，強fJ.のアブラムシの個体数の変化のしlfがどのように呉なるかを推測した。

トドマツオオアブラ;こ集まるアリの穏溺と， トドマツオオアブラの増強との[i'，jに関主主が認められるので
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i;�-t，"({; 、か L L ?~)叫が;、 トドヴ-;オーアプヲ ;ζfJ; 之t 勺てく ζ t ij 予 'FT'タ~t(ソト (i i

る郊、を文 j 任したっ 'rrì.仏 19'73 ;r 9 1fì，お I1 (混ぜS) 1Il)昔 日 !J 26 il Cよ店、 FliJNù 1 , m, 

1, TI) づ γ 人;ζ 1;)、 .20 校 0) シ γ~ 1 m 心 () g -}-<'. ) 0) ú}"!;j)_t与ぞその i 山

~ ;,-}- I 、付τ オ，-;-- ，，'ブ-，，.. 1) 
"、::''t、 J、_} '" -..... r ,._,' / 

争.，
h、 r i _ {) 

1971 '1ぺζ 、コ ;-'J )J!1えら γ ブラムミ/しt ， Þ)銘柄 I人! と jゴ渋[

社} 1974 {:j 土 ìi'! ;tJ配 I (')菜災し士r も:けを C. ì -jこ c

1( 円湾!)I'N ;:::せた t (/)~ており， 19'73 

:，~，，- 2. 絞5誌と考察

3~2 1 ‘符治指分写

;ttf災じくもにじい'''C 1 ドマツ」除去!ないトドマ、γ;三トドァ y オオアプラ <t: ") i!'!m;' , 

、?の放しりJ_~!/:jト地点一切荻!ノ. cr、abk 17)( ジモ庁、心どfJJ J\主主なまま放刊している 203υλ

10 トドマいノ〆ヲ ~~， ;t.( だ!、 I♂ず γ ;4" ./ラ‘ んた 1 去に 30:<;，はわら::~入の~;:

Tahle 17. トドγ ツ才オ γ"/' /~コえた入 μ，j !J こ 1 月後のが

TilU EJCICCIli ElEt of th日 tl ど日告 OD. wbich Cina}'{/ tυdocola ¥vere (} bse:r ¥' cd 
af ter 1 l1.lOnth of rele注目i.nふ and the abundnnce u:f CimufJ !odo(o[a 
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域対i していた。ノtJ， トドマツオオアブラをつけ加えたi丸クモ!泌を務 1ごさせないように注:意して怒冷紗

のノr. ージそかけた， 206 ほの 10 本のトドマツのうち必然， すなわち 4 本で増殖が認められたのそれらの

2 D互の数j交はほとんどそ干しく，クモ実nなどの天敵類の活動そ自由なままにしておく場1今、 lとは，ケージをか

けてもかけはくても寄生率，あるいは数皮はおおよそ同じような伎となっているっところでs アブラムシ

そ;放鈎ずる際 lとは，クモ;~(\などの天倣類を桔uこからたたき落としてとり除いたが，その後は自由なままに

しておいた 207 践の 10.衣のトドマツのうち 3 本で増殖が認められている。その割合、多あるいは樹 iーの何i

体数などはJ京別的 lζ クモ芸員の活動を会〈白 iむなままにしておいた 203 区，あるいり、 206 C叉とほとんど異な

らないのこれらに反して，樹とのクモ鋭をとり除いてつけ加え，その後も天敵類が{乏入しないようにケー

ジでおおった 107誌のうら 8 :択で主主箔が認められた (212 区)。

試験はにおける上記のような実験結果から? レ亡きたトドマツオオアプラの犠殖を妨げる役割をク

そなどの天敵要員が京/こしているととが挽測される。との点を確認するため~ fr市1場 lli，あるいは関場 I のト

ドマツを供試木として[町長の実験を実践した。その結果は Table 17 !と一括した n グモ類などの天敵丈主任

自由なままに欣置した開場I立のトドマツは:丸木であり (201 区， 2021玄)， ζ のうち約 3296 にのぼる 10

本で増織が;7Jめられていた。試験i玄と防総iと， 511l'jの成 !1(をつけ加えた 202 I?{だけに限定すれば 21 木の

うち 3 本z すなわち 14.3絡である。また，関Jjájl 1とは 20 ヰ;の;J.:~).~実際 204 を設定したが， ζ れには 2 ネ;ヨ

すなわち 10郊のtMJ:で J符7械が認められた。づけ加えられた供試!Ì1の発育段11'6'以外の点目日立，試験区におけ

る 206 区と同様な処淑をした 205 i玄の 10*0) トドマツにゆ 1 月後iζJ蛍磁している例はなかった。またp

試験院における 207 [又と問機 t:;処照在、[ノた 2081三の， ~O 本のトドマツにはおよそ 3396$ すなわち 10 本に

犠飛iが認められた。これらと類似した処強 i玄ではあるが，校、試 tlZの発育段階あるいは放飼頭数などの条約A

が奥なる 209 r丸 210 況の 5 本のうち 1 木，すなわち 20対でif!婚が認められた。 一方 l'-~ 2 齢幼虫に

ついて 212 ほと向様な処潔をf1なった 211 ， 213 , 214 の各区の， 17 本のうち 15 ;九すなわち 8896にi詩摘

が観察されている。試験ほと陪;ji;ijiにおけるうた君主条件は必ずしも尚一とは|浪りないがs 実験内容の共通な実

験区ごとにおおよそ類似した寄生家となっている。

これらの実験から，グモデ兵などの:ぇ紋j\fi(む移入してきたトドマツオオアプラが増泌を開始するのを防

止するうえで2 京裂な役割を;q~たじていて，グモ績の活動が期待されない場合 lとは，移入してきたトドマ

yオ;者アブラのほとんとツ)~増殖を rJi1始するものと推測さえ したのまた， 時的 iζ クモ実質;をたたき務としによ

って除去しでも，それらの!引いとは lRn肉にふたたびクモ類が見つかる抑]が多い。との傾向は，放飼後

のI1寺問の経過にともなう死亡率の，変化のうえでも銭安定される。すなわら hH:i] した lml: f炎の 1 日間の%t:

2容は 204 rx:が 89汚であり，クモ籾与を徐Jとした 208 [えが 63.:1.%である。 との死亡率には有蕊な差がある

(P>O.Ol\ゥクモ子百がいる場合といなし、場 /7 の死亡}'t~(i ~明らかに;1fなるものといえる。しかし， 2 ~~ 3 

H め，あるいは放剣後 5 日 1mの烈TßlvE亡〆キγごは有 1まな廷がだくなっている。一時的にクモ却を除去しで

も，クモ芯iが樹 1:.1と移ってくるにつれて死亡が生じ) *f~j 照的には jilj ヒJ ようになってしまう。移入してきた

トドマツ樹とにおけるクモ類の間体数よりも，造林地全体にわたるクモ殺の街ITtがアブラムシのゴfと[:Jキ〈与を

決定するうえでp 重;裂な~[凡となるものと忠われる。

フミ敵類宅全自然なままに放霞している'Jf検 fKiこ éU1J，.しているクモ績の個体数を調べたところ， 201 Þさは

1. 0 土1. 8 政 (1971 IcY.8 月 17 I~ 総長， 1':1 訟の，試験反と関場鼠 (1973 "手話月 31 H 調査， u奴1]) の各 10 不

のトドマツにはそれぞれ 2.9 士 0.9 頭， 6.4 土 2.8 顕であった。 また， 204 I?{!と除草桜する 208 区の 10 本
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札口、ドマツ話、j上の F を jおそ1::，七H)[i一れこ敷しリ伊;乃花の 1

にたたき fg 止しと正[ーだところ， G. :3 三I.J!il O ク

モ主nが観察された (197'Pi' 8 fj 19 Il) 0 それぞ、 ;n Q) 

駁[6:&と，つけノ!]Uえられたトドマツオ アプテ 1 tt [.i 2九

たりのクモ郊の休数は， 201 rJ.が o‘ i 耳目F 20:3 Q{が

0.6 SJJL 201 じくがりも 7 YiN, 202 院が1. 3 立民と tU!j され

ナニ) ，fl立が 0) 1 )j後 1乃アブ弓ムシぐf!jーネ i ま 201 iZ ,0"10 

s"b'j 203 ぽ;が 30句、 204 区が 10(弘 202 r幻立 14‘ 3%で

ふァ _J~ .;弘白
じっち) (' J:. j-:"-~ トドマツオオアアア した[丸クギ

般会J答ドちせないように L てケ ジ存'かけ式， 20,) [パ

のトドマ、:1 ~ごは， おおよそ札 4 ヰニ 2 ‘ 8 立n (HiiU), 206 

は 2.9 + 0.9 良心〉グモ紛が\/、これらのだ験L{

におけ与i' ["7 ツオスムアブラ 1 i渋あ りのクモ芸員ci)(1M 

斗:数 1;; ， 20ι 広がおよそ 0.6 fiJ'l, 205 !又治 \Jj よ，く 1 ‘ 3

e 

.. 

附'dr> nu r<ìb01 叶 p引c;即(;:i tCd.にo/a
1 トコプヌ強女 、 t 恥:1: 1骨字誌

Fig , 29 トドマツオオアブブがつけ力日え

りれたお'.Æ;月前区にいるクヰユ芸高(j')![\]i ド数と〉

1/1 i交に i' i'> マツオオアブラ iß計日主して
し 1 るトドマツ(iJ 'it;U 合
TlH~ mean number ()f sp冝ers per 
ind�冝ual ()f Cinala todor けla on the 
trees at the beginning 01 each ex畑

perÍm巴nt， and the in:festatlon r乱te of 
{二 tod.μco!a after 1 11)ol1t:h. 

，U良ご ib ノ~') (: }/xふj した 1 !j Í;サ ω アプァムシの許二本は 20G 1ズが 40;ふ 20ô liが()%であ、 t. ,. t アツ rMJ.

のγ グラムシ 1 fl:Hあたりのクモ郊の似体欽と， 'df!_U ,/) .:[:... .. 

ヂ良心件、主主土 ;fFょ í. ネQC(j:_街抜 /;!3司 íff，がみられる。 たがってp 作人して子ぐた|ドマ Y 河オアヴラのイ1，\1 (本数

が少ない4l;{Î'? すなわ下ノ }rj;'I!' 1 特 lJ!j女!?するまマ，あるいは iWl始 らなるコロニ の:t{)j

トドマツ~ :1 アヅ、守 jßj}/F~[\(クモこよ「て jri\食されるものがいとめ:測される t、しかしながら，点、 ?l'、 1十
)---1 "-¥ "" ~ 

を tH~l ，hú して::1口ニ を 1(: 1，&'1ャ「るようになし アブラムシ 1 Qúあたりのクモお;のが，I(本 111はみ減少す

して京民たものでクそ j:fi ，~;l Jj'il jJt~ tl\ は
三三千ヂ上 。グ

γ'- ， ο コロ~.~ ，♂弓形 I点してし、るようなトドマツオえず

tJ:(t(，--，ように芯 られゐ心

ク~~:i'(:j .;7怠業克験休内， +i}i_J.、校f.Jと人 L i!主体 j也~. 1[,].1),'i, Q)ぷ検出や !lUl JE\m においても)(I~ii{ .1::.(\白川去した も

かかわらヂ~ Jm割引の見られほ し、ト ーマツがあ勺?、こり すなわち P ケ ジ 1;> か ;JTフ、敵ぷたした 27 本のト

ドマツ υJ うち， 23 〆かでは i手{;，0ì!\( 点、見られたが、 14.8% !と 3うたる 4 本でがな/þ .'、た〉〆:れらの J ドマ

ツお!で lふ ト!-'. 7'ツ河オアノヲの幣持1がl利均[えぶものむはないかと以われ

務数多分散の盛んな GJJ ド勾〆ザ 7 )J r_-j:.l {1j V:. ~;t '，;l~ 句会は 15 0じよりも [""J く 1 '-11~ i}.~~l ':三よって死亡するよう

なととはないもの 捻泌されるや移入してきた I~'í役のト}ブツオオアヅラが，降 i↓iiこよ て務ドずるよう

なことがあり匂そっじた二とによって，玉川i jyi'?iν二 'f!:泌として幼子、でい かど勺かを:I};l，るため，人為 I i'] 1(. 

つけ加えられた成以どっし、と号 cnの前伎の 11/;] 体:次会比絞した) 1台73 8 17 {ζ99 III III 孝三n がよ)つ

たヵ\ 16 H ICつけ加えられた 207 1Xは 17 11 の羽 ω泌が， 1(. ミ 2.8 ←1. 3 j}j'iであ 18 11 :，ご;立 3.8 ← 2 ， 9

政となっていた L目立 :30) 。 もみτ 、>.
J..../、- , rjrI 々 につけ力i1えられ/ぺ: 203 [誌で 16 iこ:弘 3 土1. 2 jiJ\のアフラ

ムシがいたが? 18 日 i こ;立 4. 8 + 2. :'¥ iiflとなってし、だ。 問主ú i.， !l見i古し(立!ノ γ〉たト F '-.7"ヅ対方アブラ:こ{ら

降雨 i主主EIご裂回とはならないようである(1 17 H ~こっ 日!] X.いられ， その士、からFliとな ， fこ 202 2 [パ 77;z

18 H i(' L 8 土 0.4 支えに減少していたが， この liえは 20312:，ある v.，\ 土 207況がつ上!日えられたjお了?の， Il i仁人

i、における 1 11 iFI (j)減少キフとほとんどよ:がなむ、心 トドマツノ'1 ';7 アブラ(幻長約(;)イT!!!(i とかかわらず[t，j:j:ifi. i こ 411

Aもあ令いLt減少してし、るものと捻測さ写しるつ



t2 
品

に
υ 林業試験場研究桜むA 第 279 号

12 

7 口

3
 

η
い

J
L
 

も

h
u
r

吋

A
W
U
C市
町υ
C『
，h
ぐ

J
!
!

、
J
R

川F
J
b
u
利

。

口
。
ハ
M
V
4

ω
←
句L
C
O

加
の
い
引
の

ω

時c
h

品
川
体

F
h
d
 

ー

ハ
U

17 19 

8 月 AUQust
day 21 

F刕. 30 ノ)- > ジ与をかけずにつけ加えられた

トドマツオオアプラの， !i!Z締役数 Ufijj の

;没;受と寄バ:ヰiの交([~ (斜線;:il\j}，すなわ
ら 8 〆 17 H (とは 99mm
なお， x!-~î，線は密j受:である c〉
1'h巴 chang巴s ì註 artificl呂l1 y introduc尼d

populations which were releas色d at 
the rainy day (t11e aηlOunt of r註infall
was 99 mm) (No哩 202~2) ， the previous 
day (No , 207) or two day日 E日 fore (No , 

203). Dott記d line shows d白nsity ，

ω 

忠

33m 7.20 

221 

?jjhプごfJ:
一~ 5 --4< “ら “ 令今~ � - •,_ 

円、 γh

町長;. :il 試Hj1主 ß: (220 区) ，あるいはxu林
地 I (221 1ま) ~ζ渋みつけられたトドマ
ツオオアブラの，溶からJ.fI/，の士i~~直径遜
The changes in t11e populations in 
the experimental 五巴kl (No. 220) or in 
the plantation 1 (No. 221). No. 221 
was natural population, and No, 220 
populatioll was based on the eggs 
whicl1 were depos�ed by fema1es of 
art禛idaUy introduced populatiol1 i.n 

th色 prevj01J S year. 

1973 年につけ加えられた多 各実験iベのトドマツオオアブラの最終tlI:ít:とよって， ぶ:J淡 IX;CjIff された

卵ぞ 220 [XL 称し， これについγ その後の 1~;ayi f:I経過を観察 i ノた(1"ìg. 31)" 1973 年にケ μ ジをかけてい

た， 212 区在主とする FJJC3完了XQ) トドマツオオアブラによってn:r-干された卵のうち 1974 〆片 4n 15 日に外
見|二ほほ健色ごあろうと推測された卵欽に対しじ幹f司である jお 1 世代の成~j( nへ;やはきわめて少ないも

のとなっているむとくに，ふ{七時服から成!立になるまでの，iJ;rji出における i国体数の減少にはp 殺しいものが

ある。 とのような í[~: i;'， J，ik の減少は，自然な ítðl iいffである世 1 (221 ほJ のトドマツオオアブラよりも

はるかに大ざい。と れは，、検じ之の斡fまか;スメメによ勺て大E:Uこ柿 jえされたと 2 も，その VJ となってい

る o '9ーなわち， 5 Yl 21 H の附 j1fì;と浮きして，試験[くには 10 羽のスズメが飛来して. 人ドマ Y オオアブラ

を捕食しているこころが制fたされていた。スヌメがしばしばくして捕食している J うに巴われた 1 本の

トドマツについていえば噌 Ei JJ 21 U に生台、していた 193 IGiのうち， 64 ， 3;ぢ;こ相↑ずる1.24 TIJミが 1 f]で Jiil

fミ ð;(LJ ;J ;-:-:j 22 日にいた 69 j立!のうち， 31. 9% に初当する 22 ガiが河t;Ì{vζ1 rmCjt!ì Jミされている。 5 月

21 H から 25 日までの逆転't: した 4 H i}iJ の紙芝需によれば， トドマツォオアプラ 0)1自体数の減少は，スズメの

飛来ーした総 Liζ 多い (F眠、 ~32)~，ん察111下 cとスズメの1わにしなかす、六トドマツでも， ふ iL以外 OJII寺 !;tj iと Ji古

来している可能性もおり，そのような樹 Lにおけるスズメ{とにる術交は，必ずしも干しj定JまされfIい。しか

し 3 死亡率がゼロのものは，スズメの )W求心 3もられてし、ぐよいトドマツ iζjjH られており，スズメが捕食しな
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iよ i日， 33 下 ど :イ川十日 本t::í L ，
ぷ dミ(凶人口)り立でしう l二ぶじぷ

(2?O [辻)) (1)しは JL，l，外 1 (:221 12) 
ぷに)

"[,he re1 λUOllsl: ip 1:;c1 wecn the nUlllLer of 

:2 nc1 in ゎtar lrn.1H日tm 巴8 of C匤ara !od(Jco!a 
日目立 lrec and thc mort:ali i:y in the period 

from :2 nd instar imnwi.urc 1.0 adLllt Oll 
th巴 trc弘 Black shows No. :220 populat�. on 

�11 the cxperÎ1nenta.l日記.ld and whitc shows 

No , 221 poplllat1on in l.he 1'.1日ロ tation 1 

<:, 

っそのぶうなが'Hふアブラムシ fハ例体数のかなし 1 樹! 1と5 い主じりとければそれほど死亡しない

さ lζふ {γ ぺご してしV二，ゲ u 月 14 11 (/)) ': l' 、
、

、ト γ 、γ ;:l~ 'T プラ it ::， '( /"7、つt
-ノ、」ろとある J

とむ〉ょっすE 主jji 1 ごのダ[C>卒、 l の問係令 Fiι~:， 3 ~，二時打む(Ï)I次J人Lの 2 市Ý};7JJ~ 1川μJK L ヲ

.I.U~(Z!)) 寸J j ゾヴむその(f.Yj () :!~'L [こては，が， lOO ちのヲロピは:!，ごの μ1; !~(のよ七校 (J:!; .~~いもの !ζ く j、Hご

，* ""'U. ι ム)

川 U:-Tl O白訟 の十ど"り :nι: ，;:'1 

Fïg, 34 、ト、~..->ツ +DJ ト 5ノロドマツオオ f ア j ト

E:;の 2 付~}}Jリの山 F、)"と i主滋 G):Uしは 220

iX , (i)u ( 221 I誌でるJ
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飛来日)観察トドマツ{お L i)) ， 主総

務、5 れなか 7 ナ二%上 C}) トド γ ツ;;1- 7¥--T'"]') 

" "、I.})";j (;) 
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r.n 
σ3 放主~J!!主後のトドマツオオアプラ iと集まっているアザの穏類別の本数と，それらにつし、て

1 月後;こ集まっているアリの澄類

The species of ants wh兤h w号re obs巴rv巴cl on a tre告 wíth Cinara todocola 

'T'able 18同

i 月後:とトドマツオ
オアブラのいないト
ドマツ
Trees on which 
todocola 可vεre abs忠良t

1 month ofγεi号as邑

放主~jl )ヲ後;乙ト l..;~ --:?ツオオアプラの寄Ejうしているトドマツ
Trees on "ァhích Cí持ara todocola wer巴 observecl
after 1 month of release 

企入
口

of tre邑$

0.0 

80.0 

1 ひ0，。

集まっているアリの種類別本数
No. of treεs on which ants were observed 

2 

100.0 

20.0 

O. 。

? 

OM G 

16.7 

100.0 

0.0 

n
J
V
S
L

ウ
ム
円

V

~ 

d 

100.0 

83.3 

O. 。

100.0 

U 

1

5

0

1

 

1 本**

6'事ネ水

?*** 
唱キ** 議

N
3
m〕
，

L. t1iger 

Myrmica sp. 
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のァ各実験!忍にいる斡wのl次点数を Fíg. 34 IC ノ'J" した。スズメによる捕食をうi3.1く交けたと }~Hわれる 220rx

-7三!キ
'..-. '/<;ト， 2 il:0ýJj虫数0)著しく違っていたトドマツ樹とでも， i;持母J3xA;の{阪本数 lま iまいt々 しくなっているじ

試験長互において，尚筏皮iζ続卵されたとの 220 区の策 2 )11: 代以後の明織の終i樹立含造不十;八u と全く iüJ綴

た:総)@でよ〉る (Fíg‘ :')1)0 すでに推測されていたように， トドマツオオ「ブラの密度がひとたびおくなれ

ば9 スズメやクモ績のような給食者で あるいは街j疫を低ドさせる薬問とはなり fりないよう切であ

る。

つけ加えられたアプラムシにはョ アリが1$ご主フでくる (Table 18) 。方;zQiijD負担との試験 Iえのアブラムシ

(203, 207 [え)にはアメイロアリ鼠が多く，ついでトピイロケアリ k ピイロケアりの*ま〉てし、

t .. こ 4 本には 1 月日之にもトドマツオオアブラカ丸、たが，アメイロアリの祭まっていたトト、マツでは20劣にあ

たる 2;キ;にしかアブラムンJ んぺいずよかった。立た p アリの集まっていなか '0 l: 4 不;には〉アブラムシはいな

くなっていた。盟場のアブラム νに集~ ~:)てきたアりにはクシヶアリ鼠， アメイロアリ民，あるいはクロ

ヤマアリが安い。このうちアメイロ γ りの泉ま勺ているものは試験はと問様， 1 月後まで残ってし 1 るアブ

ラムシは少なし、。クシケアリ l込やク口ヤ --<T リの1ffまったアブラムシでは， 1 月後にそれらのアリに代わ

ってトビイロケ r t) が~~ま}ているものがあり， ふれを除外すればおよそ 40あのトドマツからアプラム

シがいなくなっているの A}i, トビ--1' n ケア 1) の集まってしリ、;アブラムシの大{f[.5分:ふ 1 )j 後にもéÍ，怠し

ている。そのうえ，自ヲ'J!とはトピイ w ノ7γ リのいなかったトドマツにも 1 fJ後にはトピイロケアリが集ま

ってし、るものもあり y トピイロケアつが集まっているトド? ';;オ J寸アブラは絶滅しにくしリ、うにXtlわれ

る。 トドマツオオアフラに集会〉てくるアソの続発11ふそのアブラムシがよ??泌をつづけていくかどうかと

i宇H妥な調係があるようである c 自然な倒{，<);， 1げの観察では， l 本の i、 v マツらLUこ 2 1間以 i二のアブラムシの

コロニ ~--jJ~あっても， Jl~-;まゥてし 1 るアりはlf;主:泌であることが多い。;支:場構内では，集まっているアリは

トヒ、イロケアリがJE倒的に多い (T且ble 19) 。 しかし， l'合併!をまいてアリを J;I;~めたところp 秒*Itf*こ笑まっ

uてきたアり lま 9 トドマツオ河一アプラの訟!交の r~い、応外1:.1:自 I ではトピイロケアリが多\， , Hxのシャ{レJ二

lこ{也湿のア 1j といる場合与をさ:めて3 その 35 ， 5% (:j_トピイロケア!)で為った ο しかし p 試験区や部i滋i廷で

はアメイロアリ泌が多く， トピイロケア lj iまlO;-i) 以下にすぎない。 この {tl[[i'iJ は， つけ加えられたトドマ

ツオオアブ?に集まってきたア 1) の滋好!とや頃致したう野外のトドマツオオアプラ u: は E 最初Ht多くの滋の

アりが集まるたむ トビイロケアリのいるアブラムシがそのま主機長iりをつづけるのに lえし，その他のアリが

集まっている j}~}{:1 には，絶滅していくものが多いものと広、われる。とつして'-^ÍËJJJ:日]の{却とは，結果的

iζ ピイロケアりの五二まぜ〉ているトドマツオオアアラの i!r~J{T f゚ ïGiJ くなるものと j佐測される。

3 --2----2. :n~性 Itl1との設i九jlUJc

クモ主主などの天敵殺をとり[吐いた後Jζ? ケージをかけてぜ)(寸加えられたトドマツオオアヅラ (212 区〉

の 1図体主u土， 9 J1 fζfjJから 10 月上旬にかけてよええとなっているくFíg. :35丸、 ケ ジそかけてはいるが，

タモ鱗など Jを除 }2 していない 206 [X，あるいはケ向ージをかけていない 203 区や 207 区のトドマツ樹上の斜

体数はp 212 !ズのトドマツl!JLIーよりも少ないものが多い。しかしこれらの奈は郊， とりわけ 212 区と 206

[ズあるいば 206 況と 2(B ， 207 阪の数度の，とはね怠なたは認められない。 220 iメの観察;とよれば，

7 H から骨 n 5 I! O)!!(j iこ7)三， 9 )j 5 けから 17 !:lのiCïJ;こ 2 卒、のトドマツ悩!日で ifi泌が始まっており，

8)] 

v 
e 
、町一占

の 11寺JlJHとも成~Lの移動，分散があったも ω 止 j与えられる υ また， 203 [え p 2071Kiとはトドマツ i 爪あたり

およそ 8.3 :lて 5.0\墳のクモ知 (10n 24 日誠夜)， 206 区にも、!λJ!:j 4. 3 士 3 ， 5 ;tl!のクモ èt~ (11)J G :=1潟fiま〉
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や-8 ω一→←吋 9 -)(--明明 10 ~， →十一 一一部一→←-0~→←ー 1日一→←…

Fì認 :15 汰)必lλtζ.') }J\] ミら立 ト

ツオオアブラ江)， 8 Fj トイjJ i 三 l~:~i)!W 心')
f'f、 lちれたトドマツに.11/、てのうん

2主，うと》いは弘、ヘさこ支ぃγ る:イキf

The changes in artilidally ¥ntroｭ
duc日:l poplll孔tlons � th巴 eX]Jcri.

l.11cn1al l1eld噌 Dot i:cd n n.e sho'Vvs 
natural populat.卲Il. ín 工he plantaｭ
t伀ll 1 。

ドig ‘ 36 じ!l{;\ m iごけべられた i、トぞ

マ、ゾオトアプ弓の 8 ド fjj!-こ l~]yù\0) 
VいられJ ナ._.- ~，ツ lこっし、ど()) :yt!J:丸信

皮T あ子、 γt iJ民J喧士;こえ、Iずる i~:F!t)*、;

1、he changcs in 日 rtífi正 iλlJ y 絜txoｭ
duced POPl1latiOl1b in the nursery 
III、。otted line show品 natufal

popula1ﾌou ln iJ，と pl社Cむ，

かし ι/ヤ。 212 ほと 20:3，三07 v)IHlω 色なノいふ ιの安閑によるむ(りであろっ 汐毒 φ 分

j伐とヴと主むと;立， 、しも ;ζ で 1 三 はなり心 1，、も ω よ lin.):);，j't る〉

j点検!ぷ記したぷ!， l I1 ょJに示かl'(-m~ (:221!ズ)で iーし ん立 9 I、 ιl どろからと、;Ì;lLと Uルタ Lノザ亡しも

るのその交のな 11:のうちにドのど心ス:秘lメとむ目、だ J、にもの (Fig お)υ41件、 jお I にはク

モ ζl， ~:) J" tlJ食、足以リ ι い伎とい ?λ: 以外の !iE民が、とい ζ と泊、 jfiiWJ されるひところ

ヲ IrlJ.l，l{;jlll ケー~:/ .~:、カけ亡、〆) {1JJ えら J しれ 211 ixυ 引件しり γ吃 rt (D jJ~れらは，におい

て[， iltít!.i!JI以Jl.~~ 行だった 212 i./似していえ ，バ級iメ:と ;n!J i;imでは，ト、γ 、ソオオアブァ;ょ (J: う l(て

乙もの，~~J.U 4:) ~f' t る(.Fìg. :~kí)'ì しかし， ケ p ジを、、;ゆっ j ノリられ戸 20:; 1 iX: , ち乙 C. � ;-.:t' r! 長

な似体iff とおゐ 22:-> どは 211 川 iふノ? 9 ト しで

tら試験l託 J: も誌な 1 (, ~f '::.. J/�. {: � /) _,; >江川、 1 )) tJ 然 i~; の [fJzf7y!立 J少してし、乙大のみTttUJ1えの

うt: l':: 夜間;よノ主的 i 、j11~jm c (tft なっ f たのp ずなわちょω:主欠ナていがiti f汗 1 勺 HìjJt，jm;こ

it f1i11いてし、て"らのイイ\紋(~)減少に込た 1 とし B ど())く二 lリ之、 v

imi0~iこよれば， ).I ，:.\t 永江 1 や込Hrriこ るか試験Iまにお Uι て;工ム fしとみつからえμ 寸止のは 3 ヘリ

に子タアブの ;)ì.t:j.~に;、ノ~~~ Jd食で tちった jことえば， 劦l11JFi m 202 1 8 jj 29 こ 3 ノド υ〉、 "マツ

Li，:アプアムシ ijT l 、六:が l;) 0) :3 本())、 l 、 r ソ 8 ワ 9 L し、 ~J 9 22: 1 

丘、つのへl) 1 ラタ?ブ必J iJ'.がし、てブラムシベ引ノ℃いた 1 とれら JJjM.1 のアブラムン 9 fj 13 

あ毛いは 10 1 H 設でどねしてい/ー Y符活'Il'J\滋&I羽Uiにζ 主必， ，ヴ7 ろ f白"1:::究t比主 fえ、 ρ戸1乍い5川5
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9 Jj 22 日 iこ iまこ6 去に i、:、マツオオアブラが生足、していたく1973 Icf 9 Jj 13 日)。本のトドマツのっち3

こ才L らの話 j 仁のトドマツオオアブラは 10 ;1 111 ，のうち 2 ヰ;に各 l 認のヘリヒラタアブ幼よし、がし、たがs

で210 区〉209 (201 , 1971 年につけ加えられた各実紋ばít二、あるいは訪日までに絶滅していた。

8 :0,1j, 10 n 6 l1 にはこのうち 513 ネ:(.ζ トドマツオオアブラがえ仁怠しており (10 月 6 H) , は，

ヘゾヒラタアフ。;幼虫のいたトドマツ lとは，共コ透10 月 27 日 Jこは 3 木 !C 3 lIJjのへ')ヒラタアブ幼:訟を党た。

した I つの特徴がある。 すなわち， 1973;ドヲJ] 13 H ，こ 2011 [X，あるいは 223 [えのトロマツ M..Lのアブ

9 月 22 U iこへ l) ヒラタアプのいる割合、そノJミした 1‘able 20 から切らそれらのうち，ラムシの1!iil体数じ

この fuiíriョ;まヘリヒラタアプは 7 ブラムシの{附半数の多し、トドマツ樹上にいゐ傾向がある。かなように9

臨場砲ではケージをかけている1971 年の場合も同様である o 1973 年 lこは夜卵数の調査を行なったが，

21H述。を除いで，度卵を i Jiî fr合し fこ 1)九 1~主えは少なくて 19 l1l'Hこずぎな o 、。 1974 年 4n17 Ei J)調査では多 26Ît色。

の卵が緩みつけられてし、た。 lim~易盗のトド?ツオオアブラはヘリヒラタアブ、のうiiìì1誌によって，ほほ実験11M

始j.;、前守すなわちつけ方iJえられる以前の寄生率，あるいは密度に低下 L....ているものと思わtt る c

202-1 , 223 区 iC 19731;F 9 月 13 日;こ観察されたトドマツオオアブ

ラの 1lúl体数と， そのうちへリヒラタアブ幼虫のいるトドマツの本

î;tの割合。 201 ， 20丸 2131;;(( 立 19711flO}] 6 日について[BJ*~主である
'fh巴 nu汀lber of Ci持ara todocola on a tree and th記 percentage of the 
trees 011 wh祥h D冝ea alneti was olJserved 

'r‘able 20. 
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ι Crtï rFi) f イ h、とトドマ、ソ 1 オ r ヅラ心叶ぷ主:交 fí'iìi料、:貨の '1;))1.\1';v [\1すマ

:とよる JI !l ft1 受 y 十ごCi;1体 ~y，:: カ h ど(_J_j 上~)、ァ /"-1) ト ラノ'j -i;' 
'd  ;ft 主 nlt~ J i こお;十るトl'勺アオオノ/

へソヒラタア fのいない10ι! <4 U 五での潟市Ji士，>1 )j 27 ll}) 、に;)次ノ.pする7J'を-Hitffi"J Lf:: (T"able 21) 

ぷ; J:: そ U:l !ご減少していプがいお必i !. 止、1) 1.ニラ予H1!'.:)) T プラムシの体主れまj抗力1: しているが，

しみいなし s ト I ではほとんど f訂4( 1)'， !p'J 主主がない。."-..， 1) \_こ~; j: アからおはまでの矧!日I i;; 多;J" 10IJ4 

(まおよそ 1/2 減少してし、 <);.1 9. '~J. On の jli ，t変ジ〉おしいは (Flg ， 35) j)': ， へリヒラタアブカ丸、乙

10 15 日を"しへ!)ヒラタアブがし γごもし、ナCl立ヘザヒヰタアプによる羽によるものと初期J 、され

;之、 12 ， :;'じあ一三た丸山が '1 1 1'U V 

はl()OCヲ 下'1I)i ，=は弘 40C tζjll;T したため》ヘリ l' ラタアイ()万七I1rt1 了泌がえfiür-. ~となったと

あり~ fr が月六ちれはくはる一‘ )lfi ijjlJtJ,k 1)1，が死亡してい;のが.~:民で;七ろ V'; と広、われる。!ぷJ;ßmoコ

i刈で力会そ (j)

ヲ:;1 II ， ll; ぶつ t て ν 、!， J.O)! 1� ドマツオ17ノ--.，- .-1. 
\えヰb}

iJ� {¥-，.~. f21 よみ;5:i;{*.ttl~ 1 においても。" 1) ヒラタアブはアブラムシの{潟枠

匂1 iflj があ，込 c df; 料、 i 白 I の>1 .n f イおのず;主主;手く i ;l 69‘ 4%に ]110 C-, ''-C ;f; 1 主允ヲす卒、 125 ， 6 ll.fi!.'士会 1つめて工い。

ヰ"7'J: lii' jh: "をしたにも27 H ね (I) ，とのためヘリヒラタア:ノトドγ ツ i 乃ζあたわ 0， 88 lピ!もいて (9

10 。〉的干もカ， 10))2411 の 47% ま℃依ドしたにもかかむら抗またさ?主かが 9 月 27か;かわられ

経?皮 Jま 14 ‘ 8 頭!♂ 1杢[てしけ白♂ 1974fj:4TJ 16111と;均読したとこn 24 IJ tと (j、なお.532 のn!Z Jzがおり

トドマ、ソオ斗アブラのろ， 乙広) 36 メド ù) うち 26*には 1 ， b83 f院の附カ2 うよみ勺りらオしていた。とのように，

ネ
ヨ活j交が155い 457 含;どは，樹上のアブァムシ;;;~ [00% fii:r:t 1_.づく Fようなどムは 1].'ないものと.íUわれどl 、

/λ 有心òq ドマツ!'iJi 移動して波野することもあり，前l)i'tOつがとしてムの千三イにの存分;卒、あゐ

官民ドするとと (1 なし、~ヒうこに7 わ Jft る。てn-.\J nn ーならえいほどいふり/ì<'漁詰いは手;1支か三ヘ

2071えには\20~! すでに迎べたよへ;ご;:，\:患者 iとはへ ii!こアタアブ ÝJ;ョ k-~;:. ほとんど%かい。とわり

G :1 i こ ;i. 1. ~üJiずつの1 H, 11 H 然 iJ: f;1,j {'f:1f'f:とは 10 Xj 29 ~ <めら才vてし、なし、心1) tニァタアイ

へりヒラタアプ的jkがし、!:， L 力、川 としりとろに:おお士事WlI いて航者さされたよう!と 3 へ'，J "ラタ γ メ

L， T は没後なものとは r人心:えれなし\試験ix ではトドマツオオアイブの'よタ'} ~tr， (.と J、乙七日えはるわん~~.!2レd

ヰタアブが!ま 2 パノ止し、なかっ fこばヘ')
., 
〆て+，は， 〆rTiliiit{\:iとほコでむ!fJ; ド L--C いはい CFig. 35) j)" 

:215 f聞の村望号 è\

トドマツ ;1 ;1γ ヅ:.; ()_)千共くれ;くなると

られてし it::Y11

:と

れている。へリヒラ亭アブによる 111食;がなしに収〆?には

が考えられノ I'，~; コこの試験ぼ lとおいて，実験[}g_[zfì J 、，( jJ11 、ドマ、ソオーオアプつのぞr-I:jr，;tカイLL

ィ1 !:'> 137 \Îえの DYrj いう~;f:> だめでまJ ろう ι2021>( ，ワ051ズだけでも 11 丹 6 U 

1. \./γ ツ.4.4\-，、
V___') ネメ:2m tulじいベクイそが');:駁討に主，'11: していた性n;t~ 明らかではないが，

ヲのふれかfï7;"
ーリ1:";1/':;~，

イ主入しごきた i ト、ず!ソ j 寸アはだ tJ � 1P, .:L 、j:"\(L n 
3 活、 L 、..，アプラ(J)fj与入が!まとんどなか円たた

秘!;と ;h で比較した 222 ほの k ドマツ トト、?、ソ

tre巴 with or witlH凡lt Didea a!net� (Exp , No , 222) 

交 4 じ ;f，
:反乱te of the 

nllmber changed 
()f C. lodoι ola 

"以 j

0.3ヲ

f 、

数

No ‘ ot trees 

1

1

1

 

/], 
ノロ !rノ
Fえ 1'-' 叶

Rate ()f the 
number changed 
。 [ C. todoco!a 

()τ4 

0.56 

0.3:. 
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Flg. 37 試験iS: (220 区λ あるいはdi
;þjz上自 1 (221 区) rC{t!みつけられたト

ドマツオオアプラの変から孜への ìliil vt:.
数矛あるいは寄生黙の変化
The change呂 in t he N o. 220 pOjJUｭ
lat�n and No. 221 population of 
Cinara todocoia 匤 Droc巴SS of t�lle 
from August to Octob官I 。

防止するうえで有力な妥協を持たないこの試験地て、 lむ

トドマツオオアブラが侵入して地獄を開始すれば，ヘリ

ヒラタアブがいないためにトト、γ ツオオアブラの{間{本数

は急激 iと J，，~J別昔るものと RHわれる。事実， 1973((三 lこケー

ジぞみかけてつけ加えられていた206 lXタ 212区などに怠み

つけられた JJ日数は多いものであってヲ 1974 勾 iとは高.r2i

!えな発![内と 7なったc ケージペ戸除去したにもかかわらず密

L~~tßおくなったとの年の智子生みら{自体数の変化のかたち

は，造林ttU における自然な1[/:[体解である 221 区と [r\l様

芯ものとなってし、る (Fig町 37)0 1974 年 9 よJ 27 H, 10 

n 8 11. あるいは 22 日のぷJffiと際して 5 îm, 10 誌m，あ

{;, 1，、{土 6liJ')0つ./"-.， l} ヒァヲアブ O).Ý，)J!.L~)うべ，、大:7J九 22] íXiと

はそのときに 6 1:~BL 6 U(i~ 6 J訴のヘリヒラク了ブの;JJ1~

が奴多発さ1，L1こ。試験区においても， 1974 1引こは造林地 1

2: 同じようにヘリ守山ラタアブによる捕食を受け fごものと

舵iWJ される。 しかし， ど uこおける 1ヲ73 ifO)jJ] と

同様 lじ 1974 の 220 区 p あるいは 221 1'2<:のトドマヴオオアブラ ()y;:!j 生、.\>を皮::土高む、ものとなヮてお

り，へリヒラタアブによる 1111食も~ ~H~~Jj卒くわ\'F l庁、司会議しく 11\ f; させる (220 ix については 1973 年以前の，

実験開始前の水線までの低下)ことはできなか「だ。

主告!な実験目的

Exp. 
No. Substance of 巴xperiment

302 

303 

306 

307 
308 '1 

1、able 22. 定版業実験材、内，天然体における実験

Summary of the procedure of the experir立のltS on 
todocola in the n旦tural fore3t at Soranuma 

;丈 i後 J可

Outline of method 

encnll巴s usmg cage 

enem兤s within cage 

enerrues USlれ詰 cage
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ずる ií!i;)( (f, !II ) イマイガユトドマツオオアブァ ν0ÚS~市!交本若干の i訪 fぷ

天然林における議壌抵抗4、

;1;: 

-1 1.試毒素地および潔著書の概要

ザ札iそもJUXAことして機ι12託業:九一級林}人j天然林保と ?J!、ドマツ c0Wt f;h紛が ζ おり‘

トトマ /:1>tff うの!日然な体訴し後jjLしむ，とのノ、燃料 iと 113 げ50()m 心地九;とえし

Lζ ろきわめャC Il五し、呼]~のた/たであった。ずは1971> ， 1973 々の :1 、 {t~にわたりそもとにし

に+、""
，-".、，~も 5 司会斗了主主えおことはなく，ト V-.7 ツオ 1 アフヲのじh::.::L ?t.とは反 Jと l立 1ハノ絞るがp それ

>> 

Tj t.;.~ 

jヰ{Pit( 互主;之 I{lj 2 溺にみ、六ない，)にそ仁村比i カ J ーにはトトマツ 1 巧アアヰはよしはするが，その;~~f~ J主は低い

よそ文 H るものでふろう。 ;H~ 状{;1f 1文人工キiWßコ Jjik; ぷ;>i\i: ilnのノ木における ;UJ.lkH主
、、F

乙 ii 、-) , 

支えJ 予めろれるノヘiトー!被 ~~{'~I:c ろ iこは，~h -f，~ 
"パ」(2) V:::r;し三て主r~Jでた J:J7iと〉 ここえp ら示V209日1

tえノ九一リト 1mがあ:) ~ 秘 1;引

鈴j討におけるトドマツノid アブブ 自然な 1!~n体岩手の')[駁 Q):fぽ :r}Ji を Tabl(:: 22 に j;J;しでノぶした υ

か iと守るにめ i、「マツメ 200 本 (C-'，) しい〈二 1971'"W~fJ\t .~よ守そのイ~\:i主}1}{変申のおお ι仁ぞ引

r 
、町 nJ"':、(およそ n の小+u) 泌を克服した(3()l μ5 ，，，-10 ノ j にわたにつ :1 i こ]1ヲ73 年じっ 3 _{Y!}iiJ} 

イ汁与以〉分f))í:WJ， ある v 、;士十)( 0) (J /1 tti¥ 0) 似体1/<1)の，ui~奈か;ハご 0):ρi総101，でも

こ 1: らの!Iγ中浜町主 Jと Jじな" , 

オ i くタビ!と怒 1\10)角干十fれともL点J]:心え完全えtH ，~~乞 L
♂〆，

t. ~ がてし、ると長

し γ心ご激主党路 Lノた〉

ト}: -7 ソ樹上タノ\しごき〆 γ あるいは主!(郊の< !j[ l" t!:ω を、す?、た AJ 治材、

(:302 305 じわっ 秒、 '))(Hl， i社(にの減勺;c段!fjt 乙l ぢ伎の (j!jJ 誌は予 ノう…hìJ,):: 

ジヰ:かりて;(~fj ;f.; j交 iと二j'1l 'iìH ミ;什てし吠 306 ，;七絞('1il¥ \立で滑川してしりに 308 分患の日わ ζ

;，~.、でソ 1..>-.k ル ユャ
ソ~ゐ:./ <}， υ "1) j 心:，;， ;:r, 

の 1読後

Cin(げは ふ分、必て h二車交@

りいリ主，fN訂恨のおけ

.( 2，総菜と考察

あふ

l 二しノ M亡し、

校ρI [ノ

<1 2 L 1'1 然な f災体 i将の，ü~)j兄

ペ、トドマツ i" .7\ァ然休 ri に上:

u 然な制 U:. j('( 吃〉君子皮と好投7 ご3 々、
ノノV:j~

:ヲア， 1"

三
、、、釈の ~f二;術的な ~t1乙のふ:お会ア 1 ヲ'/ 

おお仁そ実FI似して!:"\'::J (1刊誌、 38)"

1
 

7
 

J
り6 /J ())幹幻fえし;lVJ 旬、 IE く，

1(八一。ノ)Q. 、 ム心 J11 

下から'7 JJ のねなJt'qfjJx: '1, \こぶる f;;'

動， う~HS父モで守子:~t~t.>， ?，と:土し、くジテ

かの l~.YH がある。手1 域jtf.J~x ~tt CD移入

C .d ノ

ノf

ノF
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主(出)
亡 6

J~二二1-
1971 

10 6 日 9 6 7 8 ち 10 刊記

1973 1972 

F�. 38 怨守)怠業実験林 rÁJ ， JZ然材、f~ij%
区におけるトドマツオオアプラの自然な

個体酵の三'f!I:i札密度.，あるいはお(皮
(l971 l,r 6 n, 7 )j, 9 ~.1O)J， 1972今
8 月 1悶百7η3 主年F手: .1ωO)月j の羽主変王で i土士一 晶イ古tßう分〉全

数1h羽:司d交法をf併7王H閉ゐコJ引J月即l円!
1、h巴 i臼luctuatìons ofτnatじ ral popula町

tion of Ciかn縦1従ara todocola on youn 玉芯{' tT臼e 巴s 

in tll昨 nat口 r肉al for日81: at Soranuma 

三(旬。)
ヂ 100

r2E80 
比:号島 60
軍事r:"三

瞬c38 40 
色 20

302 

301, 

、\
JK1fヨ301，

Days aft E'r CE' I 守aSlng

JfJ 飼伎の日数

F刕.39 綬 b な条件でつけ加えら

れたトド?ツオオアブラの放鋭後
段殖会開始するまで，あるいは開
始直後までの累積死に去に 1 日あ
たり死亡ネ
"fhe mortal咜y of arti五cially
întroduc巴d population of Cinaｭ
ra todocola in the natural for己8t

a1: SOl"anuma ‘ 

があり，そのうちのいくらかの{店|体がB 乙のトドマツ樹とでj句郊を関frt、したものと思われる。寄生率，あ

るいは密度は 10 月 !C~-J:低下している。lOíJの数度は 5 iin以ド iこまで低 F するものと思われるの

4"2-2. 移動・分数月i:l C~)環境jf\j}::

有担2雌成Eh，あるいはm~郊磁波j~が移入して J!p;摘をI'ifH治するまで，あるいは開始した筒後iζ働く環境抵

抗喜明らかにするため，無担雌成金iをつけがlえたのつけ加えられたトドずツオオアブラの緊務死亡率， 1 

1:'1 �5 t;て lつの死亡釈などを Fig. 39 "ζ示したc 自然なさまのトドマツに 1 木 1 jjnずっつけ加えられた 302

IZと，天敵類を徐去した後 lと γ ブラムシをつけ加え9 ケ，...~ジをかけて天敵郊のhr;'1j訟を防止した 3031玄の累

干支5fl亡事前i線は， rm りように異な勺たものである。 JL敵獄 iとは手をつけずにp ケージやかけたトドマツ lこ

つけ加えられた 304 IX:r，主， 302 rベと羽除、している。したがって，アブラムシはクモ対!などの天敵類によっ

て 1 日におよそ 505'ぢの個体が?と L二したものと忠われる。

1 !m.ず、っつけ加えりれた，と!，\'9! [民民では， 1翌日tjlÆ'開始する以前のタ;Gíどはその主玄寄~t~キミのイ低下となるcζ の

/ニめ，僚11t~.~'ff:_ けた 302 I文， 304 阪の寄生本は 303 区よりも i汗しく低い。しかし， はそれほ

どの低下は見られない (Fíg ， 40) ，捕食を免れた!ぷ也、が段仔を 1m始した場???に(むその伎にJJJT る繍 ft!ij

天敵の作用はそれほど大きくない乙とが予惣芯れる。観察;，(~よれば，天然林内のtW幼樹 iy-移入してきた

'布切成虫を見るととは少なし~たとえば， 302 ほの 40 オミのトドマツ lこは) 7 IJ 16, 17, 18, 22 H の各品j

主主 [j には 1 怒i もはつかっていないじ天然十本は務入11~1体が少なく，そのうえそれらがクモ類などによあ捕食

をタ:げるために，分布の拡大，あるいは言J(!::.本の i ふih吉井fllßR されノているものと店、われる。

4 つ<1. 手jHlttf~の E紫 j:íil HE十

;お+1:tlt代の知体数の減少安ひ会起乙す要因主解析するため， 1華々な条件でつけ江17 られどいたアブラム

シの秋j出における死亡の経過を観察した (Fig ， 41)。ウージをかfJて天敵主主のliliil1Jを除去した場合 iCi丸

トドマツオオアブラはiWG~以皮 iこ JíTIYiåずる。しかし，そのようなトドマツからケ，ジをとり|添いたと乙ろ，
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意100r
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11 .ﾁ 303 

~l--.~事長五ぉニヰ議 I

Ld竺302'-1
口、合計ter reiE みS!iig

例:をの

Fig.10 続々プ工糸作でつげが!え
れこトドマツオオアブゃうの

\'fi F;t， あるいはの放的役
C')i1 'jlおの終滋!こムもなう変化
1、he どと 匤 ilrtii�ial埇 inｭ

t1"oduc巴d populatiol1 oﾍ Cinara 
lodocu!a 匤 process of t�e in 
th日 n品1: 11 r日 1 for 日st al 日or品nl1IlW 肱
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←一一色一一号←}官叫}今令~10

Fig, 41 天然i;j;1勾 lこ....)け加えらオLJ: 、ドマ

ツヰオアブうの数L(j~~ ~だ!t，Y\，おるいはヲ
14 iご JtH~[~[0) '~U~託、ち ]l るト \-/7 ツ(とぺ

し ';'T" キと. (306 !'ZLt 9 日 14 [1 i 、'ケー

除去 L /.ご υ307 [>((立会む!ケ}ジぷ itJむし
七、
/、r 行/

The chan.ges in ari:H兤iaHy �.nt["oducecl 

j)opLﾜatiO!l of Cinara todocoia � the 
n以 ural fl)刊st at Soranuma. No. 306 
W乱s cxdud巴d f:ro1T' n31:11τalcn日uLi es l)¥r 

cage till l ,lth of Sep. Sinc日 that. day 
Noι 30品 cxposeLﾌ to natural e日記rni日s.

No , 3l�'i ¥vas exc1ud以1 :["1"orn natun.� 
erHぅ rníes durìn芯 the ,,'hole p巴riod

l'able 23 , へ i! 1二ブタ γFブーがi.J1Jl 0) ほっ!;.らないトト、γ ッt!;j のトドマツ

だオアブ弓 ω、1;1午[付(本 :láしつづの交{[ン十

p記riod oi 

I:h日 d註ys

〆[he change of th記れumbεr 01' Cinara iodoco!a without Didca alneli 
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n 一〆、
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F 、J ‘、
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、'.、J

リ J 守も
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はそれほどの悲しい変化はなザ

」日その後の 1 月間で;守IQ ~ま著しく低下したのしかしながら，

いひずl皮の低下l主主として;ミ子生率の低下によるところが火きいものである。ヶ，ージ在除去した 308 区のト

ドマツ樹上には 9n 29 El ~こ 10 恥 10 月 11 H:乙 41Î;&， 27 自に 2 郊のヘリヒラタアブ幼虫をJ!た。 9 月 29

，あるいは1O)g 11 日にへ 1) ヒブタアブ幼虫のいた 8 オ\の私iIーのアブラムシ;お 10n 11 正i あるいは 27

ヘリヒラタアブのy~つからなか、た樹上のアブラムシの{忠利花火これににレ亡、日までに絶滅していたc

は， 1~，t/↑こ[ねには減少したものもあるが，全体としては 10 月 ll Eiまで減少する傾向にはない (Table 23) 。

寄生率の低下の大部分[1:へリヒラタアブによる捕食lこ l~ç秋j切におけるトドマツオ土アブラの数j仏

づくものである ο9 月 14 , 29 [J, 10 fJ 11 f:lに各総 L:と生息していたトドマツオオアブラの 1[;)1体数と，

〈ニヲヘリヒラタア27 [l ，:と f，リヒラタ γ :f C/) し、たトドマツ10 舟 11 日，そのうち宮司 29 日 3

ブはアプラムシの本数の多いyくを選んで1 その制上口コアフラムシモ捕食していくものと思わか，る (Talヲ1e

24) 。

ケージをかけて天敵類を徐去していた 310 区ーとは 177 政，ケージのない 308 医では 8 設のイ'J'ltJljt成虫が

1974 ;，ド 5 ノJj 11 自には 310 区紙ì，充足された (1973 年 11 jJ 5 rl)o 11 J� 5 日 lこは[山区のトドマツに'Ã 1 frm , 

この一λ然に 51 似の卵が見つかっている。成虫記(に比絞して産みつけられている J制設がきわめて少なし

5 0C 以 Fで J土産主卵トドワツオオアブラ:ぉし fよい if司{本があるようにJLLLわれる c

きず1どタE亡するしない ÜUlコ， 1973的。 m~:1}J Ei光そほとんど;ぜけない天然林内は秋の気ilffi.が低心

r&1'，があるのではないかと}よいわ ~l 0 

トドマツオオアブラがi科目古じていた:(t.~~-，!~免ほの 53 木 0) トドマ Y のうち，つけ加えられた約 1)] 後に，

トピイその{邸主クシケアリ鼠であった。ムネアカオオア 1) が 2 オγご，アリ ~Üが集まっていた。48 

ロケアリは全くなかった。 必海道土壌動物研究グループ (1970) によれば) 1968 司ーにこの天然林では 500

1 í'tlずつのメクラナガア 1) (Sl附amma nìp，戸OJl tノi1 se) とムネアm2 あたり 19 {[討のシワクシウア 1) の然とラ

まって L 、るア 1) も，カオオアりの!ii'がみつかっている。天然林のトドマツオオアブラの白

トピイロウアりはW" られない。クシケアりの1f]iが多く，

Table 24. 306, 308 [2(のト日マツむJJーのトドマツオオアプラの

The number of Ci持ara todocola on 礼 tree and the perc巴ntage of 

トドマツオオアブ
ラの的体数
No. of Cina問

todocola OIl a tree 

れ
W
1
i

内
υ

ハ
v
n
A

8.3 
() 

0.0 

100. 。

i
l
n
v

司

0
0

)..-" 20 

2 1.,-"." 40 

バ 1 へノ 60

61'~ 80 

81ん .100

100" ノ
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進言のm出5, 

トトマツオオアブ?のi段溺(ととっ vじ子てわめて好J滋であろうと 4れわれる it (i世Jli;玄央JtllJí

、 vマツオオアブラの死亡 '~t!:[N となる }'..~i，[郊の綴類はω;1({t 、ト F マ、;!;@f本i九

註裂な空空間i立，それほど安いものではない。少なくはないが，分布のが~).::.. ，-~:， ~;~~{ 1stの L 刊誌;yi]げるうえ

あるいはi部ÎBflYJ始 li可後 lと総fヰ試験Jtltiζ勺げ加えられたトドマツオオ「ブラには~ ÞiMYii1~ ~之、開始する主で

クヰ jJj;;;;: 1:とする天敵矧そ除去し，その後も二人敵認による jfll{::t 1 叉けなi成すふ 1 のが多か「た〉しかし，

いように，ウージ℃波TIìí: L J.:トドマツにつけ )Juえられたトド?ツオオアブヲ;こは p 明J(jl[ しているものの害IJ

九j)~ ï~、;jカ'-') l.:( つ主，務ノにしと lきたアブラムシの大部分7)lhÎrr翠Hとよ勺て主niをされ，死亡するために，

分布の拡大が予1)えられていることが切らかになった。同じような現象は AJ幼is fabae にも観祭されてお、

トドマツ樹 1.には IIIT.没者のi交討が大きいものと iJ}.}バ l る (BANKS and MA仁 AULAY， 19(7)0 
5
 

1
2
J
 

こ多く，そり{也ははるかに少ない(林i0Uじt~f:t;:')Yfピ観察ぢれる Hlìi之:将司))fX!j.-， でしts イノ

l正日J 1 ~..:3 !iilOJ クモ、Mi; Z名 fMーとに者問者:~2: i'l, とれらの試験j甘!?CIふズ場見~H研究Uじ 1972; 1973; 1974) 。

トドマツオオアノラ 111nあた 0) グモ践のjjlD{本数 l: 移入している。樹木溺内で[1ならかになったよ、うに，

クモ実l[o)j肉体数が少ないほど;と l土秘し、:0~]{! 1%1 がよ') tコ，てきたアブラムシカ1Jrgw({ζ IJ.民主1) ずる;ワjfv 

1 7{\:のトドマツ品、UV:，ほほ Il!j JVJ， .?c' !苅じくして移入 L てくる {j守}ftI手q土 îf-~ <なっているの観察?とよれば，

トドマツオオアブラのfQj;'引受:な子utそれほど多いものではだい(. ILII] (未発表)がp

エカチンな乞の殺虫剤:を iY， ;(li して 100% の死亡忍の認められる治休地 (0 ， 511呂)のおJL そ半分の区域 lむ

i ノト iこ 5 ~1良以下であった。アブラムジが 3 頭移入し機i忍したところ， ~!i~ 1:f (t~移入し七去をたイ'Yí'Jl Jiば成立\(ま，

T プラムシ]長Hあたり 0.3 Ü自のクをと勾{!}\í: 、tü(ま，J時jUこ 1 �J! (γ) クモカ丸、るたような仰11こついて，

タモ宅(1によって 60 九 .80.0( の絡入伺tやが1Hìたされる ζ とになるじ治体JIÈ!ご移入してくるアブラムシのh
y
 

)
p
 

-b 

るアプラムジのいるト 1' ，1制fk 、j没が少ないほど，あるいは天敵の1母体数が多1:汁まど， hllf刊行tれ

ツのす;IJ{~(iillよくなるの手P'11 U1:iUjl~rüの移動，ウナ1'&1はは l 1rのうち ~C も 7 h J ふj どろの 2 J盗:]号ほど:こすぎない

このiJjl r: UIと(lLlll, 1964).) \ヰjf交の1f\いた位取では行"却の立!!;による分散J矧本の数も少ないはずであり，

ト V ， ツオォアブラの分析;の拡大はおよそ 1 年の主主混と 12 るであろっ。

100.1) 

100 , 0 

分 {jiの拡大がな:十れば3
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ノ'~W\ff;'ct土移入し γ く忍荷主2叩の行不数!立， ;込J氷河jの j母子千よりもはるか，~.(..少なし まれにしカヘ間祭

されないο そのJl!! 11:1 (j) ••••. ") (ふ江主体 Jlli"C大lfUと禿弓:ずる;有矧 il耐え r1句、がこ受って分W~するためp 子」然十本\

人「てくる例体はきわめて lt>、ないのではないカ a と考えられるためである。また，佼入してくる似俸があ勺

ても、 ?ノド ri~ iζ{ まず{組!lカ'~x/l L~ ーとし、ることが多\ :- しかもそれらはト川、による被援トーにあるため， うまく

定 f~rできないこともその〈誌であろう ι さらに，天然林内では自然な澗{本1:'1"の前!交が低 υ 材、{人γごたLt Aず

る有期 tlíf 日長虫の{同体 1>>:が少なし、ために， +，)， 1人] る有す~l;) あるし、はjT!( xfl の郎1;文 ~l\ の~à1(4:数 11

きわめて少ないものとなっている c 修人してくるアブラムシの情体数が少ないため矛 )::..rm 分の i[i~;1 1.*1まクモ

J1:i ~こ iìiJ it されているものと JLiわれ， )(R(¥ ;Nz内において， トドマツオオアヅラの渋l主力(と1j:\く似た tL

ている王';'. flj lJけつは， ここにあるとむわれる。

クモ績によるおi食はどのA日える主主4におい亡も， トドマツオオアプラ CD:，}花の jJ)‘)三与を ffilJ限ずる要問ではある

刀f， 1 ;十ょに 1 iáJ{のトドマツオオアプラがつけ加えられた場企でも， lilì:6tそを免れる似体があるごとがまれで

はなし、。このため， これらの jiiiif.与がどのような経過でタE亡~ .;あるいは分布の拡大そ行なうかはその〆交の花

正í:のうえで京嬰!な問Rilである。

トドマツオオアブヲぱ lîft)1自ヰEかおく， !IJ::代日nll絡が丸そく， 1 '1 聞に主主主古ずる Utf\~ま〈が多 t' プごめ， 1引~{iを [Jrj

好;すれば樹との例外、数はイユ級 lと増加する。 のため樹!のアブラムシ l りのクモ績の{肉体数は，ザゼι

ロ:と jヰいものとなり，とのような状悠 lとなれば死亡愛関として 1r(í~な働身は期待されない。日うして数~f ‘

J頃，あるいは数 i''J TIJîからなるコロヱ ~-~t. J~.f戎ずるようになったアブラムシ!こは，へリヒラ予 γ ブのJJJ~Ü ~ご

よる防食J1外 iこは ìli:主主な)íEl二'M! li~ (:t {fγE しないようであったっ肉体数が t強力日傾向にあるような時期でも，

ヘリヒラタアブの;常食与を交 lj たトドマツオオアブラ;ふ 100% 近い死亡となり，絶滅してしまうととが多

か勺た。 ζ うして寄λ; 三十、が í):\ ドし， 街i受:も低下した。 ifiHT される体がほとんどなくなる 9JJ からぬ JJ

にかけて，ヘリヒラタアプによるtm i'tlま盛んに認められた。捕食を叉けた後に， トドツツオオア 7 ラがi:î~

摘することは期待されず， 捕食を叉ける :JLi)[jの個体放の水深そ》 その年のうらに[立!復することはできな

い o 1ftl食を交ければ，際みつけられる芦田紋が減少ナるととがノにさな特徴となっている。天然林，人工林1ζ

かカ hわらす，つけ加えによって亥には泊所li01こ l~jJ し 11封皮でしていたトドマツオオアブラも， 戸、リヒラ

タアブによる lrll:útによって，つけ加えられる以前の出[Q， '!H iLネろ二日した。クモ類による lil)食そ免れて

増7Ã 予る Wii1ネがあっても，天然体や;ri;;t~ t:\'伐人 i 造林組の自然な 1町本況では，場 I1二率 l土 lO(iô ，こもみ式ず，

ヘ 1) ヒラタアプによって地滅的なは交を支けた。長 lこは局所約 lと Îùjt釘度な発生をとっても，準年の宅手iこは

ふたたび低い~&f皮に(主Efずるものと jよ{われる。これが， とれら おいて袋iI支が低く保;たれている

機械の 1 つである。

以上向のような n}~!M定地において，死亡主主閃としてきわめて家主主なヘリヒラタアブでも，ほとんどその働会

が;知寺されないここがある。その第 1 は 3 ヘリヒラタアプがいなし、JïJ 台である。たとえば，樹木l謝内の式

験i亙ではヘリビラタアブはほとんど観察されておらず，その仙の試験よI!n::M!慾されたような，有汚 i世代の

i時拐における寄生率の低下は見られなか勺 fご。 EZlこ i??郊の iぷめられていたトドマツのよ~{1ß分には，秋どな

〆〕で!Jßが~tみつ(ナられており，手五年の言fiL;.f\，街皮[土 -::l えられる以前よりもはるかにおくたることが

rf:滋された。正日フ;;と， ここでは ~~J.i干の礼子主度はほとんと滋~rj'~> �) -U~:~，!j， J叡と同じようなものとな〉犬門

eつまり， 乙の法Pj東[廷のように 1þ 丈 2 ]][0) 午クイモカがI[ していたために s トドマツオオアプヲの入力qé:J

現的 1 c. 1tr易でないように思われる場台には，ヰクイその除去によって干名/にする個体が増加し，クモ績によ



マイ γ イ力、ごいトや y い/寸寸アプラ引;&&n支(肉体 F、ゐ1) ，~;:ピ(乙:ヌ !iW'k (/;111) ,< 69 

る J:t ~.~央，た ilii] {ぷがffi泌を H:\Þh するとと Li-ご 9 必伎が も♂〉と IV 初会 jLZh ことつがは守又から

、げてお世知的，J;引い'J，ト l'，..あたへても 9 、ドワツがん約 i5L'ごしドC Jに:九}\ Iベ i}J 上りも

d 工、 U.'7λ!戸、
n 少;lJ (Y) 、"

3台
、、

一、ノ

ヅ M久 μuず

戸、町、::0/) .、体) )ず，>ノ J アブがいないためにミペバ乏昔、，

íl:~)) iI ;rlUiω3干しい ~::lυl 〆本心はないρ とれら にし勺 "想的み でい土 J 科J L 

;)トようにノ少数t別会合に(士宮ふ(I~ した夕日ふ(;;，れにだろまで減したが1Iト

たが， l\i【おうトのトドマツ lこはそれ以上立が滋みつけら f Lておりヲぞれ引似 I ;.: (1件付がが γij

汽と iγ1I るぐ クモ?什や， ススメ!こ J ふ"【j 干、なヲ、:ノザ(!i;，ザ作もヰにつな\.'î、した γj(:J :，_.j)なく、 したカし

てーすれいや浴

ヘ 1) とヰタアノによとめいf がらえ、つ得1;、えれない 2 の i判j( J~ 約十、日iile~ 泌氏の :~20 侭，あ乙いは;iii

味/!lJ， T <!) 222 iみザパあるハ r J うに之、ご〉三いはγ ソ{くの I♂、!ごろでれヘリじろタ γ ブ Jζ にお上

あ J 、 f士三井ば{dT'J~~c- J 七 11 1'ょによる計れ 行\{O){I\} もおしいものが応 J だ"力、 1 ノラ .(t(/) iえまにじく白

(ご y~~;

手いために~ '{'}.!'-f. し引十'i~jrr(-i く <J ~\ lj (主なかった〆、へ1)上う子ントウム S. j、うえ

fζ120) 子、 (;"'\土、当:会1' 1 などにお[い i;t íLがない|浪<~"I;"! 

ヘ亡にまで íiEI亡することは考えら j しないハ

ffι))~~，業林内，に然体妓:べではむ付ぷ，'.Hの淵体主Y!といい平交! ，人〆ト l;) tL"{ いた卵主トノうう

てう;. .(~~ l.. -'1 ，、 1. l' マツ;j Y7 ラ 川羽 l土，ドマ :5 れるため CjLili ， [972人

{ご行、ィノらず 9 ろか千五 ;>1 1.，乙仁 jプÎ~i:;e[[ ﾇi) 9 ;:-1 はすでにぺI~ あ♂ /;-，_、"

υJ く Jコノノ、レノ

(:I)~ ドいだ rr，ぷ}立ち花ナ孔.f( llij 力:ふる"て守のぬし件、ト十:/}よりたfJIl'-\ (CI-JAUV[!{1 19ο7) っ

\)月本のトト守、ソ{ヰの内外 7'-'C t> 芹カうヌムいう 1974) i , 五六、 トi-_"士、、ン i九州

!主'(J， 11 J ?) n;-(-t;. ，C ち fì' ， 8'じもたなること;!;{(:f>ζ 立 l

(立:まとん，l~ (土 jf がた心、(、， ]970)υ 

Iυ) ような、から，悦f交 {ζfた仏'L !.ノごいトマツオオ γT ラ 'ri凶平池戸(J品 j I! 

ら 111:�I! ,\ ;1 !.戸五りも L ， υ イプ bi.'Jbhする ないかとれる ，よHII

F ァ F 、 ι1
J ふ ',' <ム雪プ3

;~!，:; .:1 日

仁、‘
〆、乍

匂
ノド 4 、，，_ 1 

大然):，:.t\ ではた完ìi:t )J\日して) 1=r+'!、山成 i 、 ωI{~ 熟ま~-C0.) H 烈がた\なノうものと，l1:1::J_.)，.-');t-'t 乙'-， ，ほとん

ィド号、!こな、て入らえ;必ず心ため， I必 rLu) どんくはバリ γ '~r /ふもし>) :: ，~け >;1 しご、、 こへし、~;-)仁司とが，

、t...- ての又:t~，料、ð';.立主にかどうかはもf!=i{\ がちい 7~)'~~ うっベ L).(川犬住>交ずなと

日!?まか必ずi~ とあんう もどつこ)-. .:うん争 ト↑ド什~Hとっし、どあて{主主乙も I. .J)でお cちるな"

!ドマ、ソオノi アゾラ 0)完1Iんがほどペムきナ{J\し、お Jl{t;)) J.k.t.草てたjγごいるととえ

rYj 、 ;f) :híS ノ U

jF じまさ!なであるカどうカ J立公く;干、り J -~~. rJ:1 るか， トドツ J オオ?アうのや i!(1 点るいは死亡、と:長、{身、り泌い

ものにア 1) の}:'にがあるηγ リ主(~の iた了、 7' ::)ム;'乙入 tí~fJ ;1) 、 交 J !j.' (立 JJ~ く 一-今、}‘

」 、 ミ j仁江白 'J' 

(Fuおじ EK.S ， 197]) , その引はM了するア 1 .1 ()_ì H主将;やそのWj"1 句、 t;ý て異なるとい (WAY， 19t);J)、 い

トマツオオマフフ iと宍ゾベ ηk; れたア 1) (立た俊織内つ了らヰ 1; ，又シ叶{、 :n~~~_x -f)-?{>-k:人れ;封がそれぞれ 2

税c-ろ.;-二日湯舟山，ク:g 主主-+1: 1: もを トピイC.ì '}ずりのしているトドマツオオアブラはよ》

lt"::I i:~I!i し，ヘ lj l ァ字アフ以外の死1':夜:えでは， ごペ! ，だア f ラムンし本O)Jtï~)~っさ A:~;l こ寸こと

';:' j>，るようにる。しかし，アノイ r:J アリ筏 fノグシケアリ NNJ;1;) Ji� ;}にごいる γ ブラムシにはp ヘl)と
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ラタアプ以外の原点で絶滅するものがき:し こうして -íi'J諮問が経過した後:'(集まっているアリは， tま

とんどト Yイロケアリだけになってしまうように忠われた。とのことは， トピイロケアりがいと爽をつくっ

て， トド7 ツオオアプラのコロヱーを被覆ずることば IÍlすくするものと思われる、 j'" 長n:l:慌に天敵などから

アプラムもンを弘、?をするだけではなしアヅラムシの繁稿条約二を好適なものにするのではないかとも考えら

れており(!Lj[]哲治68) ， トドマツオオアプラにとってきわめて i主要なものである 1可能性が高い。

:〈そ ?[4k包衆党総体内， ~又然林保残 !x!とはよノワクシケアりの''_t fJ が多く 9 天然林の1-\，:]究ーによってトピイロケ

ア 1) が織力11する傾r，~w~ あるといわれている(北海道土壌!!t)j物研究グル- ~/， 1970)。皆伐後 5 司令めにあたる

1973午 lじ帯状紫伐人工:ìf:;:'M:地につけ飢えられたアブラムシに共生したアリ;立予シワタシウアリよりもト

ピイロケアリがはるかに多いο 天然林の皆伐にともなってトピイロケアリが摺加することは，天然林より

も人 L林の15がトドマツヌT オアブヲの先住ぬしやすい際 lSí，をつくることになっているものと応われる。も勺

とも，トピイロケアりは1t絞的多織な~t: R，n ~と I1 怠するといわれく森下， 1945; HAYAS llI DA, 1960; HAYASHIDA 

and MAEDA , 1960) , 森林の Iド!とは比較的少ないという観察'j).ill (IL~ YAS lIlDA 丘nd MAEDA , 1960) と予 それ

ほどでもない例もある (HAYASlllDA ， 1960)υ トビj ロケアリの~t }in緊J創立十分には解析されていないが，

絞殺({J(こ見て，天然林内のトドマツオオアブラ{とトビイ p ケアリが集まっている例 (i少なし法林地に多

いととから，森林の伐採がトピイロケアリの.fi~怠環境の変化になんらかの役割を果たしていることは縦突

であろうと m，わ才しる。

lV 総合考

見，tz個体lff カ:{， fぷ吋干)jにわたってほほ -ílごした:約交を維持するととができるのはp 個体ln~の i密度が fJ

動的 ~C調節されていることによっている (NICHOL叩N， 1933, 1954a)。その機構が新および空!HJをめぐる経

内の競争にあるととが議検索の実験i国体掛から IIJJ らかになっている(1.J-rWA ， 1941; NrcHoLsoN, 1954b) 。

ととろが，勺寸前約伝広がりを持ち，群集権巡の複雑な聖子外の個体m~においては，多くの種の密度ーはそうし

た餌および笠間のもつ熟読量よりも，はるかに低い水等に係たれているようである。このため， 5定患史的 lと

解玖j されてきたような穏の慈本的な殿山jが，そのままあてはまるものではないことが経験的に予測されて

き?こ。

移入替 あるいは殺虫剤の使用による tri\食者の減少と司その結果と推測されるハダ

ニ議iの発'1のilj などがあるように， f~虫の i潟体数が低い水準 lご J↓Dえられているうえでp 天敵類の果:たしてい

る役割がたきいことが↓ぷ識されている (CRAMER ， 1962; DEBACH, 1947; 桐谷@中筋， 1973) c つまり，

VOÚT宮(l ~5S) や hii (1961) によって聖子j~の個体鮮の総察からJifJ刊されているように， ヲ1/1'.している密

j支のレベルによって， .f窓体群の :æ~度会決定する機構は袋一江るものと思われるし TA広AHASHl (1964) は)主食

、くつかにみられる S 字形の機ちとの以応曲線から，民!なの{間体r，!f.iと 2 領の平後J}与毛:f:{iっ fi}うL

IJlIl IIII線がJVJ持されることを/j'" した。すなわち，低い~4J1支の主]Zf主j 点では， 1'ffÎ食:者の作用によって箆.'hのやi皮

が調節され) Jl~J~ 、注、ltの:ifと (ij点では，食物など訟の!)}{られ穴必;]1要素によって調節される可能性があると

考察 3れている o itf僑 (1971) (むこのような 2

トウヒノシントメハマキを挙げている。ま J\ そのような S

る E色合、の伊j として，

される 1111食設として

タモ類， 鳥類， ネズミ ~Jt テン「ウムシ定員， ショクガノマエ類など本考えている。 との仮説によればp
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ラ 1;1干し tまトドマ Y オオ「ける[引，j0~ ìI'(でよら〆 J、うに}，l}.;/ ャ J11lよこぬと，自主し '&'t交にれてし、

ず，ま乙/し，.むとEしばとなるほど，、:主ゴら;のj;し、はずでおろ'うと、われる 1;tJ 怜 JtlJ•であるに 'Îl かかノj

制を長I完な先/1.が公く x.... }JJ も LI れない， )", ;1; jt、 ri~ の符悩 1 ,', ~ご L;: 十))よ1 ら L ~i:'し、 It[l Jえし!)ものと含
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ずる1"力 J ツ;ァザザ)[ト加えられたマツカレ J 汁あるいは交j(外り γ ツ hÚA& J1L\(こっ U J!1l えられた γ ソプ)川立5

シラガノイチなどによぺ乙<: ;11 ぞオ (.(.)_)JW，よuこ -h f~jX:'、 iJ. 本lll の前夜ユ!日j ぷコな iキiFt ノ.\;，Jセク口

/1.7" 
ノ，~;立ク干 1長や， 1ノヒラ/，tU , Úê\いごνぐらご， 亡し、二 ;~!l 村、 JtF ドマツオオ r I ラ lこ!対し

ょ;才、 fi-、 1むてし、 1ぶフて， [1 ?\~心 i!日付叶n~ とj， ij以な佐江主，た人L ~~~オ l，f'::_刀、 t~jJ!_H (rJ な )'[IIJiでがÞ)Jげ

工イ託 4
1ノ j

{ ゆと、>(え!I
'-/ '-.. '-5. 

..、 I'j'
.-1 /J ~ 1 _i ftを三けないため， つけ加えをi;j;J;\I1'ごは.へりとうタ?ブによる

し fご ο

υHlfuëて7 クモ λQ ':.ヘ J f ずタ実 !f; Il J i と 11'\:'，ギJ皮えl 予測され f」い天然 iキーでも，

!'J O)ょ;川、は， 代 I;~; :.êl兆二むこるトドマツオオアプヰf[\、し、 YtJ皮 l こ'iた:l' .'¥;! I た。ゾキやi&十字創立にまコ

いう空n:'!j r}~J i，;; 料45 のよ〈主いに J: る{公人総体了止の W{とI二「る 4弘樹、:. ';')1刊状、\ごいど、泊料、 kと L 、うア

‘位 U'，の滋l. '!?あるH授などの之いに iiiづく公[誌 i♂〉主;と J、アノジの移動:長 i'j:の;ι

などによるもの正札f'ijU ;!;，るカ、ム'1M; 治亡し‘ l土皆伐にともなっアリ1ft](/)変化などによ，己点、総:~~'ßの会:'-ft ，

J: I 主ラタアつに上る才市食;ごぷハて，七i'，~;t的 iと低い討疫を秘 t')'j- 、とがいJiJ旨ごあはあっても含へ 1)

アイ 7 イプ1 キコマツr トマツオ寸アブラジコ去作f五日'J)斗マじ、:立 9/1:臼さ gるつ…jj'， -.:7 イマイガ、やマツカレノ勺

Lノトト、ブツオオアプラ六11}J<旬、し世代数が多 uカレハカ; 1 ifiと 1 W:1t L.. かとら!，~し、の iζ汁 !JP

トドマツ

マイ 7 イガやマツカレハのお密度な完全に絞れ/て紛祭主れるようなヲ n寄付1 り伎の)，ノ1

がないとともその一一阪であろうと Jt\われる。とれらしつぶ滋(ι〕見とL~ 0) ラを汚'ì C})jli主いは/:i::約的 tL\WLl%tlijil

かも i強磁本がふれ、ために捕食会5'2.れ tえ 1:-m -i4'zがよJちょに .4'ì)il'[ することにあるよう;ご、われる υ 守、九

オオアブラには，

さったものとして U~:It 怠 h，ふJ， 1つれてし h るもりであろうと fl\;~')れる、 {毛.shilN!よ同

ラ担アブダ1!，;どの;ふ(ft ir~IL _g l~ _::; I ~ 

JZ れだっこ，れらのhiiこ認は後救のお?のF8Lh~おI とす

イヰ，N-1iを低い ff!むともえ;とする主要ßJにはカマヰリアジナブf ペチ長ß， ヘリ

スズメやコムク γ1)ω 上うな鳥羽な
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る lζ食性のtm会認であり，その捕食lとは S字形の機ì'ìsの Jj 氏、が 101持されるものとして汚えられているもの

である(，忠;tlJí， 1971)。つけ加えによる実験以?とおいては》 十変そを異にしてつけ加えられたいくつかの小

夕立、l1のうち~ iヰ.;_Ht (Dj~iいとい~1~ l郊に fiy くの主11食者がいて ， 100:"0 i!iいよ古今iな死亡がひきむとされた 'H:?度

の 1'': ちし叶\築 iヨiの 11 ~t(が抗食されてからは，信皮(}){l!i.い /1、集!引の見 ~lょが品目食されるザijが多かったυ ljl;:'> し 9

1寸度。〕低い!j、J;1，\I.ill では総長足訟の会くいないものや，あるいは短IW犯行け七食を叉けたものなどがあり，!宇i

E芝 O)ì i.~-St 、小疑問よりも死亡率の低いものが多か、だ。 tfl;食を~;J~ :~.すた後で\，j: tiJl主J]fどが;皮の呉なコていた小集

LJ] もほとんど同じような低い潔皮にな.，TいたC-'とれらの捕食替は，小守二[:ì1i);iζ 分社4する jι.0'納付i君、(の二十J

U交の廷に(}<:(:f II'J な死亡をひき Jμこし，なんらかの沼山ご局所的に i~';-G t -� ¥'゙; IS~でたft_ したIf: rj，‘の性!J伎を低くト

げることによ h ， Iよい Wíh'lにわた「て裕度を低く fhlつうえで 1m:裂な星空凶とな〆〉ているよ人であった。と才し

ヨ掬

") よる jiiì 食がえì:l 'ぬ令，大とえば樹木悶内の試験似のトドマツオオ T7 ラ，ケージをかけて火

1良湖会除去したマイマイ tJ や l、ドマツオオアブァ，あるいはマツカレハ(お í tJ， 19(8) の各:;14験[えの死I二

三和は{ぬく，その 7乏の各年の litftの矧体数が務しく Jf{1 D日するものと titi}\!J :3 Ü たコ i;:b\誌が子芯l したように s

字形の機能C小え応を;J"亡すかどうかについては，検f汁を加えることはできなかったが， これらのlliì:J!<t者 iとよ

って j~ ~I\ ())的皮は悩く ik:jV è.~れてしらるものと主測された、

とのような，広食tl:の七Il r主手干の ifマ 3~iá!こあたり B 特定のf!!l(}.) 1，もとlI(1)プ己!t.~手というものは，あま i) 51f;努力を

N} f.こないものと:J:_lわる仁 いいかえるならば， JiIi食訟の;勾皮はそのような とは合J-f;調係

iζ，iJよ去とされているものと准測される ο このとと lふ これらのj!ll食殺が， íザドほ iTI'f] じような\f，'度で発:と

することを，ヨn成しているものではないととはいうまでもないが，失わめて低い街~J:で玲ノF上しといる品点

;ごと「ては，その/干の?とIJ:.山皮にかわわらず'i:>itlì双授が洋(Jしていて， とれらによって刈キな死亡を:受け

るために tf::)交のと討が{J[J えられ} J(い見j 川こわた円て手'，'1ゑが低く似たれると 1，、う機杭J.f: ~ J点点させている

ln援な条件とむ、ているものと店、われるつしかしば íLü，特定の似のfÊ: '.ü だけそをお;としているものではない

ため守その干のJLj( ，~: h詰金者の密度とに会:く変がない場合であ八ても?似となど)他純一J) f~ :_il ¥'fi 1支が~m: し

<, 1旬、なっているような場合 (c(.丸山むと!ミれている泌がîilî食される議やィ宇 iこ変化がfヒじるこ三もつ考えム

れる。

実験γHと紅 lリj された例ば少ないのごはなし 3かとう与えられるが，気象条件マによ 1 てはiもJ戸、と j戸市食主?の発育

にずれが生 L~ \+;1交が変化 L J.s くても泌食住b'!' '!i2 1七ずる過程が想定される。心のようにしてtM1ミモ交げる

11自体数が少なく，死亡率が低くとどまったような場合 ìctì，次山代の例外パJ干の \Y~t町立制i食者のHl食能力の

I:J13平会 il~!えて ， !~:'1J くなることもあろうと:lH 測され "':;)'J

jJt~;主としての林業ではあろ似!交の (j j終段墳の法会主主\'まざけられない。森休~.~t~ ~:Í1の[むら徐にあた 1 ても，見Dl

同体ほの自然 lJ. ~&i .f.主 ili l! ii出J 陵情そむ'1:;かすような， J，Wミ岩1.<$会ドlニの人為的な lfK;燃を i 了ないながろ， f間体ji'f の涜j支をd

経済的;こ↑んlfを与えないよつな低L Lfi己的に {51!っとよそ]民主とするとムが設立し!./ "1 0 こうし7こ SL

湯 lにと仁SI つ た ;ユ訪淵L涜矧う引|除:泳主 i法:リ川}主; のι淡iな!t;i丘討i

よ必k必-:~'-主婆5であるつ

!町本i丹の涼jえをi)!:.むずる上曹司i凶.，解析手る ):T?んのうちも(心も代表的なものは生命表のfF裂とその解析

で法〉ろう。生命Jいけifj}lと1.11\ みつけられた ß~: ~fl 7J!' )î~脊してしもく経滋を，件、数のH寺 !!]u(! な 32 fl とそれに関

与守る祭凶どとに， lヨ;二 ~j~> えるかたちvご表;{') -J ものであ .{J u との生命.f.zをもとにして， IJt代どとのイ[ti(半数

の交勤裂しむの検出がぷみら干し (Vi\ RLEY and GRADWH I., 1970; MORH1S , 196;1)，またそれから完投a23Aの予察
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全体 l して低い':ﾌ:: fljJ;乙,. ，川円i':1てと♂(/)一街
、

、
こ 0) ような I[、の肢にかく:'r ,_ 

[と似し\'\十:-~ l)t\.~ ど υ〉よ:jこ，j'l戸、 i} }jiJえ:こよる iUiJtiU;;;主室;こ打)1 えるよっ史、おむめ〆らうにどJ われ q

i の /1、、のし '"C~) Ln ヌ;:) i-lζ2 つ、ても、山j主:を 1{\本町て

?をコ 1、 土、
'，~' / ;;;CUC(iIJ ， の作，.;'1\か

~ト1) ノフ 1 開 Fenusa 戸川í!!α r))!I!子本と九袋tJ j パヘ j入CHENG ,1Hd LE伎の[五 (1970; 土，

V ても電 マツノシンマタラメイブ/ f)Ì(庁 yctriu sρlendidel!a ( づ古川~_J: -，、に若手な~; i ;，，:'i1l]らかにしす

(，喝 iffj :fhし '，;j トトマツ 1 1 アアラt 、

v.J 〈計j h , 1. ぷ， 19(7), 入ドヮツしつパ γ\-:.. ガモtj of;, 19(7), 

のよろな後の11Æ{本

ふるブI~;j&ij~'n~\i "主 7!? な {j! ヮナニ )liJit

!ぷ才t .{) ij: 1;)\ らおくなし、ち t う

リご f! なっととがよlど芸品であるハ三J

発注、ノド〆:こ常持 i;r主!泳三~~t:tfつよ

出動慾っく:. "う l:":. ゥどは，

19(6) など，
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析lむこういった磁に適しているだけではなし数年にして林紛が大きく変化しがちな巡陣地!とがゴる解

析万法として，好適なものである。

つ[け寸力加[口1え lにζ よる3実た験側体1鮮!洋下を在似佼ë つ fた;乙:解析;方i

ないという j指旨肘t檎弱がある(iLI 口 1973a)。しかし，多くの場合において相変異iふ{間体鮮の街度効楽の 1 っ

として出現するものである (lwAo ， 1962)。相変奨そのものが@]体若干の精力[lをひき起こす夜接的な婆凶であ

るとは冷えられない。ただ， アリヨトウ Le持cania se声。rata のような滋については，大禿':1二が集合祁の

成虫の採決によるものではなし、かと考えられているなど(綴， 1956) , つけ加えの材料と 1ÎÌまにはJ1今 11)\ーを

必要とするものもあろう。 また， ウメケムシの!11似持t ， lWalacosoma Pluviale の幼虫などに見られる1\'J

(W ELLlNGTON, 1957) も， 大発生崩壊主主凶の l っとして興味ある iLiJ践ではあるが， i滋14:Rf.1こ r~í める裂の異

なる 11;\j体，の交イヒによって，火発生がひき起こされたものとは考えにく liO たとえ集団構成員の科二宮iの変化

が，コ三発生の誘ヲ!となるような場合訟であっても p その性質の変化がどのような過桜で，大発生すゐかをJう

えればよいものと思われる。 その逃穏をー検出しようとする点において， 特に;1\となるものではない。 乙才し

が，つけ加えによるWl祈法の!j>:1'{ i札!fl:欠陥となっているとは思われないο

日本のように空間的な環境の兵笠性の大きいところでは，わずかな距離与をへだてるだけでも澗体21が独

立した生活をしている場合がある (KIRlTANJ and SASABA , 196幻。 乙のようなととが予測される様を対象

として，災験を行なう場合には， J也政 (r] IごJEいところか け加えるなど，実験の:協と材料の

選択には配慮が必援であろう。 1 つの続物でも iをj遜の ;;15位によって発下等均l~' しく .Yi! なるという観察 (VAN

DER LINDE, 1968) がある。対象とする磁の生活会観察しながら，実験iilüflíを組み立てる必要があることは

いうまでもない。

主主虫備体主主と時間的なずれを持ちながら変動するような単食性の寄生省、が， 1IIi1 i本君干の密度の変動をひき

起 ζ し，その変重)jfl1;;!:.決定ずるうえでf主主要な役割を果たし亡いるととが考えられる。低い浴皮で3fl!: して

いる個体群へのつけ加え実験による解析においては， r1:食uの捕食者は検11\ されるけれども， lìi食性の~l­

とk者についてはp ほとんど情報を偽るととができないこともあろうと捻測される。しかしながら単食伎の

'dØ二者は時間[ねなずれを持って答主の待度iこ依存rt守 iこ増減い寄金本が変化することによって変動裂をiえ

主ぎしているものと，fæ-わn る υ つまり，得1二の干tf:r1主:のおまりにつれて p 徐々に1'0誌が摘していき，ついには

寄 tの密度:を低下させるととによって 0Ll の変動マiを決定するものでおる。この婆図はif1itl\禿主主をひきJ&

こすものマあっても舎似体H手在、 j鈴伏発生lと維持するものではないっマイマイ Jザやトドマツオオアプラのよ

うに，多くの種のß虫は.!I:_の討に l 皮はかなりの際献にわたる穆動，分散をグるととが考えられる。分

数してい勺た 1[，肉体がき才 1めてほい也:度で生息レている場合 lとは，こうした単食悦のJflì:金者による死亡はき

わめて少ないととが予測されるじ仮にそうではなくても，今[[jj O)災験において i引らかになったようなj主食

設の摘食者が，強力に働いている滋(~(，とはお主とともに機jえされてしまうことがr与えられる υ 捕食省の訟

窓を全くひかないほど低い前皮ならばと私かし局所的!とでも街}交の 1 i'}J まりそ5iLるととがあ tc ば， ;よ食浅

の摘食i誌による作用を受けるものであろうと思われる。つけ加え実験によっ也て，とうした!ム食性のJ主食者

による作用がそれほどでもないと判断される場合p あるいは1'1二用は強くても l~í. jl迂'14:Qコ捕食者 lと f君主主なもの

があろうと推測される場合には，それらについておli食;'/1イ祖除外したようなウージの lわにつけ加えることに

より，守子ミ.tと 1t1: :~:l二者の関係Jζ長];ty~ を~ tf:~~いた実験を行なえば9 そうした要国の役刃j も iJJjらかになることと恐

われる。



_".>イマイガとトド γ 、ソオオア 7 ラの11\;'iii t!)): :Vij 体 ÜrO)i~すして慨する(Í!l j\己(山 Hi) 7:3 

fii[iネH'i~主 j努伏先Jj ゴζ{ネつ えで 'j 更さなものと解析マされたまさ;ぬではあっても 1 Jj..んらかの日空 rU';;J法的iこ/ィ;

ri~ずることも必り， そのためにずf _1:tJ, (ノ〉ヴð:t: .={2 ~:I~ るこにもめλ へと必;，，1汁 L "シ そうした主主凶が!LJ1tt'j: o)出食

者で Jb ")で， しか色対話ことしているやE あるいは泊五日白)fß~hのような j! !ì iミ0)対象となる 11ftわ不足すく〉ため

v:ttlJ食 :(\~Jf~ 設的 l と ii;IJI1~.されてし、るものであ ならばl Úlすこなる争Eの íl/i[体次会人為的につ !t JJI!える iこと[ノよ

ハて， 11[1会 fZiを紘一J 与 することえ 3れねばならない p アつするこ L によって， ぷ El ，~， 0) _~;夜、がAzg，~.~ {とめ i.f

られるこ L が IU訟ではないかとム寸ノハる r メ鋲そ放射 r ることによって，認':kO) [;)j[泳をはかる とをト

と 'r る IJJJノ;(1ド IÌ立 1除{去のふ の'iJl ~U (とされ;ごくし、と l' <(j十議， 1 事72) 。 i 議のi込 ~ilのみ

i)Î~i{J !J~、L じと IBJJill 土なっ亡し、るのγ、はな v り〉と芯われる江主体にじいて〉メ、紋績の ~Cよるちは凶対で

為、でも) ~&( ~Lとなるを少数 if コつけ}!日え心乙去に):: て 3:iJt十の!\ij 与、をはかることl は必ずしも不可能

ではない勺，b ろう" 'l'f外へ U) .LI~t~ω~-) ::1加えは， こうしてそ 1 り i 付が〆)o)[~r;;fiととして ;21 月 i: i"t ること

も司j乏であろうし J1i測され
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8t悩líes on the Dyl1 llmi開 of the Low Der回ìty

Pop現lation怒り f GYIlsy Moth 醐d Todo申自r Ar市id

Analysis of the envil'onmental resìst品目出色

raetol'S hy Ill't��al host i抗cre制措倣ethod~-

Kim�o FLRUTA,n 

Surnn1�v 

A large l1unl.lx'r 01 insect species 品1"e 0 1>8e1旬、'ed in a forest. J:ν'lost of the spedes are usually 

at so low a density th呂 t they rem品in unnot�ed. However, (;Oll1l:' 01' t.hern ma)' cause severe 

damage tu th巴 forest when th白y 孔re a1: ﾌ1刕h .leveL Low de、nsìty popul司tions of in日C仁1:;; in a 

forest are div�ed 111to three kinds of types‘"[、he fír沼t 18 the popu1at卲ns of the species wl�h 

ar巴 always con工 roHed at low densitv levels in the forest and in o1:her forest昂 witll sim匀ar 

enVlronnle口ts，す11e secoIl.d � th日j)opu]ations of the species whiじh are じontrolled at low density 

�vels over a period of years; how忠ver 予 O\11:b，と乱ks a re occasiol)品 lly observed ¥n the fo誑t. 'This 

type of the low density populatioll is said to be j乱立 condítion of latency , The third is thと

populatioTls {}f the specics which arc coutrollι吋乱t low d日nsity Ievels 匤 t11e forest , thou怠11 the 

specí日s pりpulations are usually at h刕h den日ity 1εvels in o t:hεγ [orests with dm匀ar そう 11vi ronmellts. 

UsualJ y ち t11む spede巴 popu]atìon {)f the f�s!. type is not considered as a potential pe‘ 8t. From 

the standpoint of appl冾d entonwlogy, ¥t would be very interesting and enlì京htening 1:0 know 

why the dens�y of a popuJat�n is kept al: a low !Eぅ vel ìn 札 forest ， and how � has a pro\沿 bi1ity

of increaslng to 乱 111刃h level. 

Lパ()w (1<仁~争江nsi社ty popu lation (口)f 1:h ε S ぞ引;cor口l礼d typ 官 i 白 COI1一沿 delτ「也d to be 品t 札 level mu 孔ch lκ幻Jowγ �s 

pote吋川ntialityヘ‘ 1、れ正円s吋I下fore九， th巴 popu1ation does 110t seen吋 10 be controlled by the levels of needed 

resources, but seems to be controlled by reslstance factors ()f the envirollment. 10 a condit卲n 

()f low density , ìndividuals 日 re supposed to b己 distributed in patches more 01' less, and the 

populat卲n 01' the spedes may be div冝ed 匤to seyeral sulトpopul礼tiom; 乱ccording to the distribuｭ

tìon , 1n such a condítioll , the intensítíe雪 of 50m巴 of the I¥lortality factors may v品ry with the 

diffeτence ()f the d日nsíties of th08e sub.populatíoTls‘ 1f 日 n ín仁 rease 匤 the density � one of 

th巴 sub-popn1atì口ns leads to an outbre乱k of the specì巴8 population 匤 a nmch wider ran釘む3

告uch factors may be able 10 controj the spedes population density 日 t low J己 vels ovcr a periocl 

of year8 , 'DlOngh 1:l1 e1'日1.S no de日 rεvìdence ， it i8 regarded that tlle resîsl: anc記 îactり r is not 

alw乱y号 requi氏、d to vary its 匤tens羡y wlth chanが of populati� density from generatioJl to 

generation. 

From the vlewpoints of 日conomy or contamín日 tíon ()f cnvironm日nts by chemicals, it 罇 (lf 

g:n:う乱t COll venience to coutrol fo1'e，刊 pests by managements of envﾍronments 80 that the res�8tance 

1'ac 1:oγs keep the p配st spむcles 註t low density leve]s , For the d日velopment of the rnethod of 

environment managernent, it is necessary to analyxe the mortality factors of the p日 8t spec冾s 

jlopnlatlon, and 1:0 ascertain how such fac1:ors influ(;'m冶 the abu以lance of the pest species , 九

(1i Rece咩ed June 9, 19'75 

Kansai Branch Stat.ion 
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typical method to analyze mりrtality factors of a population is the l凬e table method. Basicall予二

th﨎 method is the r日çordíng of caus問。f mort呂lity by age classes. l'、he objecl ls not only to 

reveal the factors fo1' specif1c portions of tot且1 mo1'tal咜y at g� ven times and places and thus 

affecting changεs in den討ity ， but as well, to le乳m � the intensity of speci五じ mortality factors 

varies with populat�n density, and how � vari記s. By using this method, a single environmental 

factor that dominates changes in dεnslty (key factor) じ品孔 be d己monstrated. Mally studies on 

l�e table analysis of pest populat�ns have been carried out since MORRlS and MltLER (1954) 

proposed the l凬e table method on spruce budworm、 However， the occurrence of the pest 

populat�n at high density level should be originated by lh巳 k町γÍactor. 1t must b配 noted that 

t.he key factor of 乱 pest populatlon �8 not always t11e fac1:oI" that control the number of in80ct 

population at low levels over a 1正!riod of years. '1'0 reve証1 t11巴 factor t11at controj a populat綷n 

at low density level , mortallty factors of the populat1on have to be analyzed at low level of 

prevalence. However, the d引γelopment of a lif日 table 﨎 very difficult in the case ()f spec冾s 

wh兤h remain at low levels. 30m巴 other method to analyze mortal�y factor8 a1: low !evels of 

abundance shou1d b色 adopted. One suc11 method 1S the art�icial h08t lncrease method , 'J、hìs

method aims to analyze the mortality factors on the‘ artìfidal population which 18 exper�enｭ

t正llly introduced in a region wher巴 th日 specîes population 﨎 at 10w c].εnsi1y. The out澈ne of 

the method on phytophagolls insect specì出 is as follows : 111 th在五τ日t pIace、 eggs 0τlarva配 are

released arti五dally 011 trees. M.orl 且lity factors �11 each deve10pmental stage are seqm三日tIal!y

examined on this populatíoI1‘ 1n som邑 cas記s ， exclusﾍon of paras咜es or pτed乱\ors from t11e exｭ

perimental population is cOI1venient [01" th巴 purpose， One of them is a checkπwthod by use 

of 且 cage色If two or mor巴 groups of diHerent numbers were released on trees in 呂 region

simultan記ously， it would be easy to revea¥ wh日thεr a factor var�s its lntensity with d凬ference 

of the numbers or not. 

Although methods of controllecl l�ld experimentat卲ll llsing an arti五cially introduced 

population 11乱ve been developecl in recent years by entomol昭ists ， fεw experiments on the 

註n乱lysis on the enviro昨日1ental reslstance factors that controj the nu日1ber of i nsect poplll品tíon

at low level over a per�cl ot y己ars hav邑 been made首 FURIJTA (1968) carr .1 εd out the analysis 

on Dendrolimus spe臑bilis using artif1鈿ally int1'oducecl popuJat�ns. T11巴 author has continued 

tes札口g to establish the technical system日 ()f this analysis method. ln th七、 report ， envíronm閃tal

resistance factors on th巴 three k�ds 01" popuJations 己ach 01 which belo口 gs to ()ne ()f the three 

k�cls of types of low dens�y weγe Ìnvestígated, utilizing the anaJysJs by artif�ial host increase 

method. In th日間periments ， üo日 of the 111a1n purposes ¥vas 10 正 onfirm whether 1he factol" which 

vιried 羡s 絜tensity with difference of the densities of 8ub-populations in a regloはじould be 

able to control a populatio位以 low level over a per�d of y凶rs or 110¥. The experim日nt8 were 

tried on th日 gypsy moth (Lymωûria díspar) 品nd tod�-f� aphid (Cinara todocola). 

ln Hokk且ido ， sevεra! outbre乱k8 of gypsy ll10th h3ve 七日elJ recorded. However, in ordinary 

circumstances, the density of the species populatlon prevails at a low level, and il i8 not rar日

that even tbe existence of th日 p臼puJat.ion can hardly ce ascertain白d in forests. '1'h記 exp記rト

111巴nts むn th日 gypsy 1110th wer巴 carried out in respect to the low deロsity populat綷n of the 

2 nd type, 1n the major咜y 01' young pJantatioIlS of todo-f1r (Abies sachlllirtensis) the occurr日lJ ce

of high clensity popul呂tiOtl of todo-f� aphid is ob，蛇rved. The OCClJrrence in a pl礼ntatîon 11詰 ual]y

çOl1tinue自 for about ten years , 'I 

、明wλ11'記τ巴 carrie収d out ir幻1 reSj)E日!ct to t11己 ìo王Wミ1'1 乙deね 〔伶さi江ty popul詰tìon of the 3 rd typει. On the �her hand, 

the occurrence of high density popu�.ation ot tod(計五r aphid is never observed in natllraJ fore8ts. 
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fj 、hιdensity 01、 todo-flr 品 phíd seem日(1) bを'. controlJ cマ1 élt 礼 low levむL T、11伶 ('xperìmむnL on i:odoｭ

flr aph� 絜 a II乱 tura 1 forest ¥ve re 仁 arried G�.l.t in t'ど百pect to tht ‘ low dens�1:y popul品tiO!l of tﾌle 

151: type. 

L L. dîsp措r 1目 a .larrh (L師rix lepla!epﾎsﾎ pla.ntation at Enj廿daira

'I'hに pJ日 n 'tatioJ1 extι‘ nded ovcr 100 h乱 'I'n切日礼会;ed l(} ..16 'yeac:->Q 

日00 Jarvae were rdeil8cc] in eadl ()f t11e three expεrimental plots (No WJ , 102 , 1(3) and 

:'i() 1乱rvne were aho rcl伯sed 匤 each of another threと ploLl (t山、 104 、 105 ， 10G) , More than 

99タぎり r the former aod 90, 何 ()f the lati 日r Vi,1(_'.re destn別λd durìn認 larval stag日 (Fig. めψ

.H.ov，川~~ver1 90劣 of lhe 1001arv附い.hkh wcre enclosl'(¥ � a 仁聞と étnd tbus sbiel�d 乱立乱ínst pre. 

dation by birds (but りpcn to 社Ua仁k by in同二ct parasiteおりr predalorsJ reached jo the end of 

the last i :n sl礼 r (Tab1c 2). Thc rcsnlts ~:uggestcd that th巳!l1m首ta Ji工jes (}に the uncaged populaｭ

Hon was due to predal�1} by birds. /¥bout 10〆 of the j品 rvac_ enclosed '0/.1 Lh_in th.e cagc '~，vere 

parasil ized by a sp日des ()f dipter乱:0 par;:汁、itoid氏'J、he perce日 t札ge o:f: paras咜isrn 'iNaS not 80 h刕h 

孔s to し au日c scvピre dama応じ ü; the popula.lﾍ.on. Evcn if thc p乱I 日slte i3 existed fl1¬e iU 1:ensεlv 1n 

the p1an1 乱tîり11 ， � the c礼se 快 hen pr剖btiOTl by b¥rds callsed 日ィ1、 a ぉtíc d�'crease of the llumo出、

of L disþar , the par;,si tεcould 口引 L play 旦n 匇portant {ol1 to coni:r什 1 t.he density of the )lopnla' 

tion, lJf‘ causc. i.n such じonditio日， binls dev�r m日st 臼 f the parasi九'8 w�h thEぅÌl ost before they 

lea¥re the h(}st t() pupatと ln tllﾌs pJan tatio!1守 predatiり11 by bin:ls se":Jned t ,) bc the factol' which 

k色仔p日 the clcm�y ()f 1" diSjうar und己τ �¥v 'leveL 

In1.ense predation by bir�; was observ日d from midイune. E日pecial1 y at the end ()f June切

t11 ，可 !l¥or1al�y per d飩.y í. n仁氏 ased 1arge1y both in num.ber and p長:fcenta広e (Fig , 5) , Theτど10τC ，

�t: was consﾎ.dered that the nUmbl'T 01: b叝ds which devouf('c! the larv誌と iれ thc plant乳tion 匤ｭ

cre江沢~d graduaJJy 1:hrongh th仁、 pcriodψ lf t11日 lnnc8se ln Llw nnmbとτ of biγds '\va出 caused 

ac仁川 cling to thc adv乱nces in in日tar り f í品Tγae of L. distうar ， tlw increase lJl.ﾌght be considel'cd 

as an aggrcJ.;;aUv(: behavionral re日jlOIl S日 ()f bird出 Fr0J11 tﾌle end of J unむ onward ， the numLer 

Ol' percどntage of 1.h(' rnoτtality p1モr day showecl a t 日 ndぐ~nζY to in(、 1下品目庇 w�h ìncre註se 匤 thど

rmγn ber {)J守 ìarvae in the おub-jlopul品 tion (FiR. G) , The bird~，担刊，(fl(，d to ha VE an a広忠reg乱Üve

behavioura.l respollse (HAS ，'!与し L ， 1 世66) to high density su 1トPり pnlati引 n ot ム dis戸山 Owìng to 

thむ日広試regatìvc behçl"viりoral rとお ponse ， thc intemdtラ {)f preclat綷n by b叝ds seerns to vary ;lCCOτdω 

�Tlg to thc densítíe日りf thc sub-popolat綷ns. 'J、herefore ， after (]u appropríat世 period of prediltiol) 

by birds, t11e dcm;咜福s of the sl1b-populat�lns W('1'e dccre丘叩くJ to the sarne low le¥'el 

立 L， disp眠y' 0掠 hìrdl (Betula platyphyll邸) jn1t'治 in the tree grailtm 01' H.oldm�o Branch 

由 f Go>" ドOY争犯主p ， Sta , 

In 品 pad. !)f r.he t ree <:1;託1'del 噌 bÌ1仁li tn:'々" wcrc plantcd in ') gronpぉ (Fi広 7). L.arvac けfL

d�;�aY ¥vere :releascd. on tht:' 怠 roups ()f I: ree,;, 1n 1: hi ，さに as仏日1m山:t aJl 01' the 1a1'¥'IH' were 

deV(IUl"ed 1 行 hげく1日 espe.ci乱 II v 1乃 StmフlUS stltrJiin1is. '!'lw m日 ln pu:rposc りf the exnerirnent 日 În

th� place w社内 tu リbs(ιrvc thじ res].)onおと 0 1' 8. sturniJw5 to the (lcn日íiìe" 01' t:he larvae 011 those 

groups ()f 1.1'αes、

!n 197'l, S th iηstnr larvae 竹 f samc !lnm]コers -v,/cre p]以:ed 011 the 2 只nmp誌の{ b叝ch trees. 

'.l'hey were predal 円1 simultan('ously by 8 , slurninl1s (Fí五ι9';. 31J bsθquently to th日 expcrinwnt司

5 th 匇;tar larvae o! diffel下11t numbers weγe phtced on the ;;: p:roups 01' b�.rch trees , 90;'+; ()f 

tbe 1a1'v(1(' uf h.�p:h d_f:nsity 日Ub-popula1iol1 (N (J, 攻)7 1) wen' (kv山口 red w�h匤 onr‘ hour a1'tc1' 

the tl 乳 nspl抗ntatiO rl. 1 and rh(., rest of the .1託 rvae within thc ncxt 2 !tours. 品O:.!C) o:f the la1'¥'ae o! 

1:11e low deus�y sulrpりpulat.ion (t記O. 207.2) were devouf日j with匤 an hOUL Th1s vahw w日s

l�tle dHferent fr白打1 1:lIat of the high dens咜y suL"popu\乱tion. HりW日vn ‘ Done 01' t111:' larvae \Y註日
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pr邑dated within the next 2 hours , After that time, 3 out of thε51arvae wer官 predated within 

one day (Fig. 10). In this case, immediately after th記 l乱fvae of N 0, 207 w日r巴 r巴leased ， S. 

sturnínus, which had predated the larvae 匤 No. 206, seems to have 乳ttack色d th告 newly re1e乱白色d

larvae. At 品r8t， b�ds pr巴d且ted the larvae on 加th groups of tree話 simUarly and within an 

hour more than 80% of the larvae on both groups of tr日εs wεre devoured , Following that, 
the birds attacked only the larvae ln No. 207-1 , and when all of thεm wぽe predated, som日
。f t11位 birds 且ttacked the la.r可胤位 ín No. 207-2 again. 

In 1972, 5 th inst註.r larva日 of dìff思rent numb日rs w記τe releas記d 011 2 g1'oups of bi1'ch t1'記es

fo1' the nrst time. For 6 days after the tr呂田plantation. less than 20形 of th邑 larvae 事'ere

dest1'oyed. However , a11 of t11e rest we1'e attacked within the next three days (Fig. 12). At 

first , birds s白em to have pred乱ted the larv乱e of the two grollpS simllltaneously. After a while, 

most of the 1えれls attacked on.1v th思 la1'vae in No. 210--1. Aれ忠r almost a1l ()f the larvae had 

been devoured, t11e birds attacked the remainder ()f the 10,,, density sub血population (No. 210-2). 

This pro田ss of pr以lation is coincident with tbe process that was observed in cas巴 of No.207. 

ln 1971, afteτ3 rd inst日 r larvae of t11e different nu立lhers ou 2 groひps of trees had been 

pr巴dated by S. sturninus, 5 th 匤star 1aれ'呂e (No. 208-1 , 208-2) we1'日 placed on the tre巴S‘， All 

of the larvae wer記 predated witllin 9 days (Fig. 11). Following this , 6 th instar 1a1'va肥 W日1'e

placed on the t1'ees in th巴総me manner, and although ll10re than 合096 of the high density 

larvae (No, 2(91) were pr日dated w咜hin a d且y， only 2096 of the low d日nsity larvae (No. 209-2) 

were p1'ed荘ted 乱t the same time, T、he percentages of mortal咜y per day w母re different between 

No.20自 1 and 209..2. S. stuminus, which had attacked the larvae in N(λ208ω1 五 rst and then 

NO.208…2, p1'edated the larvae in No.209-1 imm巴diately 乳fter they were released. Afte1' rnost 

of the larvae 匤 No. 20古一 1 had b官巴n destroy日d， the larva記 in No , 209-2 were predated. These 

processes suggest: the existence of 且n aggregative behavioural response of birds to L. disρm". 

Different number of la1'vae were released on th巴 trees of B 3, B 4 and B 5 for the f�st time. 

S. sturnínus, wbich had predated the larvae of the same nmnbヒrs on 2 groups of trees (No. 

206) , seem to have attacked more than 80% of the 1呂rvae of high dens咜y sub帥population (No. 

211-1) w咜hin a day. However, only 409601' Houe of the larvae of low density sub-populations 

(No. 211-2, 211-3) were predated at th位協me time. After most of the la1'vae � No, 211-1 had 

been devoured, the larvae in No , 211-2 01' 211..3 ，問re predated by birds (Fig. 13). After 

acquir匤g e叉perience periods of predation, S. slurninus seem日 to 加 able to distingll�h the 

dî汗erence in densities of L , dis.ρ。ダ larvae ，

A small HlImber of larvae wer記 released on 7 groups of b1rcll t1'巴es. All of tlle la1'vae , 

which w記官官 released on the trees after 250 larvae had be巴n pr官dated， were devollred withi註

a day (No. 212 ,, 2, 212".5). All of the Jarvae wbich w記re placed on the tr日記$ 乱ft日r 50 Ja1'vae 

had b吃定H predated (those 50 larvae were 1'ele呂sed afte1' 250 larvae had been pred乱ted) lVere 

devoured w咜h� 2 days (No胴 212~3). Soτne 

T邑1♀as巴邸ポ，d 呂 ft巴r 25 1自arv且巴 had b巴巴I立1ι destroyed , 糾\'/e 1'、e not attacked by birds. The Jarvae wh�h 

wer丘町leased on b�ch trεes at about 200 m distance ¥vere 110t p1'εd昌tεd by S. sturni柑us (Fig , 

14). W11en a small number of ]arvae were releasecl. S. sturninU8 seemed to hav在日告arched for 

the larvae intel1sely only in the pl乱ce where tlley had predat巴d a large numher o'f J日 rva色

S‘ siurni抑制s can dlstinguish the dì打巴τ日nce in the d巴nsities between two sub-populations of 

L. disþar, and shows an aggr位gative behav卲ural response to th官m. In this trèe ほaHìen， preda~ 

t卲n by birds leads to severe and density四dependel1t mortalitie日 to the sub-populations of different 

numbers. After appropr�te experience periods ()f predatlon, tho numbeτof Jarvae ln the Sll か
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populatiり日 s \veがe c1.eCγease<l t() an cq.Liall.y l{、1cve.L Pn';cbtion bv hìγds 1.3 C(}γlsidcrcz1 to be 

the f乱c t.or whiιh cり口 tn，h (knぉit:f .o:f l.." dis�ar.(:t t 1(; \"日.b o \,.'"(:.r 乱 pcdoィ lo! 予日ar 凡

L‘ diぉ'P説r 甁 lareh t!'ecs ﾎn t� tl:ce gardorr 

'fhc 1，h ピピe sllrvivc)r~~<b :.p CLl.p.{CS ()j戸 iι dis�ar vihich "¥.vcrc .!":(ぅleas.:cd iIl t he egε stage r巳 sc~ r.nble 

each other (ド ig. ló) , On th(、 la:rc h treesJ ム dis�ar died si:n伃arl.y ln thosc. three y巳乳rs. 1n 

工.hîs plGt、 moャe th.an 909(; 0工 t.hc haJch.ed L:.lT\ 乱e "\.v告でe dl 、.3peL:~e.d on 乳ir. 'J."hc Test. of lhe 1aれrac

wer日 prcdaü，d L:γbird~ì) c.special1 Y. by-t.ree S!XiT町)\'6 U匂けlontanus) ‘ 'rhεdec秒、'.ases 1n thι­

Hl11nher of larv旦C 'Il th1日 p 1.cL \V昨日l:nairJv duと そり {ii 日pcr出i 山口、 lIo\vc. むとr ， tllc P叱l"cen.t乱ゆ o.f

dispers.�on (If the lar¥./ae "\vh:i 仁 h ha.t(::he.d .in surnlf¥J.'¥r vvere srl1 ~Jlに γt)mn thosc ìγ1. sprinどぐi、able

7). '.Jコl.é cUspersío日 fY0.111 bíτch 1T(~CS '"'¥verc t"-;γ日日 lょe :r than ù. む111 hlrch tH'CS (Tdble 5). Thus , the 

.bss duc t口 dispers�.oH aud th巳 nUlî1bcr (jf .1ar¥/(Jf' ¥¥ih兤:h rerna.in 円九 t he t rees nnt.�1 tllP 2 nd i n-

stat巳 rnav 、1うern tひ b己 ch.an.g七 d aじC(.J YC江口 f! Ü沃 cOfJ. dj t:i o .n s 0乍 cnv.:îronrnen t. s ， 1¥8 ihe nurnber 

()jョ c叉gs deposited by 日 Cemale .(ぐ acnc\乃 400 、〆/00マ jJ thCl¥' í 日 n口 aj)pfoIノrÎate l1wrtaUty factOl'S 

on [弓 dispar (~XC('pt due to dÎspcγ~.;ion.i L.he den弓 lt'ç of t}]{，ぅ sp収 ie~:; 日目 y increa日正 アapidly and 

5日 vere dr.unage to ¥:.he. l. ree~~ .VV11.1 bf: {立uscd.

P.111仰l Ì{rnus dc') ぐ)ured aJrno日t 2¥.1l of thc kTvac , ス nd 1 町、]山口大1乞 d b 、 h己 densitics 01 the su.bｭ

PO !lul日 tio)):') ハ I ん. disþaタ c."F\g , 18j 19) ‘ :はひre than 7lj<'.. o� the Jilrvac wh.:�h \、?とれと p:rotu仁寸ed

froη1 preda tﾜ)t} b~; 1), JYtontanu.,,' P U. l五Ltcd. aud. C'JTl.cI}::;ed (" Fi~.乙 17) ‘ L.i.kむ ()cheγ 日xperi了下!.ental 8Ìtcs , 

pηぺlat]on b~y' birds seClns 1>':J b日 :..he fa.ctor v/híιh control日 hc df'n~;l t. y o[ l..._ dis�ar at .h)¥V .level 

円 VC( a period 口y-'e;:.J. l.S

t Cill世ra fod()co!a ln ;t torlll"澵r phmtah合n at S侔anu:m.a. 

TI1ピ 札口out 日上註註ncl ぉ ur1'ol..1L;_dc:d fi.<1 Ll.1I'Ji f();_.est a UEリ tse occu rre.J.1亡日

of C、 !o畯co!a \ÿa~と りわ~:~ervcd lr.� t.b.c plnnblt.k1l1 v>/hicl::. ;}bout 1れu治Oh乱 2白1γ口 loc日((日似d a.bo臼 t :!OO アη1ρ1 

()f釘L the de肘m吊咋悦叩n，口と討M、

pap沢{ρ‘r二ν I.h<仔九 ch巴)jη1 主 'lty ，礼 Lγ~，ぺt口1. 1"口J(];ど.::J川n('、('う(1町 ü日üれC:~冷t丹，> t~乱1μIÍ 、!円1"札 t心 凸 f 江川口-fil 日phi 仁唱 S .vVCl 日 d日目 ned 乱日 fo l1 ows : 

D XiN L n is thc (\cnζ 文 1.b.C )]リ rn iX:.f ()f indl\'iút.l九L' of (、 fとHloco!a Hl thc exp(うr i­

rnental 1'1.(，士、日 nd N l. 1:, lh日 mru b(']' ()f LI <:淀川;日思 he Iコ1 以、 /\え A is the 乱bu.n仁:1.ancc~ N :2 

i 日 the n1.1mb仁、r uf trecs in the ]Jbt ()J.). which intc汚üüium、 ハ占 t ，y:lo-fì 乱ph.lι13λrc (llls台τvcd. 11ミ

N 2.N L II< ls t11と ínJes( 乱1ioü rate. 

The llwrtality iiC 乱phids which 杭 erc l'cIe品sed 01.1 t.l1e todo~G r t.r.CE出品nd protect巴d :E:l"¥)m 

predati山口 by れrn

21心)，九:v1什司乱 i口Eγ {仁り一.:rC th立 了巴 le品se削d 礼口hl c1~白4 日ι臼全A叶rn.ed tu h ;3."\/(, 1χ 、日 n dc\'ouγcd. At lh仕 time oJ 

pelザ iods of 乳pげrae o:r alablC- fe行Ja l.es i th巴il1山口 prcdaωr � cOl1sidcred tl) be spidey;) ('1コ)ble 12). 

Soヴ1e ()f the fem乱 i忠告， wh�h v、 ('r f.:.~ re.i. ea~)日d 、 (,.3ca pcd pred~.llしÍ()IJ an仁j bCg;<.Hl to rcprod:uce ('T'ablc 

11). As the rcp行)(lu.ct 1. ':/e (~~.tD<1Ci t: v 、 r 止 pL íiL, ¥¥ él.日 1 ~r J);c! :(;. dむね日日 colcrny \\品弓 constrl1cted

on the tγ日e 30日n aft記r 乱口礼d.ult bC Q",Jn 仁りすとp:rcdn仁己、 Eおいt~cïιlγ; 日 pÌl Î く1日 bヒ仁礼 1 "(1(: a く1enと~e co�:D.f 

in a caEe v./hich I:h日ir dispersal a '� d.tt 正lck bv むf)ヒ nl1むち '}、 hc L J:ec出 b thi ,; phntatíりn

sccrH to be .sn:1 し:lble hoはt plants 江 l.he aロiιìd 己 }{U\"，rc '{(;γ\\'he.n tb{うど丘公es \1~(e} ど re.nl纊'cd in 

<l utum 口> the den弓il 予 p 丘hunchnじ記リr i.nf巳stご，tíon r礼te d(~~~r日立おとd r<lpidly t() 、 ü\V lC¥Icl (Fig-. .28)~ 

Th己 nwrtd 1ití似合'，verc carJ 、Scô. lna1.n.h by prf.:~ô(ぇ [.i 川、 f)"V ])idea. a!neti肱 γト日I 日 on the treむS 011 

which a dC1Ee lX>Dulζ 円。:- C. tρ(/(..iィ Ofι(JbSC.l<νcd、 ç:.nct C , todo('ola are d己s t. royec1. 1コV .D. alneti 

匤 ord仁 t o:f: L::.('. nu!."nbe.:r OTi. a t.rec , hf' pD].)U 可 ω.!.\.YD り{二 jOÚOCO!(1 ¥vbich ¥¥'en.' aτtiiìcia.l.l v iiト

1:ro(Ìuc日(1. :in.to the pJant乱tíり抗日 nd escapとd :(rorn pn:d;.:d.iorl :in. su rnrner \vετc ahT\イ>，，;[. completely 

dιstroyed h.y 1) , alne/i irl anh;;.rnη 1、rK ιi仁川sity. oﾍ (人 i odocola recovercd け!日 lo¥Y lcvcl 乳s "¥vas 

observ日d b巳fore the CX1)巳 rilnent~.ふ



84 林業試験場Wl!A:十'ri_!~:j' :f;iT, 279 ~ 

1n th罇 plantatioll, th記 dellsÎtv of C, iodocola ]8 controlled at low .lev日1 mainly by predators. 

M08t of the alatae fomales which fly into the pl乱lltatíon 予iill be destroyed and only a small 

part of thom wlll roproduce on todo-f� tr問 As 1.ho trees ar巳 suit呂 ble :f()r the aphiくたち they 

wiU become 乱 dense population on the tr己記日; howervcr, they wlll b日 pr邑dated bv 1λ alneti 匤 

autull丹n， and the d色nsity of th日 population w�l be reduced to low level again 

5. C. toaocolαi且 a todo.fir 111品11ta tion in the tree gard記nof I:王okkaido .lJr島田e1l of GOY. F'm:. 

Exp. Sta. 

In 乱 part of th己 tr巴記 gc.rden, the occur1'ence of dens巴 population of C‘ todocola w乱s obs巴rved

CJ三\b1e 15). EXpEぅriments wo1'e car1'iod ou1. 絜 0110 むf the plant辻tions (the experimental 五位ld)

and one 01' the nun;eries (nursery 践に 1守le densities of C. todocola wer巴 at 10¥'1 le'1ols i11 

both placos. Befor記号xperÍlτwnts were can�d out, taH grass日s cov忠r日d tho todo-.f�r trees i11 

th巴 experim日nta1 field噛

lVlortalities of alatae fεmales seem to be sim i.lar to the Illort乱lities at Soranuma (Tab1e 17). 

Sp冝ers were t11巴n1ain predatoI's on the t1'ees at that time. W.ith .í nc1'e丘8e � the llumb記r of 

spiders on a tre日 1氏，r C. todocola, th己 infestation l'品t出 d記cr巴昌sed (F刕. 29). This means that 

th吉弘rg己r tﾌle numher 01' alatae females ¥vhich f1y into a p1antation , t11e largor the numbe1' 

of todo-fir tr己es on which colonics of th己 aphíds are observ巴d ﾌ11 the summer. When adults 

beg�l1 to reprod口 ce ， the l'記productíon capacity 01' fema1es is so high th註t a dense c01(1)y wi1l 

soon be organized on the t1'ee. 1'hen, lh日 nurnber 0:[ spid色rs 011 a tree per female o:f C. fodocola 

will d日cre乱se to nea.rly zero. ?r.h記reÚヲre， spiders can not destroy the aphids [Jopulation on th日

t1'oe. 

ln autumn, aph冝s stop bearing immaturo日開 Ov綠arae re111a1記s di凸 off, and 1.he number of 
.í ndividu~J.ls 011 a t1'ee decr記 ases. In nurs巴ry III, predatiol1 by lλ alneti caused a drast兤 deslru心地

tion � the 旦pÍlîd population (Fig. 36)内よ). alneti are 011 thむ trees on wh祥h a dense populatiol1 

of C. todocola 日xisぬくでa1必 20). Howover, 匤 the experim巴此乱1 !凶d，及。lneh' ¥:vas 80 scarce 

that it caused little mortality to C. todocola populat�n. 1n th色 absence {}f‘ D. αlneti ， C. todocola 

depos咜ed a .10t of eggs on th日 trees of the experimental field. 111 t11日 next year, t110 density 
of the populati.on il1cr日E円己d 1:0 1:he levε1 that was obsNved in I口08t plantatiol1s in Hokk乱 ido.

']、h日 high density population of C. /odor:ola in the n日xt yeaτ1n th己巴xperimental 自eld 01' in 

the plantation 1 survivod de自tructi.on by spiders or D , alneti, 'I'hus, when the clensity of 1.110 

aph�ls lncreases to such high lev色1s as are obset'ved � lTlOS!: todo-Gγpla11 ta t10ns, D. alneti 1S 

unable to dopross t11日 popu!旦tion density 1:0 �w 1ev臼l

6. C.部 f;m].oco!αOf! yo唖ng todo必r trees iu the nat1.lTal fore田t at Soranuma 

Fro庇1 th(;' observatio11 of natnral population 1n t11i8 吋fore8t ， it is a180 exp巴cted that the 

mortallty 1'actors of C, todocola 匤 tb合 dispersal periods of a1ai 脱 females or i11 antumn 乱r邑

important to control 1:he density at 10w 1eve1 (F竑. 38). In this fo1'est, p1'色dation by spiders 

(Fig. 39) 01' pnうd呂ti.on by D, all1et� s記色m日 to play a孔 important ro11 ln coロtrolling t11巴 density

of t11記 artìfici乱1 population at low 1巴V記1 as was observed I.n othe1' foresls (Fig. 41 , Table 23). 

111 the natm:al fore51:, 'YOU口 g trees ar日 covored by tall trees 日nd immigrat卲n of 昌1ata記

f担male臼 18 not easy‘ Ev記II if female日 arrive 0ηyoung todo-Iﾌr trees, m081: of then:主 wìll be 

att託cked by tho日巴 predators. 

Thus, all of the facton; wh�h play 3n �portant ro11 匤 contro1ling dεns1ty of insect popula保

tion at low 1evel we1'e polyphagous predators. 1'he í l1tensiti巴s 01' those factors vary with density 

of t11色 811b凶populations in 乱 regiol1 and a8 a result, t11e dens咜ies of al1 sub同populations aro d• 
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i 巴rmJl1巴c1 to a }ow le'1el by the tactors. In the regﾌon where those raじれ)rs which change 

their intensities w咜h t11e clensity 0:[ sub-populations 11乱'1e an o '1e 1' whピ:lmíng e f[ed , populat卲n 

i自社hl巳i:o be kept at lovi densit.y .1 日vel over a period of ye<l TS‘ T11e ki1Jcl of factors of which 

intensity varie，昔、 vith lhe change ()f density froγη 巳 eneration to g:ene.ration are not always neｭ

cessary to contro1. the dens咜y at 10w leveL 

r¥lthough no special exper匇ents Oll the low dUlsity [lopu�L�� ¥'1h:ich seems 1μhave 仁vclic

司UC[U日tlOUS ()f density have been c註 rrìed i)1j t , th日 re1atíonship between the populat卲n and 

n乱tural enemies that cause the cyclic flucl:uat�n w匀l be clestroyed by the polyphagous prec12い

1:ors , In::.h 位 τegio日 wbere the facto['話作f this .kind .have a (lominant efiect ()ll the population, 

the cvdì仁丹uctuation w曻� be changed to th日 2 nd type ()f low density popul臼t.lon，




